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序

埼玉県の県北地区、 わけても本庄市を中心とした地域は、 埋蔵文化財の宝庫といわれ

ております。 踏みしめる大地に、 どのような埋蔵文化財が眠っているのであろうかと、

思いを先人の歴史に馳せると、 その生活やロマンが、 そこはかとなく展開し、 心身の躍

動を覚えます。

最近、 上越新幹線工事の進展、 関越高速道路工事の進捗、 それに、 都市化の波の北進

にともない、 地域開発が急ピッチに進行した結果、 古墳の発掘調査、 遺跡の発掘調査が

各地で続行されています。

御手長山古墳の発掘調査も、 昭和 5 2 年 6 月 1 6 日に開始され、 同年 1 2 月 3 0 日ま

で、 6 ヶ月半を費して、 実施されました。

埼玉県教育局文化財保護課の係官のご指導のもとに、 埼王県立さきたま資料館学芸員

小川良祐氏に、 調査員として現地の発掘調査の指揮をお願いし、 本庄市教育委員会社会

教育課文化財係の長谷川勇主事を中心にして、 多人数の関係者のご協力と、 地権者をは

じめ、 地域住民の温いご支援をいただいて、 作業は順調に進み、 所期の目的を達するこ

とができました。

種々の貴重な埴輪、 数々の先人の生活を秘めた遺物にふれて、 いまさらながら、 郷土

の悠久な歴史の息吹きに、 いいしれぬ感懐が湧くのを覚えます。 温故知新の言のごとく、

文化遺産の尊重は、 即現在未米の生活発展の基盤であると信じます。 今後も、 文化財保

護に、 格段の努力を傾注してまいりたいと存じますので、 いっそうのご指導ご鞭撻をお

願いいたします。

発掘調査、 ならびに、 本記録作成にあたり、 ご懇切なるご指導をいただきました埼王

県教育局文化財保護課の係官各位、 県立さきたま資料館の先生方、 それに、 心温るご協

力ご支援をいただきました多くの関係者のみなさんに、 深甚の感謝を捧げて、 お礼のこ

とばにかえさせていただきます。

昭和 5 3 年 9 月 3 0 日

本庄市教育委員会教育長

飯 島 彰



例 百

1、 本書は本庄市が御手長山古墳発掘調査会に委託した埋蔵文化財の記録保存のための、 御手長山古

墳発掘調査報告書である。

2、 発掘調査は国庫補助金、 および埼玉県費補助金を受けたが、 整理・報告に要する費用は、 本庄市

教育委員会が負担した。

3、 遺跡の概要は下記のとおりである。

名 称 御手長山古墳 （本庄市16 7号遺跡）

所 在 地 埼王県本庄市大字小島字上前原1697-2 （墳丘）

1679-1 1681-1 1697-1 

1697-3 1701 （以上周堀）

4、 発掘調査、 出土品の整理、 写真、 図版等の作成、 および本書の編集は担当者の指示、 指導により

長谷川が行い、 担当者である小川良祐氏の加除筆をうけた。

5、 家型埴輪の復元は高橋一彦氏、 図版の作成は柴崎起三雄氏の助力があった。

6、 本報告書の断面図の土層名は統一し、 第9図に示した。

7、 第3図の御手長山古墳、 墳丘実測図は、 菅谷浩之氏と本庄高校考古学部が、 測鼠した図を、 了承

を得て作図したもので『本庄市史、 資料編』 考古73頁の実測図と同じ図から作成した。

8、 本書に掲載した地図は、 （第1図）建設省国土地理院長の承認を得て、 同院発行の1/5万地形

図を複製したものである。 （承認番号）昭53関複 第61号。

9、 出土人骨については新潟大学医学部， 第一 解剖学教室 小片保教授、 第一解剖学教室 加藤克知

平田泰治 三村一郎 皆川幸夫 松村博雄氏に鑑定をうけ、 論文を収載した。

石材については埼玉県教育局文化財保護課主事、 本間岳史氏の鑑定をうけ、 論文を収載した。

10、 調査にあたって次の方々からの指導、 助言があった。

早川智明 菅谷浩之 高橋一彦 柴崎起三雄 駒宮史朗 福島興厳 横Ill好富

特に金子真土、 水島治平両氏には細部にわたり、 助言を得た。

調査にあたり次の方々から協力があった。

野村鍋ー、 大友務、 久保雅雄、 福島基継、 山崎武、 栗田剛、 山本厚生、 諸岡英雄、 塚越喜太郎

小野英彦 早稲田大学本庄校舎、 伊勢崎市教育委員会、 鴻巣市教育委員会、 本庄高校考古学部

深谷赤十字病院検査部
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I 御手長山古墳発掘調査の契機と経過

1. 発掘調査にいたる経過

本庄市は埼王県の北西端にあって、 群馬県に接する人口52000余の小都市である。群馬県に接

していることから古代より毛野国の影響を受け、 利根川の沖積低地に面した本庄台地上や、 神流川氾

濫原の微高地上を中心として現在約16 8ケ所の遺跡が確認されている。

これらの遺跡は集落址を中心として古墳や条里遺構であるが、 近年外的要因によって変貌を余儀な

くされている。上越新幹線、 関越高速道を始め大手宅造業者の住宅建設等は事前の調整と調査によっ

て記録保存の措置が講ぜられるが零細業者や個人の宅造、 住宅建設等は周知の遺跡であるにもかかわ

らず破壊される場合が多く保存措置の必要性が急務となっている。

かかる現状のなかにあって昭和51年6月初旬、 埼王県遺跡パトロ ー ル員、 菅谷浩之氏より御手長

山古墳の立木が伐採されている旨の連絡が本庄市教育委員会にあり、 ただちに地主に対して今後の処

置の事情聴取と注意を促した。6月26日再び菅谷氏よりブルトー ザ ー によって破壊されているとの

連絡を受け、 ただちに工事中止を申し入れ7月13日埼玉県文化財保護課職員に出張を請い現地を確

認された。 その後種々の紆余曲折を経て本庄市教育委員会と県文化財保護課、 本庄市教育委員会と地

主とのブリソヂ協議により今後の処置を検討した結果、 記録保存のための発掘調査を昭和52年度に

実施することになった。

昭和52年4月3 0日、 本教社発第12 5号をもって本庄市長は昭和52年度文化財保存事業費補

助金交付申請書を文化庁長官に提出し、 同年7月3 0日委保第71号付で文化庁長官より決定通知さ

された。 その間県文化財保護課の御尽力により調査は、 県立さきたま資料館学芸員小川良祐氏が担当

することになり、 御手長山古墳発掘調査会を組織し現地での調査に入った。

なお発掘調査の組織は下記のとおりである。

発掘調査の組織

調査主体者 御手長山古墳発掘調査会

会 長

副会長

委 負

事務局長

山田一 男 （本庄市長）

飯島 彰 （本庄市教育委員会教育長）

小川良祐 （担当者）

川瀬頼司 （本庄市文化財保護委員会委員長）

柳田孝司 （本庄市文化財保護委員会副委員長）

関口俊次 （本庄市社会教育委員会委員長）

水島治平 （本庄市史編集室）

竹内清四郎 （本庄市教育委員会社会教育課長）

塩原 暁 （本庄市教育委員会社会教育主事）

笠原治夫 （本庄市教育委員会社会教育課長補佐）
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調査担当者

調査補助員

作業員

関係地主

揖斐龍一 （本庄市教育委員会社会教育課主事）

桜場幸男 （本庄市教育委員会社会教育課主事補）

長谷川勇 （本庄市教育委員会社会教育課嘱託）

小川良祐 （埼玉県立さきたま資料館学芸員）

長谷川勇

鈴木 純 （国学院大学学生）

金子 章 （日本大学学生）

（延5 7 2名）

久保忠一 久保準二郎 久保行義 今井亮ー 関口貞雄

2. 発掘調査の経過

発掘訓査は昭和52年6月I6日に開始、 同年12月30日までの6ヶ月半のうち断続的に実働8

2日を費した。この間の調査は大きく3つの時期に分けられる。

1次調査 6月16日～ 7月2 7日 墳丘上部 周堀 主体部

2次調査 9月12日～ 9月26日 上段葺石

3次調査 1 1月I0日～ 12月30日 墳丘下部 石室後込め 掘り方 下段茸石

以上のように3期に分けざるを得なかったのは、 奈良国立文化財研究所の研修に参加したこと、 予

算措置に苦慮したこと、 加えて当初予想しなかった調査まで記録に残 そうと努めたことなどによる。

調査日誌は以下のとおりである。

6月14日 本庄市役所都市計画課職員により墳丘実測を行う。

6月16日 墳丘前にて打ち合せ後周辺下刈り及び、 清掃。墳丘を東西南北の基準線によって区

画、 基準線を中心に幅60cmの土手を残して作業にかかる。墳頂より東北をA区、

西北をB 区、 東南をC 区、 西南をD 区とする。C 区で 1 • 4 rrt下げ盗掘溝確認。

6月1 9日

6月20日

6月21日

6月22日

6月23日

6月24日

6月25日

6月26日

6月2 7日

6月28日

雨模様にて危ぶまれたが作業、 P区作業開始。

各区に分れ作業、 C区墳項下l . 8mに埴輪片多し D区盗掘溝内より頭骨検出。

A区では粘土質にて作業困難。C区3 ·Imまで下げD区と馬蹄形の砂礫となり墳

丘南断面の砂礫層に連らなる。石室の位置判明す。

A区北裾茸石らしき石列検出、 D区頭骨付近より宋銭6枚検出。

A 区葺石B 区に続く、 石室南断面の残土排除、 周堀C トレンチを設定、 作業開始。

小雨のなか作業、 Cトレンチ1. 3mまで下げる。周堀外周に砂礁ぎ多し。

作業員雨にて休み、 Cトレンチ実測準備。

C 区セクションベルト実測開始、 石室前残土排除、 南北基準延長上A トレンチ設定。

Aトレンチ30~40cmにてロ ー ム、 周堀無し、 西ヘグリットA入れるが変化なし。

C 区、 D 区セクションベルト実測と撮影。

固堀を追ってBトレンチ設定、 C区、 D区実測終了後セクションベルト切りくずす。
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6月29日

6月3 0日

7月 2日

7月 3日

7月 4日

7月 5日

7月 6日

7月 7日

7月 8日

7月 9日

7月I 0日

7月11日

7月I2日

7月13日

7月14日

層位ごとに掘り下げんとするも不可能。埋葬人骨と盗掘溝の関係をみるためC 、 D

区間の土手に小トレンチ設定、 Bi、レンチ北隅円形ピットより人骨検出、 A区セク

ションベルト実測開始。

石室南の残土排除終り石室東壁検出、 B トレンチ東へ拡張、 A トレンチ、 C トレン

チ北へ延長、 D 区頭骨掘りあげ、 更にC 、 D 区間ベルト下より大腿骨検出、 別個体

と考えられる。Bトレンチ人骨掘りあげ、 寛永通宝、 カワラケ片出土。

Bトレンチ拡張区掘り下げ、 C·D区間ベルト取り外し終了。Dトレンチ作業開始

トレンチ作業昨日に続く。

昨夜の雷雨にてトレンチ泥に埋まる。Eトレンチ作業開始。

D、 Eトレンチ掘り下げ、 Fトレンチ設定、 作業開始。C·D区北のセクションベ

）レト実測終了、 撮影後一部層位ごと切りくずしにかかる。東西基準線の3m南へ平

行に石室を横断して幅lmのトレンチ設定、 後込め礫層は幅3·5mある。

Bトレンチ拡張区更に南へ拡張、 清掃。Fトレンチ作業開始、 墳項下4·4mで東

壁検出。G·H卜＼レンチ作業開始、 Fトレンチ完掘、 石室横断トレンチ実測開始。

A、 C、 E、 Fトレンチ清掃 G、 Hトレンチ作業続行、 石室内4. 8mまで下げ

床面まで40~5 0cmと迫る。

墳丘セクションベルト補足実測しながら時間をかけ取り外す。A、 C、 D、 Eトレ

ンチ実測、 G、 Hトレンチ完掘。

トレンチ実測、 石室内の排土 長さ3 0~6 0cmの細長い石の混入多い。石と石の

間に空隙があり土砂の流入がない。 自然崩壊とも考えられる。実測、 撮影と忙しい。

ブルト ー ザ ー にてB~Dトレンチ間掘り下げ。石室、 奥壁、 両側壁ほぼ検出。

作業具休み、 G、 Hトレンチ撮影。

ブルト ー ザ ーと、 作業員の投入し周堀掘り下げ。石室内の細長い石、 撮影と実測を

行い取り除く。奥壁寄り耳環一対、 小札、 鉄鏃片出土、 床面とは考えられない。

周堀り下げ、 石室内遺物出土レベルにて羨道方向へ精査、 鉄鏃は散乱状態。

遺物出土レベルを床面とみなすとの結論に達す。耳環周辺よりガラス小王、 東壁南

端に大刀検出。大まかな清掃行う。周堀重機による掘り下げ完了、 清掃、 実測。

担当者航空撮影に飛来、 後E • F • G • Hトレンチ人力により、 A·B • C -Dト

レンチ重機により埋めもどしにかかる。周堀底礫層に達しているため標準土層模式

図作成目的でグリソトA~Bトレンチ間に無作意に小トレンチ入れる。

7月16日 各トレンチ埋め戻しに尽力、 石室横断トレンチ墳頂下6m、 旧表土 （黒色土） に達

する。石室へ斜めに立ちあがる。石室実測準備、 割つけに1日かかる。細部打合せ。

7月I7日 雨にて大半の作業員休み、 石室実測に入る。

7月I 8日 石室壁、 床面実測、 墳丘東裾土層確認のため墳頂下 8mまで掘り下げる。

7月I9日 墳丘前方に標準土層観察用坑設定。墳丘西裾土層確 認のため礫層まで下ける。西裾

7 • 5m、 東裾9mで礫層に達する。石室実測、 石室横断トレンチ断面実測終了。
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7月2 0日

7月2 I日

7 月 2 2日

7 月 2 3 日

7 月 24 日

7 月 25B

7 月 2 6 日

7 月 2 7 日

9 月 1 2日

9月13日

9 月 1 4 日

9 月 1 6 日

9月1 7日

9 月 1 8 日

9 月 20 日

9 月 2 1 日

9 月22日

9 月 24 日

9 月 2 6 日

1 1月1 0日

1 1月11日

l ]月12日

l ]月 1 4 日

l ]月 1 5日

l ]月 1 6 日

l ]月 1 8 日

l ]月 1 9 日

1 1月21日

石室平面図実測終了、細部を残すのみとなったので 一応本日で打ち上げ。

本日より数名の作業員で細部調査、石室内遺物の精査、床面排土に移る。 全てフル

イをかけ水洗する。 耳環、 鉄鏃、 ガラス製小玉、 丹、 骨、 歯等検出、 床面の礫外し

角閃石安山岩削り屑層まで下げる。

床面礫取り除き作業、 須恵器片、小札、 耳環、弾金物；鉄鏃などこの段階でも出土

相次ぐ。 フルイより小王類検出多し。

角閃石安山岩削り屑層掘り下げ、まだ遺物出土。 依頼により県文化財保護課本間岳

史氏、石材調査に来る。 出土遺物の整理、運搬、 収納を行う。

葺石らしき石列撮影、石室実測用基準杭2次調査に備え再測定と補強。

東・西裾上層観察用坑埋め戻し、石列の下に明瞭な茸石検出、2次調査に備え埋め

戻す。 石室根石実測、石室封鎖用木材の伐採を大久保山にて行う。

石室側壁補足実測、出土品整理、 周辺整備、石室封鎖準備。

石室内撮影、封鎖作業、 バ リケ ー ド作り、 現場事務所整理、1次調査を終了する。

2次調査開始、 1 次調査で埋め戻してあった葺石再検出、 周辺古墳測量下準備。

遣り方組、葺石実測準備として。

遣り方組、平面図、側面図同時に作成しようと試み手間どる。

遣り方組修正 実測開始。

葺石実測。

葺石実測。

葺石実測。 はかどらず。

葺石実測。 一部遣り方組み直す。

葺石実測。

葺石実測終了。 周辺整備。

石室封鎖補強。 現場事務所整理。借物返却、2次調査終了。 遺物整理等で終る。

3次調査開始、 東壁後込め外す。

西壁後込め外す。 石室主軸の基準線の西3 • 7mを平行に切断実測。 墳丘下部は基

準線より3 0cm西で切断。 上部断面図より実質6 0cm西寄りとなる。

墳丘下部北裾断面掘り下げ開始。

石室主軸と平行に切断した断面更に東西に切断、実測、後込め礫層明瞭に検出。

西壁後込め取り外し。

前日に引き続き後込め取り外し墳丘下部断面検出に尽力。

墳丘下部実測準備、西、 東壁後込め排除。

墳丘下部実測準備。

墳丘下部、石室横断トレンチをそれぞれ実測。
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1 1月22日 実測終了。

1 1月23日 撮影準備、正午撮影、西壁後込め排除。

1 1月24日 石室石組の補足実測。

1 1月25日 東壁後込め排除、 奥壁後込めも排除に移る。

1 1月2 6日 東壁後込め排除、石室内へ版築確認のため四分法によるトレンチ入れる。

1 1月2 7日 撮影のため墳丘下部 前の残土重機にて排除、正午撮影、 東壁後込め排除。

1 1月2 8日 石室内のトレンチに合せ石室南にトレンチ2本入れる。

1 1月2 9日 トレンチ掘り下げ、 奥壁後込め断面実測、撮影、層位毎に掘り下げる。 砂礫層の先

端に砂礫止めの握拳大礫を配置、 それらを実測、撮影。

石室内外のトレンチ実測、 奥壁後込め層位ごとに排除、撮影のみにて作業進める。

奥壁後込め排除、掘り方検出、掘り方実測のため遣り方準備。

奥壁後込め排除終る。 遣り方準備。

掘り方検出、遣り方準備。

掘り方は石室部分残して完掘、 奥壁北は充分掘り下げられなかった。

下段葺石検出、石室外側写真実測用準備、 遣り方を応用する。

石室外側写真実測の撮影、掘り方撮影。

葺石検出、応用遣り方取り外し。

1 1月3 0日

1 2月 4日

1 2月 5日

1 2月 6日

I 2月 7日

1 2月 8日

1 2月 9日

1 2月1 0日

1 2月12日

1 2月13日

1 2月14日

1 2月15日

1 2月1 6日

1 2月1 7日

1 2月1 8日

1 2月1 9日

1 2月2 0日

1 2月21日

1 2月22日

1 2月23日

1 2月24日

1 2月25日

1 2月2 7日

1 2月2 8日

1 2月2 9日

1 2月3 0日

葺石検出と実測用遣り方準備、 担当者と今後の調査打合せ。

石組外側版築断面実測。

下段葺石実測開始。

葺石実測。

葺石実測、レベル記入。

前日に引き続き同作業。

石室断面図、外側補足し完成させる。 石室の各石に番号付定。

葺石側面図作成、石室各石に番号記入。

葺石実測、石組に番号記入。

前日に引き続き同作業。

葺石実測、石組み取り外し開始。

葺石実測、石組み取り外し。

石組み取り外し。

根石を残し取り外し終了。

根石実測準備、 午後実測。

根石レベル記入と取り外した各石を市有地に運搬。

根石取り外し、石室下の掘り方検出に入り完掘する。

掘り方清掃、 撮影、実測、遣り方取りこわし、整理、 上段葺石の基盤である角閃石

安山岩取り外し現場での調査を全て終了。
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II 御手 長山古墳の立地 と 環境

地理的環境

飯能 ー 寄居 一 児王 一 高崎を結ぶ八王子 一 高崎構造線を境として、 西は山地で関東山地と呼 ばれ、 特

に埼玉県の部分を秩父山地とい う 。秩父山地は山梨、 長野、 埼王の三県にまたがる 甲 武信岳 ( 24 6 

5 m) より始まり、 東に もか っ て徐々に低くなり関東平野にの ぞ む。秩父山地の東、 および北は丘陵

とな っ ており、 各丘陵の間には扇状地が発達 し 台地を形成している。 （注1)

これら丘陵には狭山丘陵、 高麗丘陵、 比企丘陵、 吉見丘陵、 松久丘 陵な どがあり、 その間には大小

河川が秩父山地から東流、 または北流し利根川、 荒川に合流、 太平洋、 東京湾に流下する。この大小

河川には扇状地が発達し台地を形成している。

児玉町の南東約2 • 5 kmの位置を西北ー南東に走る八王子 一 高崎構造線を境として北は第3紀層を

基盤として成り立 っ ており、 南は先 第3紀層と地形、 地 質とも全く異 っ ている。構造線の南は急竣な

山岳と片岩性の岩石 （緑泥片岩 ・ 絹雲母片岩） が分布しているが、 北側は第3紀層が神流川 ・ 荒川な

どの各河川の扇状地及び利根沖積層の基盤をなしてい る。この第3紀層や高位段丘堆積層からなる浅

見山、 生野山、 山崎山、 浅間山、 観音山は扇状地の堆積被覆をまぬがれた残丘である。

この扇状地は群馬県鬼石 町付近を扇項部とし、 扇端は烏川、 利根川に至るが、 この扇状地を 「本庄

段丘」 と呼ぶ。身馴川による運搬堆積作用で形成された扇状地との境界は浅見山の山地より北東で不

明瞭となる。神流川扇状地は東北から北方へ約l O K mの半径で平均勾配1 / 2 0 0で発達し、 この

扇状地の扇端部以北は利根川の沖積低地とな っ ており、 現利根 I l l にほぼ平 行に1 / 8 0 0の勾 配で利

根川下流方向へ傾斜している。 （注2 )

神流川扇状地は上里 町あたりは、 なだらかな斜面で扇端部となるが本庄市域に入 っ て比高7~ 8m 

の段丘崖の扇端とな る 。なだら かな斜面から段丘崖に移行する本庄市小島字清万寺から南 わ ずか3 0 

O mに御手長山古墳は位置する。この扇端部は神流） i i に水 源をもつ ｛卸 陣場川、 旧女堀川 （注3 ) や久

城堀を始め幅のせま い 小河川や堀 （現在は埋没しているものが多い） が解析している。

この扇端部の段丘崖下には湧水が各所にみられ、 段丘崖上には それらを中心とした集落が発達した

もので上里町から本庄市、 岡部町にかけてベルト状の分布をみている。

利根川の沖積低地は、 利根川や碓氷川、 神流川、 鏑川を合流した烏川か落合い、 かつ てはこれらの

河川の氾濫原でもあ っ た。利根川の流路は天文 8年 ( 1 5 3 9 ) 又は12年 ( 1 5 4 3 ) 以前は前橋

市より現在の広瀬川流域を流下したもので、 烏） i i が上野国、 武蔵国の境界とな っ ていた （注4 )

深谷市横瀬、 華蔵寺の大 日 堂棟札 （天正 11年、 1 5 8 3 ) に 「上野国新田庄勢多郡横瀬郷」 と記

録され （注 5 ) 、 本庄市都島、 正観寺収蔵文書に 「慶長拾七年子 ノ 九月廿七 日 、 上州国那 波郡都島村

御縄打水 脹 」 と記され （注6 ) 近世初頭以 降の利根） 1 | や烏 川 の流鯰につ いての史料は少なくない （

注7) が それ以前の流路につ いては史料を得ることができない。

本庄台地は先述したとおり第3紀層や扇状地の堆積層である洪積層が基盤と な っ ている か、 この礫
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層の上層にl m前後の大里ロ ー ム層の堆積がみられ更に有機物を含んだ暗褐 色の表土に覆わ れている。

神流川や身馴川、 志戸川、 利根川 の流域にはロ ー ム の堆積はあまりみられず、 礫混りの粘土層が堆

積し表土を形成している。

注1 『埼玉郷土辞典、 自然 篇 』 埼玉新聞社出版部 昭44、 427頁

注2 「神流川 扇状地の地質と地下水 」 引 田章 臣 『 児玉の教育13号』 昭47、 4 9頁

注3 昭和52年笠ケ谷戸遺跡発掘調査により現女掘より東北方向へ幅15mほ どの河川跡が検

出された。 旧本庄町、 北泉村の境界であり下流では悪水 堀となり利根川沖積低地へ流入す。

注4 「本庄市近傍に於ける利根川 流路の変遷」 栗田竹雄 『埼玉研究6号』 昭37年 1頁

注5 『新編武蔵風土記稿』 薦田伊人 昭3 8 1 1巻 2 5 9頁

注6 『本庄市史 資料編』 本庄市 昭51 文書22 2頁

注7 『同上』 文献 9頁

2 歴史 的環境
前述したよ う な地 理的環境のなかにあって、 関東ロ ー ムに被覆された台地上の遺構と神流川流域を

始めとして大小河川 の氾濫によ っ て形成さ れ た微高地や沖積地の遺構には、 さらに遺跡 そのものと、

それ以 降の堆積とが微妙に交 叉し立地環境を複雑化している。近年埼玉県北西部における発掘調査例

が激増している が周辺地域についての概略を述べたい。

先土器時代 埼玉県北西部におけるこの期の遺構の発見例はな いが岡部町大字山河字 塚 ノ 越に剥片

1点 が出土し （注1) 、 近年本庄市大字栗崎古川端遺跡の攪乱層より 9点の細石 刃、 グレイ バ ー 、 剥

片の出土が報告 さ れた。（注2 ) 塚 ノ 越の石 器は黄褐 色ロ ー ム下層の暗褐 色ロ ー ム層中より検出され

たものであるが、 周辺地域に暗褐 色ロ ー ム層は認めら れず、 また黄褐 色ロ ー ム層からの遺物の発見例

はな い が今後の調査によっては遺構の検出される可能性を導くものとして重要であ ろ う 。

縄文時代にあ っ ては地下2m前後から土器の出土も報告 さ れ （注3 ) 地下深くに埋没し、 発見例は

少ない が遺跡が少ないことではないとする考えもあるが多くは神川 村ニ ノ 宮 から児玉町南部、 美里村

猪俣 から寄居町 に 至る児玉丘陵 • 松久丘陵や生 野山 ・ 浅見山 （大久保山） 、 山崎山、 深谷市の浅間山

な どの丘陵や岡部町本郷地区 （特に針ケ谷堀、 藤治川 沿い） の主として関東ロ ー ム （大里ロ ー ム） に

よって形成された台地上 に 分布する。この他本庄台地縁辺の土師遺跡や、 大規模な発掘調査によって

遺構、 遺物の発見例も増え、 研究意識をもった調査の必要性が叫け ばれている （注4)

岡部町針ケ谷を中心とした密度の高い遺跡群は古くより高橋一 彦氏の注 目 するとこ ろ であったが圃

場整備 により、 山崎山の遺跡群も ゴ ル フ 場建設により破壊された。

西谷遺跡 か ら は爪形文、 絡状体圧痕文、 有 舌 尖頭器を出土し （注5) 、 弘光寺北の沼端遺跡からは

押形文、 水久保遺跡 か ら は主 に 絡状体圧痕文、 有舌尖頭器を出土した。中原遺跡、 北東原遺跡、 東谷

遺跡 か ら は早～後期 に 及 ぶ遺物の出土をみていた （注6 )
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表 l 御手 長 山 古墳周辺古墳群 と 主要 古墳一 覧表
番号 名 称 備 考

2 5 基。 昭和 5 0 年 か ら 鯛査。
1 毘沙土 古墳群 東 限 西 金 久保 、 神 流川 敷 に 古墳 址 。 2 9 （ 西小 平 ） 古墳群
2 七本 木 古墳群 免塚古墳他。 3 0 秋山 古墳群
3 旭 ・ 小 島 古墳群 浅 問 山 古墳 ・ 八 幡 山 古墳 ・ 御 手 長 山 古墳他 3 1 塚 間 古墳群

現 在 1 7 基。 3 2 広 木 大 町古墳群 両 子 塚 （ 前 方 後 円 墳 ） を 含 む 3 7 基。
4 三 田 古墳群 前 方 後 円 墳 （ 消 滅 ） 1 基 を 含 も 6 基。 3 3 生 野 山 古墳群 将軍塚、 三 角 点 古墳 （ 共 に 前方 後 円 墳 ） 他
5 北原 古墳群 市街地 に て 大 半 か破壊 さ れ る 。 6 基。 3 4 切 通 古墳群
6 塚合古墳群 昭 和 4 2 年 、 4 基調 査 。 日 の 出 2 丁 目 に 2 3 5 諏訪 山 古墳群 川 輪聖天塚 、 長 坂 聖天塚 を 含 む 1 4 基。

基現存。 古墳 址 は 市立 東 小 学 校 3 基 の 他 3 3 6 西 山 古墳群 前 方 後 円 墳 ( 5 号墳 ） を 含 も I 6 基 。
基 （ 内 ］ 基 は 前 方 後 円 墳 ） 。 3 7 千光寺古墳群 コ ル フ 場 に て 消 滅 、 一 部 調査 。

7 鵜 森 古墳群 3 基現存 3 8 茶 臼 山 古墳群 上稲荷塚、 下稲荷塚 を 含 も 5 基 の 現 在消滅
8 久下塚古墳群 4 基現 存 、 久卿塚古墳 は 削 平 八 木 拝三 郎 氏 調 査 。
， 大 久保 山 古墳群 小 規模古填 7 基 3 9 六 ツ 塚古墳群 5 ~ 6 基 、 消滅。

1 0 浅 見 山 古墳群 4 () 5 ~ 6 基 消滅。
1 1 塚本 山 古墳群 I 7 5 基 、 内 2 9 基 は 昭 和 5 0 年 調査 4 1 岡 新 田 古墳群 平 塚古墳他 、 宅地化 に て 消滅 。
1 2 七 ツ 塚古墳群 4 2 調 査 で 古墳址確認、 1 0 基。
1 3 本郷古墳群 4 基 4 3 古墳址。
1 4 東堤古墳群 I I 基 4 4 竜 ケ 谷 戸 古墳群 3 ~ 4 基 、 開 発 に て 消滅 。
1 5 帯 刀 古墳群 3 2 基 4 5 四 十坂 古墳群 寅栢荷塚 （ 前 方後 円 墳 ） 現存。 前 方 後 円 墳 を
1 6 長 浜古墳群 6 基 含 め ほ と ん ど消 滅 。 1 9 3 0 年 8 5 基。

1 7 大 御 堂 古墳群 I 2 基 、 内 一 基 昭和 4 2 年 調 査 4 6 白 山 古墳群 御 手 長 山 古墳 （ 現 存 ） 、 八 幡塚 （ 県史 所収 、
1 8 四軒在家古墳群 I 2 基 記 念 碑 有 、 消滅 ） 、 白 山 遺跡 よ り 古墳址調査
1 9 元阿保古墳群 2 0 基 さ る 。 普済寺集落内 に も 痕跡 多 し 。
2 0 関 口 古墳群 9 基 4 7 5 基
2 1 植竹古墳群 8 基 4 8 川 井古墳群
2 2 南塚原 古墳群 5 9 基 4 9 角 濶 古墳群
2 3 二 宮古墳群 2 7 基 5 0 約 1 0 基
2 4 十ニ ケ 谷 戸 古墳群 5 3 基 5 1 8 基
2 5 城戸 野古墳群 2 5 基 5 2 2 3 基
2 6 詞根倉 古墳群 白 岩 銚子塚 （ 前方後 円 墳 ） 含 も 2 5 基 5 3 8 5 基
2 7 飯倉古墳群 I 3 基 5 4 7 0 基
2 8 長 沖 古墳群 前 方 後 円 墳 ( + 兵衛塚他 ） 3 基 を 含 む l

A 競 山 古墳 B 金鑽神 社古墳 C 銚子塚古墳 D 前 山 1 号墳 、 2 号 墳 E 東 谷 古墳 “ 
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浅見山には爪形文や押形文をもつ宥勝寺北裏遺跡、 大 久保山A 遺跡の存在が知られている。 （注 7 )
浅間山周辺の押切川流域にも押形文を出土する遺跡が 2 ケ所認めら れていたが圃 場整備で消滅した。

弥生遺跡として重要な四十坂遺跡からは押形文や黒浜式の繊維土器、 岡部町榛 沢新田字落合からは

石匙と共に関山式土器な どが採集されている。美里村北貝戸遺跡から前期住居址 （注 8 ) 、 岡部町水

窪遺跡から中期住居址 （注 9 ) が報告されているが密度の高いわりに調査例が少ない。

弥生時代の遺跡は非常に少なく本庄市域にあっても 3 ケ所から遺物の出土をみるのみである。 （注

1 0 )  宥勝寺北裏遺跡からは中期前半の条痕文やヘ ラ描変形工字文、 後期中葉の押 引きを加えた平

行櫛 且 、 波形櫛目を配した樽式類似土器を出土し、 大久保山A遺跡からも縄文を主体とした中期土器

が表面採集されている。身 馴川対岸の四十坂遺跡 （注 I I ) 、 寄届 町用土、 平遺跡 （注 I 2 ) 神川

村大字新里の丘陵地域にヘ ラ描文を出土する遺跡 （注 1 3 ) な どが報告され、 美里村諏訪神社境内 （

注 I 4 )  生野山古墳群内 （注 I 5) 塚本山古墳群内 （注 I 6 ) な どからの報告もある。

神川村 に 存在する式内社、 金鑽神社を中心とした集落群をお加岳倭人伝の女王国以北の服属 2 I 国の

うち、 華奴蘇奴国と比定する説もある （注I7 )  

古墳時代 埼玉県北西部においては昭和 3 0 年、 本庄市二本松遺跡の学術的調査以降、 高度成長下

の開発により相当数の調査が行な わ れたが大半は古墳時代及び奈良時代の遺構が中心であった。

国営北部用水に関連して青柳古墳群 （注 I 8 ) 、 批杷橋遺跡 （注 I 9 ) 、 中道 ・ 西北原遺跡 （注2
0 )  大御堂檜下 ・ 女堀遺跡 （注 2 I ) 精神場遺跡 （注 2 2) 原 ・ 清水南遺跡 （注 2 3 ) 上越

新幹線に伴い古川端 ・ 前山 2号墳 ・ 東谷遺跡 （注 24 ) 下田遺跡 （注 25) 諏訪遺跡、 関越高速

道に伴い塚本山古墳群 （注 2 6 )  雷電下遺跡 （注 2 7 ) 女堀条里遺跡、 後張遺跡 （注 2 8 ) 、 本

郷東 ・ 愛宕遺跡 （注 2 9 )  中堀 ・ 耕安地 ・ 久城前遺跡 （注 3 0 ) な ど、 その他市町村の開発事業、

民間の開発事業に伴う 発掘調査が行なわ れ、 今後も多くの調査が予定されている。

集落遺跡は神流川流域、 利根川沖積低地に沿った本庄台地、 九郷用水 （男堀川、 女堀川） 流域、 身

馴川流域、 志戸川流域に沿って発達し、 更に微低地で現在悪水堀となっている流域や、 埋没している

が溝や河川の痕跡と考えられる流域にも分布している。

これらの遺跡を概観すると関東ロ ー ムによって被覆された比較的高燥な台地上と大小河川の氾濫を

受けつつも粘土質や砂碓りの堆積土上に営なまれた遺跡とがあり、 氾濫を受けた地域にロ ー ムに相当す

る層の存在する遺跡もあり氾濫による堆積、 浸蝕、 再堆積な どの各時期 と 遺跡の営なまれた時期とが

微妙に交 叉している。当地域の鯛査には地質、 地層に比較検討を加えることが今後の重要な課題とな

るであ ろ う。

古墳および古墳群につ いては 『埼王県遺跡地図』 （注 3 I ) 『群 馬県遺跡地図』 （注 3 2 ) 『いぶ

き』 （注 3 3 ) 本庄市史編集室、 高橋一彦氏、 筆者の調査資料をもとに第 1 図および一 覧表に示した と

おりである。当地域では 5 世 紀代に古墳が出現すると確認され、 中葉に位置づけられる長坂聖天塚古

墳 （注 3 4 ) 始め河輪聖天塚古墳、 白 石地内古墳、 生野山の三 角 点古墳、 将軍塚古墳、 生野山 9 号墳、

浅見駕山古墳、 入浅見金急賛神社古墳、 前山 2 号墳、 公卿 塚古墳があげられ、 山崎山丘陵、 生野山丘陵、

女堀川下流域、 女堀川中流域の4 つのグル ー プになるとされている。 6 世紀代に入り古墳の分布は広

ろ がり群集墳の初源的兆候があらわ れ 7 世紀後半まで古墳が築造されるのである。 （注 3 5) 
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古代 ・ 中世においては当地域の 文 献等の史料は皆無に ひとしく、 近年の発掘調査でこの期の遺構が

ようやく注 目 され始めた。条里遺構は比較的残存していたが圃 場整備な どによって姿を消しつ つある。

現在知られている条里遺構は金鑽川、 九郷用水流域と身馴川 ・ 志戸 川 流域の広い地域に広 ろ がりを

みせて い る。 特に本庄市今井字久城田の 7 坪は残存状態が良好で区画割りのみならず分水と給水の状

況まで残存してい る 。九郷流域と身馴 ・ 志戸川流域の条里が単ーか複数かは明きらかでない。 （注3

6 )  身馴川 ・ 志戸川流域の条里は美里村の平地部から本庄市栗崎、 岡部町榛 沢にかけて残存し、 し

か も 那飼、 児玉、 榛 沢の旧三郡が隣接して いるので郡境との関連 も 考慮せ ね ばならない。

『和名類緊抄』 によれ ば郡郷の所在について次のように記録していて。 （注37) 

高山寺本 諸 本

榛 沢郡 新居 榛 沢 胆形 藤田 榛 沢郡下 新居 榛 沢 胆形 藤 田 余戸

賀美郡 新居 小 鴨 曽能 中村 賀美郡下 新田 小嶋 曽能 中村

児玉郡 振太 岡 太 草田 大井 児王郡下 振太 岡 太 黄田 太井

那珂郡 那珂 中沢 水保 弘紀 那珂郡下 那珂 中沢 水保 弘紀

これらの所在については 『埼玉限史』 を始め、 それ ぞれ比定され、 更に天平勝宝5年、 賀 美郡に武

川郷の存在した ことは古 く から注 目 されて （注 3 8 ) いるが多少の問題 も あるように考え ら れる。

条里、 集落、 郡衛、 神社、 寺院な ど遺構の考古学的、 以前、 以 降の歴史的変遷、 自然条件な ど を考

慮す べきである。飛躍になるが武蔵七党のうち丹、 児玉、 猪俣 の三党の居住地域が当時の郡境の手が

かり に なると考えられる。御陣場川流域を中心とした 地域に丹党、 九郷用水流域を中心に児玉党、 志

戸川流域を中心に猪俣 党が分布している。これら三 党の勢力範 囲が旧児玉三郡の境界であった 可能性

が充分ある。 そこで 問 題となるのが御手長山古墳の所在する小島である。 『和名類緊抄』 によれ ば賀

美郡小 鴨郷 （ま た は小嶋郷） となっているが 『新編武蔵風土記稿』 では児玉郡に編入されている。

小島は丹党、 榛 沢成房の弟重光が居住し小島四郎と称し （注3 9) 現在 も 小島氏館が御手長山古墳

東北約400mの本庄台地縁辺に存在し （注4 0) ている。児玉郡への編入の時期は不明だが現小島

地域の水田は御陣場川水系である。

旧本庄町と小島村の境界には微低地があり、 高層気 象台本庄出張所西にて利根川沖積低地へ解析し

溝ある い は河川の存在をうかがうことができるのである。 （注4 1 )  本庄市西富田字二本松の北あ

た りでは上里町七本木と複雑な境界 と なっているが上里町久城 （ 旧賀 美郡） と本庄市今井 （ 旧児王郡

） の境 界は東北方向へ直線的であり先述し た 微低地と一線を結べるのである。この境界に沿って久城

堀が流れ、 本庄市街を度々悩ました 「久城水」 の源と も いえるのである （注42 )  

昭和50年、 関越高速道、 上越新幹線に伴う調査で7世紀代に比定される大溝が2本調査されたが

郡境近くにあり興味ある 問題であ ろ う。 （注43) 

降て文明1 8年6 月 初旬 関 白 房嗣三男 聖護院門跡道興准后は諸国歴訪の途 「かみ長川なとさま

さまの 名 所を行々て。おしまの原といへる所にてやすみてよめる。けう妥におしまか原をきてとへは

わか松しまは程 そ遥けき」 と 『廻国雑記』 （注4 4 ) に書き残している。なお小島村は若泉庄、 後に

本庄傾となった。

近世以降 江戸時代に入ると小島村は元和3年 旗本酒井下総守の知 行となり田方20 0石3升、
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畑方 4 73石6斗 4 升 合せて673石6斗7升 （ 武蔵田園簿） の中山道に沿った12 0戸 （新編武

蔵風土記稿） の村落と な った。 近世文書の調査は な さ れて な いので詳細は不明であるが、 五料、 前橋、

越後、 佐渡方面への脇道も村内で分岐し （注 4 5 ) 佐渡奉行の往路は専ら こ の脇道を利用した。 中山

道一の本庄宿を控 え 諸大名、 諸家中 、 一般通行者でたいへ ん な に ぎわいであった。 （本庄宿田村本陣

文書） 幕末に至る ま で酒井氏の知行で明治元年岩 鼻県、 同 4 年群馬県、 入間県、 同6年埼玉県と近

隣町村と同じように、 め ま ぐるし く 管轄替をうけ同22年山王堂、 沼和田、 都島、 三友、 新井、 下野

堂の6 ケ 村と合併旭村と な り、 更に昭和29年本庄町と合併し本庄市と な った。

注 l 「岡部町の ロ ー ム 層 中より出土せる剥片石器について」 庫橋一彦 『始終 創刊号 』

注 2 『上越新幹線埋蔵文化財発掘訓森報告 II 東谷 • 前山2号墳 ・ 古川端』 昭53 埼王県

教育委員会

注 3 『埼玉県遺跡調査会報告第28集 大御堂檜 下 ・ 女堀遺跡発掘調査報告書』 菅谷浩之他

昭51 埼玉県遺跡調査会

注 4 注2に同じ

注 5 「埼玉県西谷遺跡出土の土器群と そ の編年的位置」 栗原文蔵、 小林達雄『考古学雑誌 4 7 

巻2号 』 昭36 日 本考古学会

注 6 高橋一彦氏の調査による

注 7 『本庄市史 資料編』 市史編集室 昭51 本庄市

注 8 『北貝戸遺跡、 県営美里ほ場整備事業地内遺跡』 菅谷浩之、 坂本和俊 昭52 美里村教

育委員会

注 9 『水窪 ・ 新井遺跡の調査』 栗原文蔵、 佐藤忠雄 昭51 岡部町教育委員会

注10 注7に同じ

注11 「四十坂遺跡の初期弥生式土器」 栗原文蔵 『上代文化 第30輯』 国学院大学考古学会

注 ］ 2 「有角 石 斧を出した埼玉の弥生式遺跡」 曽野寿彦 吉田章一郎 『東京大学教養 学部人文

科学科紀要第1 ] 』 昭32 共立 出版株式会社

注 1 3 注3に同じ

注1 4 「諏訪山神 社境内遺跡」 高橋一夫、 鈴木敏昭 『埼玉県土器集成 4 』 埼王考古学会

注15 注2に同じ

注16 『関 越 自 動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告Vl 塚本山古墳群』 昭52 埼玉県教育委員

会

注17 「魏志倭人伝の諸国名の解読」 青木慶一『考古学 ジ ャ ー ナ ル8号』 昭4 2 ニ ュ ー サ イ
エ ン ス 社

『魏志倭人伝、 後漢書倭伝、 宋書倭国伝、 隋書倭国伝』 和田清他 昭33 岩 波書店

注18 『埼玉県遺跡調査会報告第19集 青柳古墳群発掘調査報告書』 菅谷浩之他、 昭4 8 埼

玉県遺跡調査会

注19 『埼王県遺跡調査会報告第20集 枇杷橋遺跡発掘調査報告書』 菅谷浩之他 昭4 8 埼
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王県遺跡調査 会

注2 0 「埼玉県遺跡調査会報告 第 I 3集 中 道・ 西北原遺跡発掘調査報告書」 菅谷浩之他 昭4

9 埼玉県遺跡調査会

注 2 1 注 3 に 同 じ

注 2 2 『精神場遺跡』 梅沢太久夫他 昭5 3 神 川 村教育委員 会

注 2 3 『原・清水南 』 梅沢太久夫他 昭5 3 上里町教 育委員 会

注 2 4 注2に 同 じ

注25 「本庄市下 田遺跡」 小 川 良祐他 『 第 8 回遺跡発掘調査報告会発表要 旨 』 昭5 0 埼玉 考

古学会他

注 2 6 注 1 6 に 同 じ

注 2 7 「児玉 町雷電下遺跡」 駒宮史 朗 他 『 第 8 回遺跡発掘訓査報告会発表要 旨 』 昭50 埼玉 考

古学会他

注 2 8 「児玉 町後張遺跡の調査」 増 田 逸朗他 『 第 1 0 回遺跡発掘調査報告会発表要 旨 』 昭5 2 
埼王考古学会他

注 2 9 『 関 越 自 動車道 関係埋 蔵文化財発掘調査報告 V 本郷東 • 愛宕』 昭5 1 埼玉県教育委

員 会

注 3 0 『 関 越 自 動 車道 関 係埋蔵文化財発掘調査報告圃 中 堀・耕安地・久城前 』 昭5 3 埼玉 媒

教育委 員 会

注 3 1 『埼王県遺跡地 図』 昭50 埼玉県教育委員 会

注 3 2 『群馬県遺跡地 図 』 昭4 9 群 馬県文化財保護協会

注 3 3 『 い ぶ き 8 • 9 合併号』 昭5 0 県立本庄 高 校 考古学部

注 3 4 「美里村長坂聖天塚古墳の調査」 菅谷浩之他 『 第 8 回遺跡発掘調査報告会発表要 旨 』

昭5 0 埼玉 考古学 会他

注 3 5 注 1 8 に 同 じ

注 3 6 注 7 に 同 じ

注 3 7 『天理 図書館 善本叢書 和 書 之部 第 2巻』 昭4 6 八木 書店

注 3 8 「賀 美郡武川 郷 に 就 き て」 金鑽武城 『埼玉史談第5巻 第4 号』 昭 9 埼玉郷土 会

注 3 9 『武蔵武士』 渡辺世祐、 八代 国 治 昭4 6 有峰書店

注4 0 『埼玉 の館城跡』 昭4 3 埼玉県教育委員 会

注4 1 昭和5 3 年 7 月 I I 日 未明の4 時から 1 0時まで I 8 0 mm （本庄消 防署観測 ） の 降 雨量に

この微低地を横断する市道 2 3 号線は 約 I O O m に わたって冠水した。

注4 2 現在の久城堀は本庄高校北から市街地を 東北方向へ縦断して いる が、大雨の 際は、この堀

筋周辺からあふれた野水を 「久城水」 と 呼ぶ

注43 注3 0に 同 じ

注 4 4 『群書類従 第 1 8 輯』 昭4 7 続群書類従完成 会

注4 5 『 中山道宿村大概帳』 児玉 幸多 昭4 6 吉川 弘文館
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m 御手長 山 古墳

1 御手長 山 古墳 と 周辺
御手長山 古墳 は 本庄台地 と 利根川沖積低地 と の 境界 と も 言うべ き 段丘上に位置し、 旭 ・ 小島古墳群

に含まれてい る。この 古墳群 は上里町神保原、 本庄市下野堂、 同小島にまたがる大群集墳で、 この南

部上里町七本木字三田に 4 基、 本庄市小島字二子塚 （小島の飛地、 前方後円墳、 昭和 4 0年頃削平）

に 1 基、 下野堂字開拓に1基の計6基の 三田古墳群があるが、 一体をなす群集墳の 可能性 も ある。

旭 ・ 小島古墳群 は 現在、 上里町字神保原に5基、 本庄市下野堂 に 1基、 小島に10基の計16基が

認め ら れる。原形を保つ も の は少なく痕跡の 残る も の、 墳丘を切断されてい る も のが多く昭和30年

の調査 （注1) で は痕跡を含め37基、 昭和3 4 年2月の調査 （注2) で は小島地区だ けで痕跡を含

め 4 4 基が存在してい た。第2図は前記2 回 の 調査 と 昭和 4 9年調査 （注3) の結果を図示した も の

である。この他下野堂か ら 神保原にかけて10数基の 古墳が認め ら れていた。

東限は前章で述べた 1日賀美、 児玉両郡境付近にあり、 西 限 は浅間山古墳あたりで標高57~6 1 m 

の北低斜面に分布する。小字名に も 三杢 山、 蛭子塚、 二子塚な ど古墳にちなんだ も のが多い。

昭和 4 9年7月より翌年3月にかけ発掘調査 の 行なわ れた下野堂遺跡で は多くの古墳址や周溝墓が

調査され （注 4 ) たが、 当初 は集落跡 と 考え ら れ、 全く削平され墳丘 の 痕跡さえなかった。

こ の 旭 ・ 小島古墳群一 帯は中山道に沿っているため開発 も 古く比較的大 き な古墳のみ残 っ た と 考え

ら れ、 調査を行なえ ば厖大な数の古墳址が確認さ れ るであ ろ う と 考えられる。

下野堂遺跡 の 東、 畑一枚を隔てた本庄市小島字林 95番地に、 この古墳群中最 も 古い と 考えられる

八 幡山 古墳 （本庄市指定文化財） が存在している。片岩を利用した箱式石棺を も ち現在径約3 4 m、

高さ3mを測る。上里町の 浅間山古墳 （上里町指定文化財） は墳丘 3 I 4 ほ ど 削平されて奥壁寄り西

壁か ら 開口しているが、 石室南半が崩壊し、 天井石に緑泥片岩、 側壁、 奥壁に角 閃 石安 山岩を互目積

にしてい る。奥壁近くの平面 は、 なだらかな カ ー ブを示している。小島の 三杢 山 （通称しんまち 山 ）

は墳丘径約60m、 高さ3m と いう大円墳である。

この古墳群 は 石室に角 閃 石安 山岩を利用している も のが多く古墳址や周辺各所に転石が多い。

現存している古墳 は諏訪神社、 蚕影神社、 山 ノ 神、 御手長様が祀られ、 あるいは 墓地 と なった も の

のみ削平からまぬがれて き たが、 それら も 明治期 「藤岡の人が来て掘った」 と の言い伝えが残り、 加

えて近年の宅地化の 波により中山道沿から、 南部から市街化して痕跡さえ も わからなくなりつ つ ある。

『埼玉県史』 （注5) に 「旭村小島の円墳中か ら 男子植輪頭部、 埴輪靭を2個出土して居り、 現に金

鑽神社に蔵せられている」 と 記録され、 この当時に も 破損、 破壊行為が行なわ れていたようである。

周囲 の 古墳につ いて は 第3図に示したが、 御手長 山 古墳 は昭和50年の測輩で、 13 5~ 1 3 7号

遺跡 は 昭和53年6月の測鼠で、 等高線 は合わ ないが、 位置関係を示すため本庄市役所農政課の地籍

図を基に修正して一枚 にした も のである。

1 3 5号遺跡 はすでに東 ・ 北裾を削平され主体部に迫るほ どである が、 現状東西13m、 南北17 



第２図　旭・小島古墳群分布図
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m （推定径23m 余） 高 さ 3 • 5m 、 墳項標高61 · 5 4 m の円墳である。 西裾に葺石を露出して い

る部分がある。 13 6号遺跡は近 年北裾を除 き 裾を削平 さ れ たもので現状東西17m 、 南北 I 5 m 、

（推定径2 O m 余） 高 さ 3 • 5m 墳頂標高6 I • 0 I m の円墳で蚕影山の石祠と石段が構築 さ れ て

いる。 13 7号遺跡は3方を道路にか こ ま れ裾の一部 が破損して いるが、 ほ ぼ原形を保って いる。 現

状東西3 O m 、 南北31m （推定径35m ) 高 さ 5m 、 墳頂標裔62 · 8 ] 5m の円墳で墳項部に山

ノ 神の石祠がある。 こ の三基の古墳は葺石、 埴輪とももって お り 偶然残存したとはい え 群集墳の一 端

でも知る ことがで き る。

図版2は昭和1 4 年栗田剛氏の撮影にかかるもので多 く の古墳が残存して い た こ とを示し、 中央右

寄、 杉木立の古墳 か御手長山古墳である。

昭和 5 I 年 御手長山古墳 を 含 む 旭 ・ 小島古墳群は 「群とし て 価値の高い遺跡」 「地域的に特色あ

る遺跡」 として 埼玉県選定重要遺跡として 保護策 か講ぜら れ 、 昭和52年3 月 I 3 5号、 1 3 6号

1 3 7号遺跡の古墳は八 幡山古墳 （13 I 号遺跡） とともに市指定文化財に指定 さ れ 、 固定 資産税免

除、 保存委託料交 付 な どの保護策が講ぜら れ た。

注 l 『本庄市及 び児王郡古墳調査』 昭31 埼玉県教育委員会

注2 筆者の調査による。

注3 『埼王県遺跡地図』 昭50 埼玉県教育委員会

注 4 『本庄市史 資料編』 昭51 本庄市

注5 『埼玉県史 第一巻』 昭26 埼玉県 4 0 2頁

2 御手長 山 古墳の概要
前項で述べたよう な 環境の な かにあって 御 手長山古墳は東西 4 2m 、 南北 4 2m 、 高 さ 6 · 5m の

大型円墳で 、 昭和 51年6 月 ま では墳頂下2~3m ま で雑木林と な り 、 以下は桑園と な って い た。

西裾のみ 削 り とら れ断面に葺石が認めら れ て い た。 こ の西裾よ り昭和 4 0年人物埴輪が出土し市指定

文化財として 市教委で保管して いる。 （第27図） 墳項部に御手長様を祀 り 、 南寄 り に窪ん だ 部分

かあ り 、 既に盗掘を受けた と考 え ら れ 、 周堀は表面観察によって 周 囲の低地から外聞径80m 余 と 推

定 さ れ周辺古墳群の主墳とみら れ て いた。 昭和 50年1 月 の測鼠図 （第3図） では、 ほ ぼ原形を保っ

て いたが今 回の調査直前の墳丘は東裾 、 西裾は な く 南裾も石室に達する ほ ど であ り 、 北裾のみ 比較的

良好に残存 し て いた。 高 さ は な お6m を測る （標高63 · 8 4 m ) が完全 な 把握はで き な かった。

石室は奥壁をほ ほ‘墳丘中央部にお き （昭和 50年測量図、 53年測輩図による） 南へ 開 □し た 横穴

式石室で、 羨道部、 石室の一部はすでに な く 、 角 閃 石安山岩の互 且 積、 一 部切組積の弱い胴張 り をも

って いる。 掘 り 方 、 版築、 石組構造と墳丘の関連 な と一連の作業過程を調査する こ とがで き た 。

墳丘は東西26m 、 南北32m ほ ど残存し て い たが、 断面観察によって 石室構築と墳丘、 墳丘と葺

石との関連につ いて 多 く の資料を提供 し た。 葺石は北裾の一部に二段にわた り 周 囲をハ チ マ キ 状にめ
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ぐ る こ とが判明、 周 堀は昭和50年測量図による6 · 75m 等高線に南側周堀が、 東北側では7 • 2 

5m 等高線に沿 っ ている。 外固径77m 、 周堀幅1 4 m 、 平面は南に間 隙のある映状と な り、 そ の先

端はロ ー ム 下層の礫 層に及 ぶ皿状と な る。

ま た墳丘より人骨 2 体分 （ 内1体は六文銭を伴 う ） 、 周堀 ト レ ン チ 内より2体の埋葬人骨が検 出 さ

れ、 中 、 近世において墓地に利用 さ れたと思 わ れる。

3 内部主体
羨道 や石室の一部は既掘によ っ て失 っ てい たが、 掘り方、 版築、 石室 な どの形状は大要を知り得る

こ とがで き た。

掘 り 方

掘り方は墳丘断面調査の段階で認められ て い たが、 石室の主軸を中心と し て東側6m 、 西側5m 、

奥壁より北へ2m 、 現存根石最南端 ま での、 東西1 I m 、 南北8m の88而 の範囲を調査 し た。 掘り

方の幅や長 さ 、 羨道部との関連 な どの全容は調査で き な か っ た。 5cm等高線で第5図ー 1の状況と な

る。 平面 プ ラ ン は 馬蹄形で石室の床とな る部分は舌状に、 断面は台形に掘り残 し てい る。 墳丘断面 （

第10図） によっ て幅は石室主軸 中 心基準より東6 • 2m 、 西 4 · 38m の10 · 6m 、 奥壁より北

へ2 • 6m 延びている。 最深部は奥壁背後にあ っ て標高57 · 8 4 m 、 根石の下は急斜面と な り、 東

西へ な だらかにた ち あがる。 南もな だ らかにた ち あがり、 西隅の標高58 · 27m 等高線にかかる角

閃 石安山岩は50 cm X 2 9 cm X 2 0 cmで黒色土上に置かれた状態で、 黒色土に接 し てい な い 下側には

ロ ー ムが入り込んでいた。

版築

掘り方が終ると東側は5 5cm、 西側は50cmに わ た っ て版築が行 な わ れて い る。 黒褐 色土、 褐 色土

に砂礫をま ぜ、 つ き 固め な がら、 時には砂礫のみで6~7回繰り返 え し 凸 レ ン ズ状とな る。 そ の後砂

礫 を敷 き 込み根石を設 置する。

根石

残存根石は総数 4 3個で、 N 0 3 9 を除い て （第7図参照） 上面は2段 目 の石材に合 わ せて一 面 ま

たは二面 削りと な る。 両側面も、 そ れ ぞ れ 隣り合せの石材に合 わ せて密着するよ う に削 ら れ て い るが

側壁より奥壁に移行する カ ー ブ付近は密着部分が少 な く 、 更に石室南半でも な だ らかに カ ー ブ し 密着

部分が少 な い 個所もある。 玄 門に近 い と考 え ら れる。 下側は削り加工が一切施 さ れず石室の内側も大

半が削られて な い。 東壁でN O 1 2、 N O 1 3の2個、 西壁でN 0 37の1個、 計3個に内側削りが

あり、 レ ベ ルは多少ずれるが こ の位置に両壁とも各1個の間仕切石に相当する 角 閃 石安山岩が配置 さ

れていた。

床面

握拳大以下の河原石を敷 き つめてい るが、 散見する遺物の出土面を床と し てお さ え る以 外明確に床

面と し ての検出は不可能であ っ た。 奥壁や側壁寄りは台状と な るが全て攪乱状態であ っ た。

版築後石室内を平定 し 、 ロ ー ム ブロ ソ ク を多量に含 む 黄褐 色土 を 台状に積み 、 更に砂ii業 （ 青灰色、
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河原砂利様） 、 そして角 閃 石 安山岩 削り屑を敷きつめ、 河原石をも っ て床面としたもので、 角 閃 石 安

山岩の削り屑は石組みのものを利用し、 その限りでは、 石組みと墳丘の盛り土に併行して床面の築成

も行なわ れたと考えられる。周辺古墳も層序は異っても大略は同 じ 状態の床面となってい る。

石室

N -l . 2° -E、 根石内側で現存長6m、 最大幅は2 · 85mで間仕切石の位置である。羨道寄

りで2 · 25m （推定） 現存高は奥壁で根石下端から I • 6 5m、 床面より I • 2 5m、 最高部は西

壁の奥壁寄りにあり ］ • 92m、 床面より I • 6 5 mを測る。奥壁は ゆ る い カ ー ブで コ ー ナ ー に移行

し、 両壁は弱 い 胴張りで羨道部方向へ長 い。残存した石組みは大まかな分類では角 閃 石 安山岩で根 石

を含め26 2個、 東壁の奥壁寄りは根石を含め4段以上が、 西壁は奥壁より羨道に む か っ て斜めに破

損してい る。

奥壁は比較的大形の石 材を使用しN O 2 I 5は面幅50cm、 高さ40cm、 奥行3 9 cm、 N 0 216

は面幅54 cm、 高さ36 cmと い う大きなもので、 N O l 7 9のように面幅、 高さとも I 2 cmと い う細

長 い 石 材を使用したものもある。奥壁に利用された石 材のうちN O 2 I 6とN O I 8 8、 N 0 244

やN O 2 I 5とN 0 234、 N O I 4 7とN O l 06のように切組積がなされた部分もあるが側壁は

主として互目積であり、 一 石あた り 周囲5~7個に接して い る。元来上下左右と内面を削り取ること

から 「5面取り」 の語が使用されて いるが、 厳密には 「5面取り、 6面削り」 「5面取り、 7面削り

」 が妥当 と考える。第6図の壁石の細線は削られた部分を示すが、 N 0 260は全く削らず、 自然面

を利用し、 N O I O 7 は細線のなかが 自然面とな っ て い る。

石室断面は奥壁、 側壁とともに根石を含め3~5段の間に持ち送りの カ ー ブの微妙な変化があり、

上部はより強 い カ ー ブの持ち送りとなる。特に西壁の奥壁寄りのN 0 261、 N 0 2 6 2の持ち送り

の カ ー ブは強 い 。

石室内部の調査中標高61mから標高5 9mの床面直上にまで、 径 I 0~2 0cm、 長さ30~6 0 

cmの細長 い 河原石の混入が多くみられ、 東壁破損部分より石室内に半分程のめり出してい るものもあ

った。これらの岩石を石室上部の強 い もち送り部分に使用した可能性がある。石組みの間隙には片岩

質の長さ I 0~ I 5 cm ほ どの岩 石を充填し、 石組の各一 石一 石が接する4面の小空隙には角 閃 石安山

岩の砂状削り屑が薄すく認められ、 意識的に充填したものか、 石室構築の際流入したものかは不明で

ある。全石組取り外し作業によってこれらの砂状角 閃 石安山岩 削り屑を採集した結果1 o o e ほ どあ

った。石室や、 盛り土の重みによるものか、 石室内観察で約1割、 更に石組取り外しの折には約3割

の石 材に縦の割れが生 じ て い た。

天井石の存在は認められず、 当 地域でよく利用される緑泥片岩の小片 （長さ I 0~2 0cm前後 ） が

I 0数片みられたのみである。

次に石室の構築であるが、 版築後根石の据え付けが終ると、 石の背後へ上面と同レベル まで砂礫を

積みあげ、 次にまた一段積みあ げ、 背後へ砂礫を積む。前段組石終了＝ 砂礫の盛りあけ ＝ 石材加工＝

組石 ー 砂礫の盛りあげ、 の順で次々と組まれて ゆ く。砂ii業 の上には角 閃 石安山岩の削り屑層が認めら

れ必ず石と石の間から砂礫層をぬ って墳丘へ廷びる。墳丘下部北断面図 （第 I 0図 ） の根石より7、

9、 I 0の各段は赤樹 色の角 閃 石 安山岩を利用して い るが、 その下部の削り屑 層は、 赤樹 色であり酌
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第 7 図 御手長山古墳石室石組み番 号付定 図

記 し た段 どりによって構築されたものであ ろ う。

この段 どりの作業が2~ 3 回繰り返えされる と 墳丘の盛り土 がなされ、 更に その工程を根石 据え付

け後東壁で1I回程、 西壁で 8 回 程、 奥壁側では6回 程くりかえし、 墳丘が、 石室 が形成される。

墳丘の盛り土の際には必ず砂磋りの墳丘寄りに握拳大の礫を配し砂礫止め と し ている。角 閃 石安山岩

の削り屑層は、 根石下部より2· 05m （標高6 0 · 64m) まで認められ、 少なく と も11段の角

閃 石 安 山 岩の石組み がなされた。断面的には以上のような状況であるが平面的な状況は石組の構築順

序によって変化する。N 0 257~ 26 0、 N 0 251~25 3、 N 0 245~ 247の それぞれ下

部に羨道方向へ傾斜した角 閃 石 安山岩 削り屑 がみられた。後込めの礫を排除する際、 調査意識を持た

なかった が、 石組に付着 し た状態を排除後に確認 し たのである。 尚これらの層は石組みの順序 と も密

接につ ながっている と 考える。 （層位的、 平面的に調査を行うこ と ができたら、 あるいは一 石一 石の

組み順まで調査できたかも知れない。第7図に付定 し た番号は、 ある程度これらの順序を石室内部 よ

り観察 し て付 し たものである。）

また後込め砂�礫層の中に角 閃 石 安山岩 がいくつ か含まれていた が、 これらは組石 と し て利用のため

加工中誤まって破損 し た石 材を放置 し たもので、 数m離れて検出された割れ石 が復元できたものも

多かった。これら石 材は軟質なもの が多く加工も余り進まず、 初期の段階で破損 し たものであ ろ う。
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第 8 図

No37 

御手長山古墳石室使用 石 材実測 図
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石室利用の石材の削り方につ い ては第 8 図に示 し た。無作意に根石N 0 37、 東側壁よりN 0 8 8

の2個を抽出 し たが必ず し も明瞭 な 削り痕跡が みら れると い うものではないが大要は知れよう。

N 0 37は内面、 上面、 両側面の一部に削り加工 し たもので、 内面は横方向、 両側面は縦方向、 上

面は縦方向と横方向の両者の竪 痕が残 る 。4面取り4面削りである。

N 0 8 8は5面取り6面削りで、 内面、 両側面は縦方向の、 上面と下面は縦横に残る。特に上面は
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縦方 向 の竪痕群と、 横あるいは斜方向の竪 痕群の間に稜が生 じ 2面削りとなる。また上面の矢 印は、

堅の打ち込まれた方向を示しているが、 抽出した石材以外をも併せて観察すると、 少なくとも2種以

上の竪を使用して加工したものである。

4 外部施設
墳丘の周囲や墳頂部はすでに失 な われていたが掘り方から墳丘築造、 葺石構築の 一連の作業の大要

はつかむことがで き た。

墳丘

墳丘は高さ6mあり作業上の危険性を考慮して上部3m、 下部3mに分けて調査し、 また 日 程な ど

の関係から基盤から墳項部までの一貫した 図面を作成し得なかった。

石室の構築と墳丘の盛りあげ作業が終了すると径1 7m （推定） 高さ4 · 4m ほ どの小円墳がで き

あがる。この小円墳の北裾より墳丘中心部へ6mの位置に奥壁が存在する。羨道や前庭部の調査はで

き なか っ たが小円墳ので き あがりの時点で既に羨道部や天井石の内部主体は全て完成していたと考え

られる。この小円墳ので き あがるまでの盛土は層が薄く、 丁寧なつ き かためが行なわれ細心の注意を

はらっていることがうかがえる。粘土 そのものの使用は少ないが幾重にも粘質の強い土を用いて、 特

に東側に顕著であるのは、 円堀D、 E、 F の各トレンチがロ ー ムの基盤や上層の樹色土が高燥なのに

対し、 G、 Hトレンチではロ ー ム、 上層の褐 色土また周堀 内に流入した堆積土が非常な粘質を、 おび

ていることと関連することであ ろ う 。

小円墳の築成後も東側においては同 じ ようなつ き かためが行なわれているが、 西側においては厚く

盛り土した後、 水平の盛り土がみられ標高61 mあたりからは逆に主体部へむかって斜面となる ほ ど

の盛り土がなされる。これは北側断面につ いても同 じ ことがいえる。墳丘完成直前の墳項部は、 すり

鉢状となり最終的段階で墳項部を整形したものである。

小円墳を第1段階の墳丘、 その後の築成を第2段階の墳丘とするなら ば、 北裾に検 出された上段の

葺石は第2段階の途中から基礎づくりが始められ第2段 階の盛り土に併行して築造されたものであり

下段の葺石は第2段階の作業の後、 細部の整備の段階で築造されたものである。但し第2段 階の作業

が全て完了してから細部の整備が行なわ れたのか、 第 2段階に併行して行なわ れたのかの点について

は判明しない。

墳丘はなだらかなスロ ー プで周堀の内周に移行し テ ラス状の構造はないようである。

前庭部と墳丘築造の関連については調査がで き なかったが今後の該種古墳の調査に期待したい。

葺石

葺石は上下2段に認められたが破損が著しく残存部は非常に少なかった。上段の葺石 は むし ろ 石垣

という べ き もので、 当初この上に石列が認められ、 これを葺石と考えていたが石列を取り除いて検出

された。標高6 0~61 mにわ たり幅は4 . 8mに及び、 斜角 42° である。葺石下部は20~40 

cm ほ どの大 き な石を基盤として配置し、 そのうちの割合大 き な6個は加工の施さ れていない角 閃 石安

山岩を利用している。 その他はほとん ど河原石で若干の片岩礫を混積している。
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第 1 1 図 御手長 山 古墳葺石 実測 図

下段の 葺石は底部 を 標高58 · 3~ 58 · 4 m

にお き 、 上部 は標高59m 、 幅は約2 · 2m ほ ど

あ っ た。 葺石の 斜面下には上部 からの転石が広 ろ

がり、 そ の 間に火山灰 の 堆積 （天明3年浅間山噴

火の際の 火山灰に似ている） がみられ、 小 さ な 埴

輪片も検出 さ れた。 下段の 葺石は上段のものに較

べて割合小 さ なものを利 用 している 。

こ れら の 葺石はも っ と高 く 、 そ して周 囲を一周

していたようで調査前 、 河原石の 散乱が 目 立 っ た。

周 堀

周堀は墳丘に続 く 南 の 同一 地主による16 9 7 

番ー3を完掘したの みで、 他に範囲確認の ため、

4 本 ト レ ン チを設定 し た。 ( E ~ H ト レ ン チ）

作物の 関係で直径を計測で き る位 置に 設定で き

な か っ たが概略をつ か む こ とがで き た。

周堀プ ラ ン は映状で周堀の 切 れている部分は石

I m

ー 59m -

〇

I m

室主軸 の 南方にあり主軸延長線より8 · 5m 離 れて周堀と な る。 東側も同じ プ ラ ン と考 え ら れるが、

住宅が建ち 調査で き な か っ た。 周堀の 映状先端は皿状に深 く な り現地表より1 • 5m （標高56 · 4

9m ) 掘り下 げられている。 更に西側も同じよう な 状況が認めら れるが （最深部標高56 · 68m )

こ れは周堀の切り合いの 可能性もある。 た だし こ の 南に墳丘の 痕跡は な く 拡張もで き な か っ た。

周堀先端の底は礫 層に深 く 達しており （標高57 · 58m で礫 層と な る） 西側の 低部は達してい な
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い。墳丘東裾では標高56 ·0 6 m、 西裾で56 · 8 9mと、 狭い範囲の4ケ所での礫層上端の レベ

ルは全 く 不順であり、 当古墳基盤地層の堆積は複雑である。これらの礫は当然石室構築の際、 後込め

として利用されたと考える。

Eトレンチでは幅14 · 8m 標高57 ·4 8mまで掘り下げられ。浅い、 Fトレンチでは中心部

分を道路が通り完掘はで き なかったが幅14 ·6m、 標高56 • 4 2mまで掘り下げられている。

Gトレンチでは南を道路にとられ周堀幅は計測で き なかったが標高56 ·54mまで下げ、 Hト レ

ンチでも西側道路にて計測で き ないが標高56 ·42mまで掘り下げている。

各周堀底はEトレンチを除 き 標高56 • 4 2~56 ·54mとほぼ水平であり、 周堀のたちあがり

もトレンチによってまちまちであるが、 周堀幅は平均14 ·6mと一定しているよ う である。

周堀内周径4 8m （推定） 外周径77m （推定） であることがわかる。周堀外周や内周のロ ー ム層

上に黒色土の堆積は認められず、 墳丘下のみ旧表土たる黒色土の堆積がみられる。但し周堀に流入し

た黒色土や黒褐色土は認め られている。調査の結果、 昭和50年の測量図で南側は6 ·75m等高線

に、 東北側では7 ·25m等高 線に周堀が、 ほぼ一 致 し ていた。

5 出土遺物
石室出土遺物
遺物の出土状況につ いては第13図に示したが、 石室内部は攪乱が著し く 東壁南端の大刀、 奥壁寄

りの耳環、 小札、 玉類、 丹、 骨片のまとまりをみせる付近のほか原位置を保っていると考えられるも

のは非 常に少なかった。出土状況も床面の礫の間に落ち込んでいたり、 しかも床面礫 と、 下層の砂礫

層排除の折り出土したものも少な く ない。弾金物は石室の間隙に入っていたもので、 須恵器も奥壁に

接していたものである。

a 装身具

〇 耳環 （第14図）

耳環は 8個で、 いずれも銅芯金張り、 緑青に覆われていた。形態、 断面ともわずかに楕円となり、

両末端でわ ずかな間隙をなし映状となる。また訣状の間隙部近 く は カ ー ブが き つ く なる。

表 2 耳環計測表 （単位 長さmm 重さg )

番号 長 径 短 径 映部間隔 断面長径 断面短径 重 さ

1 2 9 • 7 2 6 • 4 1 • 3 8 • 1 6 ·3 20 · 9 

2 2 9 • 8 26 ·3 1 • 2 8 ·0 6 • 2 1 9 • 3 

3 26 · 8 23 ·8 1 • 4 9 ·0 7 ·0 1 7 • 3 

4 24 ·5 2 2 • 6 2 ·0 7 · 9 6 • 5 1 4 • 7 

5 2 2 • 9 2 2 • 0 2 ·0 7 • 5 5 ·5 1 0 • 8 

6 20 ·7 20 · 8  2 • 5 7 • 8 4 · 8 9 • 6 

7 1 4 • 2 1 3 • 4 0 • 4 2 • 3 2 • 2 1 • 0 

8 1 4 • 2 1 4 • 0 0 ·2 2 • 3 2 ·2 1 • 1 
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第 13図 御手長山 古墳石 室内遺物出土状況実測 図

云 ー 鴎

叫
｀

四 i 碑
丹 サ片 一 耳環 9紋9 ’

9 9碑

ヽ耳環 図，⇔ 耳環 臨 I

ー 鉄絨
ー 鉄錢

丸玉 小玉 ．

C 耳万

一 鉄餓

ー 欽践

弾金物

第 14図 御手長山古墳石室出上耳環実測 図
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計測値は以上のとおりであるが、 1 と2、 3と 4 、 5と6、 7と 8の 4 対になると考え ら れる。

総 じ て断面の楕円形の長い部分の稜に金張りの接合部があるのか、 銹化が著しく、 金張りの残存も少

ない。映部の間隙は 1 ~ 6ともに斜に切 ら れている。 7と 8 0) 一対は耳環としては小型であるが、 保

存状態は非常に良好である。

〇 丸玉 （第 I 5図）

2 7個のうち 1 個 が石質不明 （I ) で他は全てガラス製である。2~6は ガラス製としては比較的

大型で気泡が多く表面は銀化している。破損断面は淡緑色のきれいな色彩を示す6がある。完存なも

のは2個 で、 他は破損し その他に実測不可能な破片が5点ある。大半が石室南部の礫層 （ 床面の下層

） の中より、 フ ル イ により検出したものである。 8 ~ 2  6は平均最大径6 · 23mm、 最少径 5 · 7

9mm、 最大長3 · 3 4 mm、 孔径I • 3 6mm、 重 さ 1 9 1 · 7 4 mg のガラス製で小さな気泡が

入るが、 全体に縦方 向の細い筋状の 気 泡も見ることができる。半透明で保存状態も良好で、 藍系統の

色彩を示す。

0 小玉 （第 1 5図 ・ 第 1 6図 • 第 1 7 図）

総計2 4 3個で、 他に調査中 および整理中崩壊したり、 破片で検出されたものが若干ある。平均最

大径3 · 8l mm、 最小径3 · 6mm、 最大長2 • 4 7mm、 孔径 0 · 95mm、 重さ 4 5 · 7 9m

g である。色彩は緑色系3個 、 他はほぼ藍系 であるが藍系色の若千の色彩の違いは保存状態による。

大半は亀裂が入り淡藍色に 見えるが、 本来は藍色をしていたものである。比較的保存状態の良好なも

5cm 
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第 15 図 御手長山古墳石室出土玉類実測 図 （ 1 )
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第 16図 御手長 山 古墳石室出土王類実測 図 (2 )
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第 17図 御手長 山 古墳石室出土玉類実測 図 （3)

⑨ ◎ ◎ ＠ ◎ ◎ ＠ ◎ ◎ ⑥ ◎ ◎ ◎ 
l | I | | | I I I I I I 

ClD 直〕 ① ① a:o ① ①) ill) CID ⑰ CID CID
244 245 246 247 248 249 250 251 252 253 254 255 庶 257 

◎ ◎ ◎ ◎ ⑨ ＠ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
I | l l l I I l 

田〕 ⑰ ⑤ 叩 CID 直） 己） ＠ (ID CID O]) CID 
258 259 260 261 262 263 264 265 266 267 , 268 269 270 

゜ 2 . 5 cm

表 3 玉類計測表 （単位 長 さ m m 重 さ m g )

番 号 最大径 最小径 最大長 孔 径 重 さ 色 調 備 考

1 1 1 • 3 1 1 6 • 5 3 · 0 1 1 4 8 · 7 灰藍色 石質不明

2 1 1 • 5 1 1 • 3 7 • 0 2 · 3 2 0 8 4 · 5

3 1 1 • 5 1 1 • 3 7 • 8 3 · 0 2 0 2 3 · 2

4 ( 1 1 • 0 ) 8 · 0 ( 3 • 0 )

5 ( 1 1 · 5 ) 7 · 0 ( 3 • 5 )

6 ( 1 1 · 5 ) 7 · 0 ( 3 • 2 )

7 ( 1 0 • 5 ) 8 · 0 (2· • 5 )

8 6 • 0 5 · 8 3 · 5 1 • 2 2 0 I • 4 淡藍色

， 7 · 0 6 · 8 5 · 2 1 • 7 3 7 7 · 2 ，，， 

1 0 5 · 3 3 • 4 1 • 7 1 2 1 • 4 藍 色

1 1 6 · 0 5 · 7 4 · 0 1 • 5 2 0 7 · 7 淡藍色

1 2 6 · 0 5 · 7 4 · 0 1 • 5 1 8 6 • 0 ，， 

I 3 6 · 3 6 · 3 3 · 0 2 · 0 2 1 7 • 4 ，， 

I 4 6 · 8 6 • 2 3 · 0 2 · 0 1 5 8 • 0 ,., 表面荒

1 5 6 · 0 5 · 7 3 · 0 1 • 5 1 7 0 • 6 ，， ，， 

I 6 6 · 2 6 · 0 3 · 0 1 • 5 2 0 8 · 7 ，， ク

1 7 6 · 5 6 · 0 3 • 0 2 · 0 I 8 8 • 0 ，，， 

1 8 6 · 0 5 · 5 4 · 0 1 • 5 1 7 1 • 0 ，，， 

1 9 6 · 5 6 · 0 3 • 7 1 • 5 2 2 0 · 5 ，，， 

2 0 6 · 0 5 · 7 2 • 8 1 • 5 1 5 7 • 5 ，，， 

2 1 6 · 5 6 · 0 3 • 5 I • 8 2 0 8 · 0 ク

2 2 6 · 0 5 · 8 3 · 2 1 • 5 1 5 1 • 0 ク

2 3 6 · 0 5 . 5 3 · 5 1 • 4 1 6 7 • 9 ，，， 

2 4 6 · 0 5 • 0 4 · 0 1 • 0 1 7 7 • 8 ，，， 
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番 号 最大径 最小径 最大長 孔 径 重 さ 色 調 備 考

2 5 6 • 0 5 • 5 3 · 0 1 • 0 I 4 6 • 5 淡藍色

2 6 6 · 5 6 · 0 3 • 5 I • 5 2 0 6 • 5 ク

2 7 5 • 5 5 • 3 3 · 0 1 • 6 1 1 5 • 6 ク

2 8 3 · 5 3 · 2 2 • 8 0 · 8 4 4 · 0 ケ

2 9 4 • 0 3 • 7 2 • 8 0 · 8 5 5 . 5 ケ

3 0 4 · 0 3 · 8 2 · 6 0 · 9 5 0 • 1 ク

3 1 4 · 3 4 · 0 2 • 5 1 • 0 5 5 • 0 ，，， 

3 2 4 · 8 4 · 0 3 · 0 0 · 6 3 5 • 7 ，， 

3 3 3 · 8 3 · 4 3 · 0 0 · 7 4 7 · 8 ，， 

3 4 4 · 0 3 · 2 2 • 0 1 • 0 3 7 • 2 ，，， 

3 5 4 • 0 3 • 9 3 · 0 1 • 0 5 1 • 8 ク

3 6 4 · 0 3 · 7 2 · 0 I • 3 3 6 · 9 ク

3 7 4 · 0 3 . 5 2 • 2 1 • 7 2 7 • 3 ク

3 8 4 • 0 3 · 5 2 · 8 0 · 8 5 2 · 0 ク·

3 9 4 · 3 4 • 0 3 · 0 0 · 6 7 1 • 6 4 

4 0 3 · 8 3 · 5 2 · 6 1 • 0 3 8 • 5 ク

4 1 3 · 8 3 · 5 3 · 0 0 · 9 4 8 · 7 ク

4 2 4 · 0 3 · 6 2 • 8 0 • 1 6 0 • 5 ，，，， 

4 3 3 · 8 3 · 5 3 · 0 0 · 7 6 2 • 9 ケ

4 4 4 · 0 3 . 5 2 • 5 0 · 8 5 3 • 7 淡緑色

4 5 4 · 2 4 • 0 3 · 0 0 · 7 5 4 • 5 淡藍色

4 6 4 · 0 3 • 7 3 · 0 0 · 8 5 7 • I ク

4 7 3 . 5 3 · 0 2 · 0 I • 0 3 I • 4 ，，， 

4 8 3 · 5 3 · 2 3 · 0 0 · 8 5 3 • 7 ク·

4 9 4 • 6 3 • 7 2 • 8 0 • 1 6 5 · 4 ケ

5 0 4 • 0 3 • 5 2 • 3 1 • 0 4 4 · 5 ク

5 1 3 • 7 3 • 5 2 • 6 1 • 0 4 I • 7 ケ

5 2 4 · 0 4 · 0 2 • 5 I • 0 4 7 • 7 ク

5 3 4 · 0 4 · 0 2 · 8 0 · 8 5 5 • I ケ

5 4 4 · 5 4 · 2 3 · 0 1 • 3 9 1 • 2 緑 色

5 5 4 · 0 3 · 8 3 · 0 0 • 8 7 1 • 4 淡緑色

5 6 3 • 7 3 · 5 2 • 8 1 • 0 4 2 · 4 淡藍色

5 7 4 · 0 3 • 5 3 · 0 1 • 0 4 7 · 3 ，，， 

5 8 4 · 0 3 · 7 2 · 5 1 • 0 4 0 · 6 ク

5 9 4 · 0 3 · 5 2 · 3 0 · 9 3 9 · 0 ケ
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番 号 最大径 最小径 最大長 孔 径 重 さ 色 調 備 考

6 0 3 · 8 3 • 5 2 • 2 1 • 0 4 0 · 2 淡藍色

6 1 3 · 8 3 • 5 3 · 0 0 • 6 4 6 • 6 ，，， 

6 2 3 • 7 3 · 5 2 • 2 0 • 8 4 1 • 1 ，， 

6 3 3 • 7 2 • 0 0 · 8 3 1 • 8 ク

6 5 4 · 2 4 · 0 2 • 5 0 • 9 5 3 • 7 ，， 

6 4  4 • 0 3 • 8 2 • 0 I • 5 5 1 • 1 藍 色

6 6 4 • 0 3 • 7 2 • 5 I • 0 5 8 • 6 淡藍色

6 7 3 · 8 3 • 7 2 • 5 0 · 8 5 3 · 5 ケ

6 8 4 · 0 4 · 0 3 • 0 I • 0 5 7 • 5 ，，， 

6 9 3 • 8 3 • 5 3 • 0 0 · 9 5 6 • 3 ケ

7 0 4 · 0 3 · 7 2 • 5 I • 0 4 2 • 1 ，，， 

7 I 3 • 8 3 · 6 2 • 6 0 · 9 4 5 • 1 ク9

7 2 3 • 8 3 · 7 2 • 5 0 · 8 5 0 · 6 ク

7 3 3 • 8 3 · 7 2 • 5 I • 0 3 8 • 7 ク 崩 壊

7 4 3 • 7 3 · 5 2 • 7 0 • 8 5 3 · 5 ，， 

7 5 3 • 7 3 . 5 3 · 0 0 • 7 5 3 • 3 ，， 

7 6 4 · 0 3 • 7 2 · 0 0 · 9 4 6 · 2 ク

7 7 3 • 8 3 • 5 2 • 0 I • 0 3 9 • 2 ，， 

7 8 3 • 8 3 • 7 2 • 5 0 • 8 4 6 • 2 ，，， 

7 9 4 · 0 3 • 5 2 • 5 0 • 8 5 1 • 3 ケ

8 0 4 · 0 3 • 7 2 • 5 1 • 0 4 I • 3 ク

8 1 3 • 8 3 · 5 2 · 0 1 • 0 4 4 · 0 ク

8 2 3 • 8 3 • 5 2 • 5 1 • 3 4 0 • 1 ク

8 3 3 • 8 3 • 6 2 · 0 0 • 8 3 9 · 0 ケ

8 4 4 • 0 3 • 8 2 • 5 I • 0 5 0 • 7 ク

8 5 4 • 0 4 • 0 2 • 6 1 • 0 4 8 • 0 ク

8 6 4 · 0 3 · 8 2 · 4 1 • 0 4 9 · 4 ク

8 7 4 · 0 3 · 6 2 • 3 1 • 0 4 7 · 4 ，，， 

8 8 4 · 0 4 • 0 2 • 2 0 • 8 4 7 • 8 ク

8 9 4 • 0 3 · 8 2 · 0 0 · 8 4 8 · 3 ク

9 0 3 • 8 3 • 5 I • 9 1 • 0 4 1 • 3 ク

9 I 4 · 0 3 • 7 2 · 0 1 • 2 3 9 • 1 ，，， 

9 2 4 • 0 3 • 7 2 • 5 0 • 9 4 6 · 5 ケ

9 3 4 · 0 4 · 0 3 · 0 1 • 0 5 8 • 3 ，， 

9 4 3 · 7 3 . 5 2 • 5 0 · 8 5 0 • 5 ク
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番 号 最大径 最小径 最大長 孔 径 重 さ 色 調 備 考

9 5 4 · 0 3 • 5 2 · 4 1 • 0 3 6 · 4 淡藍色

9 6 4 · 0 3 · 8 2 · 4 0 · 8 5 2 · 9 ，，， 

9 7 4 • 3 4 • 0 2 · 4 0 • 9 4 1 • 2 ，， 

9 8 4 · 0 3 • 7 2 • 5 1 • 0 4 7 · 6 ，， 

9 9 4 · 0 3 . 7 3 · 0 0 · 8 5 8 • 7 ，， 

1 0 0 3 • 8 3 · 6 2 • 5 0 · 9 4 8 · 3 ，，， 

1 0 1 3 • 8 3 • 5 2 · 0 I • 0 3 2 · 4 ク

1 0 2 3 • 8 3 . 5 2 • 2 0 · 9 4 1 • 6 ，，， 

1 0 3 4 • 0 3 · 8 2 · 0 0 · 9 4 7 · 3 ，，，， 

1 0 4 3 • 9 3 • 5 2 · 0 1 • 0 3 7 • 3 ，，， 

1 0 5 4 · 2 4 · 0 3 · 0 1 • 0 7 2 · 5 ，，， 

1 0 6 3 • 6 3 • 5 1 • 8 0 · 9 3 9 • 5 ケ

1 0 7 4 · 0 4 · 0 2 • 5 0 · 9 5 6 · 3 ，，， 

1 0 8 3 · 5 3 · 5 2 • 5 0 • 9 4 1 • 9 ，，，， 

1 0 9 3 • 6 3 · 5 2 • 0 0 · 7 4 2 · 7 ，，， 

1 1 0 3 • 7 3 • 5 1 • 9 1 • 0 3 7 • 8 ，，， 

I I I 3 • 8 3 · 6 2 • 5 1 • 0 5 1 • 2 ク

1 1 2 3 • 8 3 . 5 1 • 9 1 • 3 3 5 • I ，，， 

1 1 3 3 • 8 3 • 6 2 · 0 1 • 2 4 3 · 4 ，，， 

1 1 4 3 • 5 3 • 3 2 · 4 1 • 0 3 6 • 5 ，， 

1 1 5 3 • 8 3 · 5 2 • 5 1 • 0 4 2 • 1 ケ

1 1 6 3 • 6 3 . 5 2 · 0 1 • 0 4 0 • I ク

1 1 7 3 • 8 3 • 5 2 · 0 1 • 0 4 0 · 5 ，，， 

1 1 8 3 • 8 3 . 5 1 • 8 1 • 2 4 1 • 0 ，，， 

1 1 9 3 • 7 3 . 5 2 • 7 1 • 0 4 3 • 1 ク

1 2 0 4 · 0 3 • 5 2 · 0 0 · 8 4 1 • 8 ク

I 2 I 3 • 7 3 • 5 1 • 8 I • 2 4 0 · 6 ，，， 

1 2 2 3 • 8 3 • 6 2 · 0 1 • 0 4 0 · 7 ，，， 

1 2 3 3 • 8 3 • 5 2 • 5 1 • 0 3 8 · 5 ，，， 

1 2 4 4 • 0 3 . 5 2 · 0 1 • 0 3 9 · 4 ，，， 

I 2 5 3 • 7 3 • 5 2 · 0 0 • 9 4 4 · 9 ，，， 

1 2 6 3 • 9 3 · 5 2 • 8 1 • 0 5 0 • 8 ，， 

1 2 7 4 · 0 3 · 5 1 • 9 1 • 0 4 5 • 4 ，，， 

I 2 8 3 。 8 3 · 2 2 • 0 I • 0 4 0 · 5 ，，， 

1 2 9 3 · 8 3 · 6 1 • 9 0 · 8 4 0 · 4 // 
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番 号 最大径 最小径 最大長 孔 径 重 さ 色 調 備 考

I 3 0 3 · 9 3 · 7 2 • 0 1 • 0 3 9 • 0 淡藍色

1 3 1 4 • 0 3 · 5 2 • 5 0 · 8 4 4 • 1 ク

1 3 2 3 • 5 3 · 4 2 · 2 1 • 1 4 1 • 2 ，，， 

1 3 3 3 · 7 3 · 6 3 • 0 0 · 8 4 4 • 5 ，， 

1 3 4 3 · 8 3 · 5 3 • 0 1 • 9 4 8 • 4 ク

1 3 5 3 · 9 3 • 5 2 · 8 1 • 0 4 9 • 0 ク

1 3 6 3 • 7 3 · 5 2 • 2 0 · 9 4 4 • 3 ク

I 3 7 3 · 5 3 · 5 2 · 3 1 • 0 4 1 • 0 ク

1 3 8 4 • 0 3 · 6 2 • 5 1 • 2 4 3 • 8 ケ

1 3 9 3 • 5 3 · 5 3 • 0 0 • 8 4 7 · 2 ク

I 4 0 3 · 8 3 • 5 2 • 2 1 • 0 3 7 • 9 ，，， 

1 4 1 3 · 6 3 · 5 3 · 0 1 • 0 5 4 • 6 ，，， 

1 4 2 3 · 7 3 • 5 2 · 3 0 · 7 4 2 • 8 ，，， 

I 4 3 3 · 8 3 . 7 2 · 0 0 · 9 4 2 • 0 ，，， 

1 4 4 3 · 9 3 · 6 2 • 8 0 • 9 4 9 • I ク

1 4 5 3 · 7 3 · 5 2 · 2 0 · 9 4 5 • 8 ，，， 

1 4 6 3 • 7 3 · 5 3 · 0 1 • 0 4 0 · 4 ケ

1 4 7 3 • 8 3 · 6 3 · 0 1 • 0 5 4 • 5 ，，， 

1 4 8 3 • 8 3 · 6 2 • 4 1 • 3 4 1 • 6 ク

、一

1 4 9 4 · 0 3 · 7 2 · 5 2 · 0 4 6 • 6 ク

1 5 0 4 · 0 3 · 5 2 · 5 0 · 9 4 1 • 2 ，，， 

I 5 I 4 • 0 3 • 7 2 • 8 0 • 9 5 5 • 6 ク

I 5 2 3 · 7 3 • 5 2 • 5 I • 0 4 3 • 9 ク

1 5 3 3 · 7 3 . 5 2 • 5 1 • 3 4 1 • 5 ク

1 5 4 3 · 8 3 · 6 2 · 0 I • 0 4 3 • 1 ク

I 5 5 3 · 7 3 • 5 2 · 6 1 • 0 5 0 • 2 ，，， 

1 5 6 3 · 5 3 · 4 2 · 8 1 • 0 4 7 · 1 ，，， 

I 5 7 3 · 6 3 · 5 2 · 5 0 · 9 4 5 · 8 ク

I 5 8 3 • 8 3 • 8 2 · 5 0 • 6 4 5 · 3 ク

1 5 9 3 · 7 3 • 5 2 • 0 0 · 9 3 7 · 9 ク

1 6 0 3 • 8 3 • 6 2 • 0 0 • 9 3 6 · 9 ク

1 6 1 3 · 8 3 . 5 3 · 0 I • 0 4 9 • 9 ク

I 6 2 3 • 7 3 • 5 2 • 5 I • 0 4 I • 2 ク

I 6 3 4 · 0 3 · 8 2 • 4 I • 0 4 9 · 0 ク

I 6 4 I 4 · 0 3 · 6 2 • 1 I • 0 4 3 · 3 ，，， 
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番 号 最大径 最小径 最大長 孔 径 重 さ 色 調 備 考

1 6 5 3 · 7 3 • 5 2 · 4 0 • 8 4 3 • 9 淡藍色

1 6 6 3 · 7 3 • 5 2 • 5 0 • 7 5 0 • 5 // 

1 6 7 3 · 7 3 • 5 2 · 4 I • 0 3 8 • 8 ケ

1 6 8 3 · 7 3 • 5 2 • 5 0 • 8 4 3 • 8 ク

1 6 9 3 · 7 3 • 5 2 • 9 1 • 0 4 0 • I ，，， 

I 7 0 3 · 8 3 • 6 2 • 5 1 • 0 4 5 • 0 ク

I 7 I 3 · 8 3 • 7 I • 8 0 • 8 3 6 • 2 ，，， 

I 7 2 4 · 2 4 • 0 2 • 5 1 • 0 4 7 • 7 ク

1 7 3 3 · 7 3 • 5 2 . 2 0 • 8 4 4 · 0 ク

I 7 4 3 · 8 3 • 5 2 • 0 1 • 0 3 9 · 4 4/ 

I 7 5 3 · 8 3 · 8 2 • 0 1 • 4 3 5 • 0 ，，，， 

I 7 6 3 · 7 3 · 7 2 • 5 0 • 8 4 5 • 9 ク

I 7 7 3 · 8 3 • 5 2 • 8 0 • 8 5 0 • 1 ク

1 7 8 3 · 9 3 • 9 2 • 5 1 • 4 4 5 • 2 ク

1 7 9 3 · 7 3 • 5 2 • 0 1 • 2 3 4 • 1 ク

1 8 0 3 · 8 3 • 7 2 • 5 1 • 2 4 0 · 8 ，，，， 

1 8 1 3 • 5 3 · 0 2 • 0 0 • 9 3 2 • 7 ク

1 8 2 3 · 8 3 • 6 2 • 5 0 • 8 4 8 • 2 ク

1 8 3 3 · 8 3 • 8 2 • 5 1 • 0 4 2 • 7 ，，， 

1 8 4 3 · 6 3 • 6 2 • 8 0 • 8 4 6 • 7 ク

1 8 5 3 · 6 3 • 5 2 • 0 1 • 4 4 0 • 2 ク

1 8 6 3 • 8 3 • 6 2 • 0 1 • 2 4 0 • 2 ，，， 

1 8 7 3 • 8 3 • 7 2 • 4 0 • 9 4 7 • 8 ，， 

1 8 8 3 · 5 3 • 5 2 • 5 0 • 9 3 4 · 9 ク

1 8 9 3 · 9 3 • 6 2 • 5 1 • 0 4 2 • 7 ，，， 

1 9 0 3 · 8 3 • 6 2 • 5 1 • 0 4 3 · 5 ケ

1 9 1 3 • 7 3 • 5 2 • 5 1 • 0 4 0 · 0 ク

I 9 2 3 • 5 3 • 5 2 • 5 1 • 4 3 8 • 2 ク

1 9 3 4 · 0 4 · 0 3 • 0 0 • 8 5 6 • 6 ケ

1 9 4 3 · 5 3 • 5 2 • 4 0 • 8 3 9 • 2 // 

I 9 5 3 · 5 3 • 5 2 • 7 0 • 8 5 4 • 0 ，，， 

1 9 6 3 • 5 3 • 5 2 • 5 0 · 8 4 8 • 6 ，，， 

1 9 7 3 • 6 3 • 5 2 • 5 0 • 9 4 5 • 3 ク

1 9 8 3 • 9 3 • 7 2 • 5 I • 0 4 5 • 7 ク

1 9 9 3 • 7 3 • 5 2 • 0 I • 2 4 2 • 2 ク·
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番 号 最大径 最小径 最大長 孔 径 重 さ 色 調 備 考

2 0 0 3 • 9 3 • 7 2 • 5 1 • 1 4 6 · 5 淡藍色

2 0 1 3 • 8 3 • 6 2 · 0 1 • 0 3 9 • 7 ，，， 

2 0 2 3 • 5 3 . 4 2 • 3 1 • 0 4 0 · 3 ，，， 

2 0 3 3 • 7 3 • 5 2 • 0 1 • 2 3 6 • 6 ク

2 0 4 3 • 7 3 · 5 2 • 1 0 • 6 3 I • I ，，， 

2 0 5 3 • 6 3 • 5 3 • 0 0 • 9 4 9 • 7 ，，， 

2 0 6 3 • 5 3 • 3 2 • 8 0 • 9 4 9 • 9 ク

2 0 7 3 · 8 3 • 5 2 • 5 0 · 9 4 5 • 1 ，， 

2 0 8 3 • 5 3 • 5 3 • 0 0 · 9 5 0 • 3 ク

2 0 9 3 • 8 3 • 5 2 • 9 1 • 0 5 0 • 0 ，， 

2 I 0 4 • 0 3 • 8 l 。 9 1 • 2 3 9 • 3 ，，， 

2 1 1 4 • 0 3 • 7 2 • 5 1 • 0 4 7 • 3 淡青色

2 1 2 3 • 7 3 • 5 2 • 0 0 · 8 4 1 • 2 淡藍色

2 1 3 4 · 0 3 · 8 2 • 5 0 • 9 4 9 • 8 ，，， 

2 1 4 3 • 7 3 • 5 2 • 5 1 • 0 4 5 • 2 ク

2 I 5 4 • 0 3 • 9 3 · 0 0 · 9 6 2 • 1 ，， 

2 I 6 4 · 0 3 • 5 2 • 0 1 • 0 3 8 • 9 ，，， 

2 1 7 3 • 8 3 • 6 2 • 8 0 • 8 4 8 · 3 ク

2 1 8 4 · 0 3 • 7 2 • 5 0 • 9 5 3 • 0 ，，，， 

2 1 9 3 • 5 3 • 5 2 • 0 0 • 9 3 9 • 8 ケ

2 2 0 3 • 7 3 • 5 2 • 8 0 · 9 4 6 • 3 ク

2 2 1 3 • 6 3 • 5 2 • 5 I • 0 4 0 • 1 ク

2 2 2 3 • 6 3 • 5 2 • 5 1 • 2 4 0 • 5 ク

2 2 3 3 • 5 3 · 4 I • 9 1 • 0 4 1 • 9 ，，， 

2 2 4 3 • 7 3 • 7 2 • 8 1 • 0 4 6 • 0 ，，， 

2 2 5 3 • 5 3 • 5 2 • 5 0 · 8 4 0 • I ク

2 2 6 3 • 9 3 • 8 3 • 0 0 · 8 5 3 • 2 ，，， 

2 2 7 3 • 7 3 • 5 2 • 8 0 • 8 4 6 · 4 ，，， 

2 2 8 3 • 7 3 • 6 2 • 5 0 • 7 3 9 • 6 ケ

2 2 9 3 • 9 3 • 5 2 • 5 1 • 0 4 2 • 6 ク

2 3 0 3 • 7 3 • 5 2 • 8 0 • 9 4 2 • 9 ク

2 3 1 3 • 5 3 • 5 2 • 3 0 • 8 4 2 • 5 ク

2 3 2 3 · 6 3 • 5 2 • 2 1 • 0 3 6 • 9 ，，， 

2 3 3 3 • 7 3 • 7 2 • 5 I • 0 4 I • 0 ，，， 

2 3 4 3 • 6 3 • 5 3 • 0 0 • 8 5 2 • 6 ，，， 
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番 号 最大径 最小径 最大長 孔 径 重 さ 色 調 備 考

2 3 5 3 · 6 3 · 5 2 · 4 0 · 9 3 9 • 1 淡藍色

2 3 6 3 · 8 3 · 8 2 • 7 1 • 0 4 7 · 8 ク

2 3 7 3 · 6 3 · 5 2 · 6 1 • 0 5 I • 5 ，，， 

2 3 8 4 • 0 3 。 7 2 • 5 l 。 O 5 3 · 6 ，，， 

2 3 9 3 . 5 3 • 4 2 • 2 0 · 9 3 7 · 8 ク

2 4 0 3 • 5 3 · 5 2 · 8 1 • 0 4 5 • 1 ケ

2 4 1 3 · 8 3 · 6 2 • 5 1 • 0 4 4 · 6 ，，， 

2 4 2 3 · 7 3 · 5 2 • 7 0 · 9 4 8 • 1 ，， 

2 4 3 3 · 6 3 · 5 3 · 0 0 · 6 5 1 • 3 ，， 

2 4 4 3 · 6 3 · 5 2 • 0 0 · 9 3 9 · 6 ‘’ 

2 4 5 3 · 5 3 · 4 3 • 4 0 · 9 5 7 • 8 ク

2 4 6 3 · 5 3 · 5 2 • 5 0 · 9 4 1 • 9 ，，， 

2 4 7 3 · 6 3 · 5 2 • 5 1 • 0 4 2 - 7 ，， 

2 4 8 3 · 8 3 • 5 2 • 4 I • 0 3 9 • 8 ，， 

2 4 9 3 · 7 3 · 5 2 · 3 1 • 0 3 9 • 8 ク

2 5 0 3 · 8 3 • 6 2 · 5 0 · 8 4 7 • 5 ，，， 

2 5 I 3 . 5 3 · 5 2 • 5 1 • 0 4 2 · 3 ，，， 

2 5 2 3 · 6 3 · 6 2 • 5 0 · 9 4 5 · 6 ，， 

2 5 3 4 • 0 3 • 9 2 · 3 1 • 0 4 2 · 5 ，，， 

2 5 4 3 · 6 3 · 5 2 · 4 1 • 0 3 9 · 3 ケ

2 5 5 3 · 8 3 · 5 2 • 2 1 • 0 4 1 • 6 ク

2 5 6 3 · 8  3 · 6 2 • 8 1 • 0 4 8 • 6 ，， 

2 5 7 4 · 0 3 · 5 2 • 8 0 · 9 5 1 • 2 ク

2 5 8 3 · 6 3 · 6 2 · 4 0 · 9 3 9 • 5 ，，， 

2 5 9 3 · 9 3 . 5 2 · 0 0 · 9 4 3 · 8 ，， 

2 6 0 3 · 6 3 · 5 2 • 5 0 · 9 4 4 • 1 ，， 

2 6 1 3 • 7 3 · 5 3 · 0 0 · 9 5 1 • 6 ケ

2 6 2 4 · 0 3 · 9 2 • 8 0 · 9 6 3 · 6 ，，， 

2 6 3 3 · 8 3 · 7 2 • 7 1 • 0 4 6 · 7 ケ

2 6 4 3 · 7 3 · 5 2 · 9 1 • 5 4 1 。 6 ケ

2 6 5 3 · 6 3 · 5 2 • 2 1 • 0 4 6 • 1 ク

2 6 6 3 . 5 3 · 5 2 • 5 0 · 8 4 7 • 4 ，，， 

2 6 7 3 · 8 3 · 7 2 • 5 1 • 0 4 3 · 7 ，，， 

2 6 8 3 · 7 3 · 7 2 · 0 0 · 9 3 5 • 2 ，， 

2 6 9 3 · 8 3 · 7 2 · 4 0 · 8 4 1 • 0 ケ
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番 号 最大径 最小径 最 大長 孔 径 重 さ 色 調 備 考

2 7 0 4 • 2 4 · 0 3 • 2 1 • 0 9 4 · 8 淡青色

平 均

8 ~ 27 6 • 2 3 5 • 7 9 3 · 3 4 1 • 3 6 I 9 I • 7 4 

2 8 ~ 

2 7 0 3 • 8 1 3 · 60 2 • 4 7 0 · 95 4 5 • 7 9 

（ 重 さ の測定 ド イ ツ S artorius 直示天秤使用）

のには 、 丸玉にみられた縦方向の更に細かい筋状の気 泡がみ うけられる。 全体として加工は良好とい

え ない。

b 武器 ・ 武具

0 大 刀 （第18図）

平造平棟の直 刀で大 き く 5つに曲って実測図長86 • 9cm、 復元長、 87 · 9cm 、 棟幅は0 • 6cm 

に ほ ぼ一定しているが、 切 先より10 cmあたりから狭 ば ま る 。 身 幅は會祖の部分で3 • 6cm、 切 先で2

• 8cm 、 茎は短 く 4 • 9cm 、 目 釘穴は銹化膨脹で不明。 組には切 羽がついている が銹化して付着した

ものではな く 当初より鉗と切 羽を一体のものとして製作 さ れたものである。 鈍部の長径 4 • 8cm 、 短

径 2 • I cm 、 長 さ 1 • 7 cm 、 切 羽部は長径6 • 2 cm ・ 短径 I • 6 5cmの倒卵形、 茎穴も倒卵 形の長径

2 • 8 cm 、 短径1 · 65 cmである。 身の破損した部分の観察では、 そ の断面は三角 形の中空と な って

いる。

〇 錫 （第18図）

長径8 • 5 cm 短径5 · 85cmの倒卵形、 一部を欠失しているが茎穴も倒卵形の長径3 • 3cm 、 推

定短径 2 • 1 5 cmである。 銹 ぶ く れが著し く 透穴は径0 • 2 cmの円形で 4 穴だけ認められる。 断面 は

丸耳で厚 さ 約0 • 4 cm 、 茎穴断面は鋭角である。

〇 柄頭 （第18図）

4 片から なり、 図上復元したものである。 鉄製で残存長 4 • 3 cm 、 幅3 • 55cm 、 横断面は卵形と

なる。 厚 さ 0 • 1 5~0 • 1 cm 、 頭が厚 く な っている。 内部に木 質の付着は な いが緑青が少 饂付着し

ている。

0 弾金物 （第18図）

弾 は1個で、 本弾か末弾かは判明し な い。 先 端の一部と基部を欠失し、 現存長5 • 7 cm 、 銀製であ

る。 フ ル イ によって検出 さ れた銀片が2点あるが弾の部分と考 え られる。 現 存基部の直径1 • 7 cm 、

断面 円 形で先端部の幅 は 薄 く 断面は楕円 形と な る。 そ の境界に斜面をつ く り、 肩としている。 厚 さ 0

• 4 m m 、 内部に木 質が一部残存していたが、 種類につ いては判明し な い。

〇 鉄鏃 （第 I 9図 • 第20図 • 第21図）

8 6点あるが完存 するものは無い。 大半は断片である。 身をもつ2 4 点は下記のとおりである。
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造

片 丸造

2 片 丸造

3 両 丸造

4 両 丸造

5 両 丸造

6 両 丸造

7 両 丸造

8 両 丸造

9 両 丸造

I 0 

I I

I 2 片 丸造

I 3 片 丸造

I 4 片 丸造

I 5 片 丸造

I 6 

I 7 両 丸造

I 8 片 丸造

I 9 片 丸造

2 0 片 丸造

2 I 片 丸造

2 2 片 丸造

2 3 片 丸造

2 4 両 丸造

箆 被

棘箆被

棘箆被

箆 被

箆 被

箆 被

箆 被

箆 被

箆 被

箆 被

棘箆被

箆 被

箆 被

箆 被

箆 被

形 式 備考

竪 箭 式 両 関

三 角 形式 腸挟

三 角 形式 腸挟

三 角 形式 腸扶

三 角 形式 腸挟

三 角 形式 腸挟

三角 形式 腸挟

柳葉式 腸挟

柳葉式 腸挟

片 刃箭 式 木質付着、 付着面へ鈍状に反 る。

竪 箭 式 関無

竪 箭 式 関無

竪 箭 式 関無

竪 箭 式 関無

竪 箭 式 関無

片 刃箭 式 両関、 木質付着

堅 箭 式

堅 箭 式

竪 箭 式

竪 箭 式

竪 箭 式

竪 箭 式

竪 箭 式

三 角 形式

関無

関無

関無

関無

関無

関無 小木片付着

棘箆被は1 • 2の2点 箆被の明瞭なものは3~6 • 9、 11~1 6、 1 9~2 2の15点、 身のみ

で箆被の不明なもの7 • 8 • 10 • 17 • 1 8  • 23 • 24の7点で、 これらも箆被をもつものであ

ろ う。三 角 形式、 柳葉式の身は腸扶をもつ。 身は両 丸造、 片 丸造半々で箆被断面は長方形となる。

片 刃箆式の10 • 1 6は身に、 身と同方向の木質が付着している。

箆被の破片は1 9点 あ る。断面はいずれも長方形であるが歪んだ34や楕円に近い40もある。

2 8には糸質は不明で あ るが平織の布片が付着している。糸の太さは経糸が0·2m m 、 緯糸は O ·

3 ~ 0·4m m で糸 に 撚りはない。密度は小片のため不明。36、 37、 3 9、 40、 43は身に近

いと考えられる。29は木質が付着しているが、 東粛または その痕跡は認められず、 断面も長方形で、

茎とはならない。棘箆被は16点ある。茎には縦方向の木質が付着して棘と茎の間に横方向の繊維の

付着 が認められる。 (4 4~4 8、 50、 52、 53、 5 5、 56) この繊維は糸のような細いも

のではなく樹皮状で あ る。 （あるいは桜材か ）
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第 19図 御手長 山 古墳石室出土武器 ・ 武具実測 図 （2 )
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第21 図 御手長 山 古墳石室出土武器 ・ 武具 ・ 馬具 ・ 留金具実測 図

＾
 

゜
99

9

い
いぃ

りー
＇ 06 

ー " ' " ' - 0

: : 67 

◎

73

i、八
口
闘咤

80 

゜

•
9
9
9

9
い、・ 74 

o

l

 

8
 

9
9
9
9～

り
且＂＂

0

7
 

8
 

ロ
門-

J

�g 

0

01

 

�
 

こ
日閲

0
08
 

一
｀ ．

。

88
 

]],f

ー

5，
 

りー

｀

0

68

 

ロ
ロ
川
日
日

0

9
 

6
 

□7

7,1ー
几
吐 ．り

0
102
 

ロ

゜

]
•
-

7
]

い 75 

0

0
 
，

O
I

丘
鳳
塁

6
 

。-

9M
 

0

6

 

7
 

，ロロ
甘

70 

0

7
 
7

 

・ロ）＇ ・
111
麓―
、2

.]
1 0; 

。

82 

0

3
 
゜

＿

ー

臼
＼．

□ 。

83 

0

91
 

0
口
甘
＂

0

7

 

，
 

冒
日
門〗

0
104
 

0
ロロ
り

゜

0

4
 
8

 

9日
口
口
圃
川
l
軋J

。

◎
I

心
川
以》 92 

国 98 

0

1

 

7
 

□
可
ー
川
闊
戸

0

8

 

7
 

•

I

Iし

甘

0

05
 

一

9

[

い
山

＼
゜

! 1 1 1 1

5
 

0

8

 

日＿．
，，
＂9iv

Q
93
 

ヽ

□
I

1

贔
冒
円

口 の

72 

0

9
 
7

 

口
罰
け
日
＞

i : 

6
 

0

0

 

一
ロ

0

4

 

，

□
I

崎
冑
〇

99 

0

100
 

己

・`

7
 
゜，

 

尋‘·-

l

、ー

ク，
D 

゜ 5 cm 



41 

茎 は 2 9 点あり断面は円形、 木質が縦方 向 に付着し、 木質 と 茎の間には東煎と茎の間にみられ た 樹皮

状の繊維が、 横 あるいは斜に認められる。 ( 6  1、 74、 76~7 8、 8 0 、 82、 85、 86) 

〇 刀装具 （ 第 1 8 図4 • 5) 
半円形断面の銅製、 径 0 • 2cm、 弦 0 • 2cm、 腐 蝕が著しく実測不可能な小破片が1点ある。厚さ

O · O lcmの銀製品に銹化付着しており、 銀製 品にも緑青が付着している。銀製品 と いってもクシ ャ

ク シ ャ にまるめられた ような状態で共に装飾用の刀装具であった と 考 え られる。

〇 錨 （ 第1 8図）

刀子また は大刀の栴えの鎚と 考えられる。鉄製、 刀子の出土はなかったが 7 、 1 1 は刀子、 8 、 9 、

1 0 は大 刀の鉗であ ろ うか。断片なので詳細 は不明である。

0 小札 （ 第 1 8 図）

破片を含めて1 0 点である。形態 は それ ぞれ異り、 完存 するものは14の1点のみで、 長さ6• 4cm 

最大幅2 • 6cm、 厚さ 0 • 2cmわずか湾曲しており、 0 • 2cm前後の径の 8つ の穿孔があり ・ 繊維の

付着が認められる。組紐であるかは判然 と しない。上部の4 穴 は欅状 と なるようで裏側は縦の繊維が

付着している。裏側裾の一部に獣皮 と 考 え られるものが付着している。12 は湾曲し、 厚さ 0 • 2cm 

の小札で繊維痕 は組紐であるこ と が辛う じ て判別できる。 1 3 は 7 つ の穿孔が認められ幅は裾が少 々

せばまる。繊維痕 は不明瞭である。15の穿孔 は繊維に塞がれ、 その痕跡は組紐のようでもあり、 縄

状のようでもある。16 は形態断面 と も15に似ているが穿孔 は認められない。17 は裾が括れてお

り穿孔は4穴、 断面 は僅か湾曲し、 厚さ 0 • 3cm、 繊維痕は認められない。1 8 は 8つの穿孔が認め

られ裾の横一列に4穴、 上部 は縦に2穴づつ 両脇に4穴、 厚さ 0 ·25cm、 繊維痕なし。1 9 は上部

中央に縦2穴、 その下に縦2穴 づつ2ケ所の6穴が、 繊維痕は認められるが詳細不明、 厚さ 0 • 2cm a 

2 0 は小札 2枚 が銹付着したものであるが、 銹が著しく穿孔数 は不明、 裏面の一部に獣皮らしきもの

の付着がみられる。厚さ 0 • 2cm。小札 は 横断面が多少 湾曲するようであるが21 は平均し た 厚さで

湾曲もない。小札で はない と も考 え られる。

c 馬具

〇 餃具 （ 第 2 1 図）

1点のみで銹ぶくれが著しい。直径 0 • 6cm ほ どの金棒を フ ラス コ 状に曲げ、 中央に剌金をおいた

ものであるが、 刺金の留め方、 横棒の番目の有無 は判明しない。直径2 • 8cm、 高さ 0 • 8cmの半球

状の台座に と り付けているが、 餃具を差し込んでいるようで、 さし込まれた 先端に は縦方向の木質が

付着している。

〇 飾金具 （ 第 2 2図）

馬具の飾 と して使用された もので5点ある。完存するものは 7 の 1 点のみであるが一部破損程度の

10が あ る。7は長さ5 • 7 cm ・ 幅2 • 5cm、 厚さ 0 • 3cm、 一端はまる < 0 • 7 cm前後の径の鋲を5

つも ち 、 その先端は 0 • 3cm程裏側につき出している。鋲の長さ 0 • 9cm前後である。10 は長さ4·

6cm、 幅2 • 5cm、 厚さ 0 • 3cm、 一端 はまる < 7 と 同 じ ような鋲を3つもつ 。 8、 9、 1 1は破片

であるが、 8 は4 つ 以上の鋲をもって 7 と 同 じ 形状 と なるのか、 正方形の金具 と なるのか不明。この

金具の鋲のつき出 た 裏側 は 多少肥厚する。 9は他のものに較べ 0 • 2cm と 薄く鋲の頭も欠失している。
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第 22 図 御手長 山 古墳石室 出 土 馬 具 • 他実測図
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幅は2 • 7 cmと少 々 広い。 11は幅2 • 2 cmと狭 ま く 遺物でみる限り縦に2つの鋲をもつ。 形状は

7 にみられるように長 く 5 つの鋲をもつもの、 そ れより短 く 3 つの鋲をもつ 1 0 、 1 ] のように縦列す

る鋲をもつ三種に大別で き よう。

d そ の他

〇 留金具 （第2 ] 図 ）

破片を含めて I 7点である。 両端は半球状を な しており、 そ れ ぞれ基部に花弁状の突起がつ く ら れ

ている。 突起は小 さ く 薄いため欠失が多いが、 大 き く 5枚、 ま た は小 さ く ］ 0枚と な るようである。

花弁状の突起と突起 と の 間は I • 5 cm ~2 • 3 cmと ま ち ま ち で断面は円形の棒状であって直交する木

目 の木 質が付着 し てい る。 中央部断面は幾分細 く な るようであるが、 用途については不明である。

0 不明 鉄製品 （第2 ] 図 • 第22図）

破片で形状と用途の わから な いものが I 1点ある。 I O 7~ I I I の5点は馬具の部品であ ろ うか。

l ~3は両丸の断面をも ち 大 き く 湾曲する。 4 は 目 釘が茎に付着したよう な 形状を示すが一体に製

作 さ れたもので木 質が付着している。 5 は鉄板の破片のようであり片側一部に木 質が付着している。

6は断面 円 形で曲っている。

e 土器

0 須恵器 （第23図）

3点の破片を図上復元したものである。 円 周の I / 5 ほ ど残った高坪の裾である。 裾は大 き く 開 き

そ の先端は、 幾分 内湾 ぎみで径 I I • 8cm （推定） ある。 透穴は横 I • 5cmの 4 穴と考 え ら れ、 透穴
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ー ニ＼

の下端に溝が走 る 。 ロ クロ により内外面 と も整形

され る が、 内面は粗く指頭痕状であ る 。器 肉は あ

ずき色、 器表は暗灰色で釉の流れはないが、 に じ

み 出してい る よ う で黒光りしてい る 。胎土に非 常

に細かい石英を含み、 焼きしまりは非常に良く、
5 an たたくと金属 音を発す る 。器壁も う すく、 出来も

第 23 図 御 手 長 山 古墳

石 室 出土須恵器実測 図

精巧であり地場産の須恵器ではなく移入品であ ろ

。

ぶ
ノ

墳丘出土遺物
墳丘は大半を破損し埴輪な どの遺物は失なわ れ

てい る と考えられていたが、 石室上の盗掘溝内よ

り家型埴輪が攪乱の状態で出土した。 その他上段

葺石付近より若干の埴輪片が出土した。

0 家型埴輪 （第24図 • 第2 5 図）

家型埴輪は石室直上の攪乱層のなかに混在して

いたもので、 墳頂下 I • 8m~2 • 5 m （標高6

2 • 1~ fi 1 • 4 m) より出土した。石室崩壊の

第 24図 御 手 長 山 古墳墳丘 出 土 0 1 0cm 際、 墳項部より落ち込んだものであ ろ う 。

家型埴 輪実測 図 1 i 最終的には二戸分の家型埴輪が出土した。

第 2 4図の家型埴輪は、 破風と棟の一部のみであ る が破片数11片で保存状態は割合い良い、 全体

が第 2 5 図の家型埴輪より、 ひとまわ り小型とな る 。破風の刻線は2本を単位としてX 状に入り、 ハ

ケ目文様は横に走 る 。棟には割竹形の鰹木が剥離した痕跡があり、 その下の棟に径 I cmほ どの小穴が

穿孔されてい る 。色調赤褐 色で胎土に少 量の砂礫を含 も。

第 2 5 図の家型埴輪は破片数40片余で、 全体のほぼ I / I 0ほ ど残っていたにす ぎなかったが復

元に成功した。但し棟高、 破風高、 棟幅は破片の状況から推定したもので あ る 。復元原状によ る と左

破風高6 8 cm、 右破風高67 cm、 棟高4 8 • 5~4 6 cm、 軒の接地部奥行63 • 6cm、 間 □ 37 。 2

cmの切 妻造であ る 。棟に3ケ所割竹形の鰹木がみられ、 更に2本の柱が立つ 。柱の上端には四方へ 垂

れ下った座蒲団状のものが付けられ、 その項部に3mmほ どの盛りあがりで円形をつ くってい る 。

割竹形の鰹木の上部は穿孔され、 ほぼ同位置の棟にも穿 孔 がなされ る 。

側まわりの立ちあがりがなく、 軒先が直接接地した竪穴式住居を表現してい る と考えられ る 。棟よ

り屋根を下 る と、 二本の刻線が横に入り、 それを右傾、 左傾す る 刻線で交 叉させ、 更に その下には2

本を単位とした波状刻線が 9単位認められ る 。製作工程におけ る これらの刻線は、 波状 ＝2本の横刻

線 一 左傾、 右傾刻線の順とな る 。 （実測図では交 叉す る 刻線の新しい方を結んだ。）

軒先は帯状に 凸 帯が付けられ、 奥行両側に ボ タ ン状のものが付けられてい る 。色調は黒褐 色～ 赤褐

色と部分によって異 る 。砂礫を含 む。棟部分は特に風化が著しい。
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0 朝顔型円筒埴輪 （第26図ー 3 )

口縁もない破片であるが、 凸 帯の下に横ナ デがあり括れ部と考えられる。家型植輪と混在していた。

外面は縦方向、 内面は斜め方向のハケによる整形、 褐 色を呈し、 胎土に大きめの砂を含 む。

0 円筒埴輪 （第 2 6 図）

l は口縁部で先端が強く外反する。 凸 帯は幅も広く高さもある。家型埴輪と混在し風化が著しい。

暗褐 色を呈し、 胎上に砂を含 む。2は上段葺石付近より出土したもので口唇部のみ外反し、 ヘ ラ で切

りとっ たようである。 凸 帯は二角 に近く、 黄褐 色、 砂を多量に含 む。4は薄手で凸帯はし っ かりして

いる。赤褐 色、 砂を多量に含 む。5、 6、 7は底部で家型埴輪と混在していた。6は推定径24 cmで

ある。 7 は底部径 1 2 • 5cm、 底部近くの厚手の部分は5mmほ ど化粧土を加えて、 そ の間に横方向

のハケ整形痕が認められる。外面は当初横方向でハケ整形し （化粧土の下にみられたハケ目と同 じ で

ハケ幅間隔約2mm) 、 後に細かいハケで縦方向の整形が行なわ れ、 横方向のハケ目が消えず格子状

となる。更に底部近くは板で叩 き しめた痕が残る。ハケ目は消える。色調は赤褐色、 焼成は非常に良

い。I2は内面ハケ整形痕が明瞭である。

0 形象埴輪 （第 2 6 図）

8 は家型埴輪の 串で家型埴輪と混在していたが、 別個体である。長さ 1 9 • 4cmで下部は穴に差し

込んで離脱した痕跡がある。色調褐 色、 砂礫を多く含 む。

9 ~ 1 5 は上部葺石付近の石列の間より出土したものである。 9 は第 2 5 図家型埴輪の柱上部に付

いた四方へ垂れ下 っ た座 蒲 団 状の先端と同様のものである。I0は不明。11は幅の広い凸 帯上に、

かがり縫目状の沈線文様が入り、 更に八 文字文の矢羽状の沈線も加えられる。赤褐 色、 胎土に砂を多

く含 む。 1 3 は人物埴 輪の耳と考えられる。 1 4 、 1 5 は 馬鈴で 凸帯上に付されていた。

0 人物埴輪 （第 2 7 図、 第 2 8 図）

調査前に出土した人物埴輪が2点ある。第27 図は昭和40年に西裾より出土したものであるが、

出土状況については不明である。当時から第 3 図でみるような墳丘と大差はないので墳丘下部から 出

土したものである。総高66 • 5cm、 両手を前に 出し、 指は親指以外を沈線で表現し、 頸に 丸王を1

1個、 耳環を両耳に付ける。 凸帯下の両脇に不整形の円窓 がみられ、 左側は一刀で、 石側は円窓左右
一刀づつの二刀で切り取る。腕は差し込みで 内面は整形もよく、 ほとん ど粘土紐痕は消している。

背後には一部 欠失するが、 鎌をも っ ている。色調娼 色、 多量の砂礫を含 む。

第2 8 図は前者人物埴輪と同時期に出土したもので、 水島治平氏が所蔵する。胸部以下と両腕を 欠

失するが、 前者と非常によく似たつくりである。両耳に耳環と 1 0 個の丸玉 を 付け、 腕は差し込み、

色調は褐 色、 砂礫を多量に含 む。

周堀 出土遺物
周堀出土の遺物は ダンボ ー ルのみかん箱に2箱ほ どあ っ た が、 麿耗したものが多く、 口縁部や底部、

凸帯の明瞭な代表的なもののみを図示した。

0 円筒埴輪 （第2 9図一l ~ I  I )  

l は外行したまま切 っ たような口縁部で、 ハケ整形痕はIcmに3本と太く粗い。赤褐 色で焼きしま



第 25図 御手長 山 古墳墳丘出土家型埴輪実測 図

20 cm 
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第 26図 御手長山古墳墳丘出 上埴 輪実測図
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第 27図 御手長山 古墳墳丘出土人物埴 輪実測 図
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第 28 図 御 手 長 山 古墳墳丘 出 土 人 物埴 輪実 測 図

゜
: 9 ゜ IOon 

り は 良好、 少量の砂礫 を 含 む 。 D ト レ ン チ 出 土 。 2 は 口 唇部 が反 り か え り 外面 に稜 がで き る 。 色調 は

褐 色 、 砂礫 を 多量 に 含 む 。 G ト レ ン チ 出 土 。 4 は 弱 く 外反 す る 。 口 唇 よ り 5 cm下で低 い 凸帯 がつ く 。

赤褐色 で 多 量の 砂礫 を 含 む 。 厚手 で頑丈 な 造 り で あ る 。 D ト レ ン チ 出土。 6 は 博手 の 口 縁で先端で強

く 外反 す る 。 口 唇先端 に 溝が走 る 。 色調褐 色 、 多 量の 砂礫 を 含 む 。 H ト レ ン チ 出土。 8 は 先 端 が強 く

外反 す る 口縁で、 幅、 高 さ と も が っ し り し た 凸 帯 を 有 す る 。 口 唇先端 に 溝が走 り 、 内 面 は 内 反 ぎ み で

あ る 。 色調褐 色 。 D ト レ ン チ 出土 。 3 は 垂 れ 下 り ぎみ の 凸帯 ( B ト レ ン チ ） 5 は 申 し 訳程度 の 凸 帯で

(C · D ト レ ン チ の 間 出土 ） 7 は 幅、 高 さ と も あ り 、 が っ し り し た 凸帯 ( B ト レ ン チ 出土 ） I 0 は 乱

れ た 凸帯 を も つ 。 ( D ト レ ン チ 出 土 ） I I は 申 し 訳程度 の 低 い 凸帯で凸帯の 欠失部分 に 葉脈痕 が付

着 し て い る 。 円窓 も み ら れ る 。 B ト レ ン チ 出 土 。 4 、 5 、 I 0 、 I I は 出土地点 こ そ ま ち ま ち で あ る

が同一個体 と 考 え ら れ る 。

0 人物埴 輪 （ 第 2 9 図ー I 2 )  

1 点の み で人物の 腕で あ る 。 手 先 が細 く な る 。 B ト レ ン チ 出 土

御手長 山 古墳以前 • 以降 の 遺物
〇 縄文 式土器 （ 第 3 0 図 ー 1 ~ 2 )  

1 は 3 X 2 · 5 cmの小片 で下部墳丘断面 よ り 出土 し た 。 小 円 墳築成後 の 再盛 り 土 の ブ ロ ッ ク 状 に褐

色土 の 交 る 黒色土 中 よ り 検 出 し た も の で あ る 。 縄文原体 は 不 明 、 暗褐 色で多量の繊維 を 含 み 、 厚 さ 8

m m 。 2 は沈線 と 竹管文 を も つ 破片 で 、 調査最終段階で墳丘排土 中 よ り 検出 し た も の で あ る 。 厚 さ l

• 1 cm 、 縄文原体 は 不 明 で 、 細砂 を 含 み 、 赤褐 色。

0 打製石斧 （ 第 3 0 図 ー 3 ~ 4 )

墳丘 よ り 出土 し た も の で土器 と 共 に 混入 し た も の で あ ろ う 。 3 は 長 さ 8 • 9 cm 、 最大幅 が 3 • 4 cm 

の 短冊形で あ る 。 調整剥離 は 両 面 に 加 え ら れ て い る が表面 風化 で 明 瞭で は な い 。 表面 は灰褐色で あ る
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第 29 図 御手長 山古墳周堀 出土埴 輪実測 図
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第 30図 御手長山 古墳墳丘および封土 に埋葬され た 人 骨副葬品 実測図

2

 

3
 

4
 

---
5 ＼こ口— . 6

□7 ゜ 5 cm 

8

゜ 5 cm 
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が頁岩を使用している。 刃部に使用痕が認めら れる。 4 は長 さ I O • 3cm、 括部 4 • 3cmの分銅形で

ある。 片面に 自 然面を残し、 括部には、 こ ま か な 調整剥離が加 え られている。 粘板岩製。

0 か わ らけ （第30図ー 5 )

B ト レ ン チの埋葬人骨の副葬品と し て出土 し たもので、 （ 他に寛永通宝断片1個が出土している。

拓影不可能） I / 5 ほ どであるが推定 口 径8 • 6 cm、 高 さ 2 • 5cm、 底部から内湾 ぎ みに立 ち あがる。

ロ ク ロ 整形痕が残り、 外面に、 水び き の痕跡がみられ、 高台は な い。 色調は明るい褐 色、 胎土は精選

さ れ細かい砂を含 む。

〇 灰釉 陶器 （第30図一6~7)

C ト レ ン チ墳丘裾の埋葬人骨の副 葬品 と して 出土 し たものである。 6は口 径 I 3 cm、 高 さ 2 • 8 5

cm 灰釉が 、 「 つけがけ 」 さ れ高台は低 く ロ ク ロ 整形によ っ て削り出 さ れている。 高台の ま わ り の釉 だ

ま り を焼成後麿いたものか、 底部の稜も一部を残して麿かれている。 口 縁先 端 I cm以下に ロ ク ロ 整形

痕があり底部に間玉 （かん だ ま ） 痕は な く 、 内底部に 4 つみられる。 焼成の際は最下段に置 か れ たも

のである。 7は口 径 I 2 • 5 cm、 高 さ 2 • 8 cm、 6とほ ぼ同じ造りである。 内底、 底部とも3つの間

玉痕がみ ら れる。 底の最底部は高台よりはみ 出して不 安定である。 胎土は共にね ず み 色 っ ぽ く 緻密で

ある。

0 宋銭 （第30図8~ I 3 )

墳丘D 区の頭骨の副葬品として出土したもので6枚ある。 銹付着していた。 8は元符通宝、 9は至

和元宝 ( ? ) I 0は煕 寧元宝、 1 ] は威 平元宝、 I 2は明道元宝、 I 3は元符通宝、 すべて北宋銭

である。
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w 調査の ま と め

角 閃石安山岩 を 使用 し た 石室 を 有 す る 古墳 に つ い て

御手長 山古墳の石室に使用された石材は角 閃 石安山岩 と 総称され、 尾 崎喜左雄氏は、 これ ら の石材

を浮石質紡錘状角 閃石 安山岩 と して 『横穴式古墳の研究』 （注1) に詳述している。

「榛名山の一峯、 ニ ッ 岳噴出により成生されたもので噴出した火山弾は回転しつつ落下し、 紡錘状

と なり、 利根川の流れによって運搬された。」 そしてまた 「 その爆裂は西暦600年頃」 に推定され

た。 （注2) 日本書紀 （注3 ) 推古天皇 「七年夏四月 乙未朔辛酉、 地動舎屋悉破 則令 四方偉祭震

神」 と の記録により、 地震 と 火山爆発 と の連関性か ら 推定されたのである。

群馬県内において は西暦60 0年頃のニ ッ 岳の爆裂時の浮石層が、 メ ルクマ ー ル と され遺構の 訓査

研究が進め ら れてい る 。

尾 崎氏は群馬県内の 角 閃 石安山岩使用石室を有する古墳を32例あげ （注4 ) 、 また埼玉県下に お

いて柳田敏司氏は石材の諸様相について、 角 閃石安山岩使用石室を述べ ら れた。 （注5) 北限を本

庄市周辺、 南限を春 日 部市、 内 牧古墳群と された。

その後の調査例を加えて角 閃 石安山岩使用石室、 または使用された と 考え ら れる古墳は次のように

なる。

前橋市田口町 塩原塚古墳

前橋市総社町 二子山古墳

前橋市総社町 愛宕山古墳

前橋市文京町 不二山古墳

前橋市東片貝 町 桂萱大塚古墳

前橋市朝倉 町 長山古墳

前橋市朝倉町 朝倉 III 号墳

前橋市後閑町 上川淵 I O 4号墳

前橋市女屋町 木瀬4号墳

前橋市笠井町 木瀬 I 0号墳

前橋市今井町 荒砥31 1号墳

前橋市二之宮町 荒砥2 8 5号墳

前橋市山王町 山王大塚古墳

前橋市山王町 山王二子山古墳

前橋市山王町 上陽10号墳

前橋市山王町 狐塚古墳

富士見村原之郷 ポンポン塚古墳

玉村町樋越 八王子塚古墳

玉村町角淵 王村3号墳

両袖、 一部切組互 目 積、 他石一部使用 文献l、 2

両袖、 互 目 、 通 目 積混用 文献l

両袖 一部に使用 文献l

両袖 互 目 積 文献l

両袖 文献 l

両袖 （推定） 文献 l

一部に使用 文献4

横穴式 石室

横穴式石室

両袖

横穴式石室

袖無

横穴式石室

両柚、 一部使用

横穴式石室、 舗石にも使 用

両袖、 胴張り、 一部他石使 用

文献l

文献l

文献l

文献 l

文献l

文献l、 2

文献l

文献l、 2

文献l

文献l

文献 l

文献7



王村町角 淵

玉村町角 淵

王村町後 箇

高崎市大類

庫崎市根小屋 町

高崎市上並榎町

高崎市綿貫町

吉岡村南下

伊勢崎市今村町

伊勢崎市安堀町

伊勢崎市安堀町

王村37号墳

玉村1 5 号墳

萩塚古墳

大類1号墳

上石堂古墳

稲荷塚古墳

観音塚古墳

南下A 号墳

今村古墳

西太田下古墳

安 堀古墳

伊勢崎市下諏訪町 蛇塚古墳

伊勢崎市上 ノ 宮町 上 ノ 宮古墳

伊勢崎市稲荷町 宮郷3号墳

伊勢崎市稲荷町 宮郷 4 号墳

伊勢崎市稲荷町 宮郷8号墳

境町伊与久

境町上淵名

境町上淵名

境町上淵名

東村東小保方

東村東小保方

新 田 町下田島

千代田村赤岩

明 和村斗合田

板倉町岩田

上里町石神

本庄市小島

本庄市小島

本庄市中央

本庄市中央

本庄市東台

本庄市東台

本庄市東台

本庄市東台

本庄市栗崎

雷電神社古墳

上淵名古墳

国大1号墳

国大 4 号墳

下谷B 号古墳

下谷D 号古墳

竜塚古墳

米山薬師古墳

稲荷塚古墳

筑波山古墳

浅間山古墳

御手長山古墳

坊主山古墳

三夜社古墳

開 善寺境内 古墳

本庄 4 1号墳

本庄 4 2号墳

本庄 4 3 号墳

本庄 4 4 号墳

東谷古墳

抽無、 互 目 積、 一石のみ他石

袖無 通 目 積 他石併用

両袖 通 目 積
一部使用

両袖 一部に使用か ？

両袖 互 目 切組積

両袖、 奥壁切組積

両柚

両袖、 互 目 積

袖無 一部使用

両袖 互 目 積

互 目 積

両柚 互 目 積

袖無 一部使 川

袖無 ？

抽無 ？

両袖 、 互 目 積

文献 7

文献 7

文献 7

文献 3

文献 5 、 8

文献 8

文献 ］ 0 

文献 9

文献 l

文献 ］

文献 l

文献 4

文献 6

文献11 

文献11 

文献11 

文献 l

文献1

文献 l

文献 l

文献1、 2

文献1

両袖、 一部切組、 互 目 積 文献 l

両袖 （ 推定） 、 互 目 、 積合せ緑泥片岩 文献 l

両袖 文献 l 、 2

両袖 文献 l
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一部切組、 互 目 積 胴張り 文献 l 、 I 2 
一部切組 互 目 積 胴張り 文献、 本書

胴張り

互 日 積、 奥壁片岩

文献 I 2 

文献 I 2 

文献 I 2 

文献 I 2 

文献 I 2 

文献 I 2 

文献 l 、 I 2 
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本庄市鵜森 本庄14 5号

美里村下児玉 塚本山10 6号墳 文献13 

岡部町岡新田 平塚古墳 胴張り、 奥壁片岩か 文献I4 

岡部町岡 寅稲荷神社古墳 文献15 

岡部町岡 千手堂御手長山 文献I5 

岡部町岡 八 幡山古墳 奥壁片岩 文献16 

熊谷市肥塚 肥塚古墳 通 目 、 互 目積ま じ る 文献 l

行田市藤原町 八 幡山古墳 複室三室、 緑泥片岩と組み合せ 文献17 

行田市長野 白山姫塚古墳

行田市斉条 斉条5号墳

鴻巣市宮前 宮登古墳 文献I 8 

杉戸 町 目 沼 目 沼3号古墳 互 目 積、 胴張り 文献1 9 

春 日 部市内牧 塚内古墳群 文献2 0 

これら石室に角 閃石安山岩を使用した古墳をみると、 いくつかの タ イ プに分けることができる。

群馬県内においては、 比較的調査例も多く、 利用された石材の割合によって、 総社二子山古墳のよ

うに全て角 閃 石安山岩を使用したもの、 ポン ポ ン塚のように一部に角 閃石安山岩を使 用 したもの、 塩

原塚のような一部に他石を使用し、 大半を角 閃 石安山岩を使用した例で、 また石室の形からは上陽1

0号墳を含 む4例にみられる袖無型、 それ 以外の両袖型とである。更に主体部の平面 プランから、 正

方形と、 正方形を基準とした隅丸方形、 長方形を基準とした胴張り型な どである。 （注6 )

埼玉県内においての調査例は、 塚合古墳群 （注 7 ) 平塚古墳 （注 8 ) 宮登古墳 （注 9 ) 行田八 幡山

古墳 （注10 ) 目 沼第3号墳 （注11 ) な どの5例 にす ぎない。

塚合古墳群は破損が著しく 4 1 号墳で小判形の胴張り （注 1 2 ) をも っ た石室下部が検出されたの

みであった。平塚古墳 は 、 ゆるい胴張りをもった玄室と、 羨道の間に玄門を も ち、 玄 門が存在しなけ

れ ば袖無式に見まちがえるような プランである。奥壁根石 上端に、 石室主軸に直交した、 ほぞ穴がみ

られ奥壁は片岩を利用したものである （注13 ) 。 宮登古墳は奥壁の一部に片岩を利用し、 正方形

隅丸形 （調査者は三味線胴の変形としている） である。行田市八 幡山古墳 は、 角 閃 石 安山岩、 緑泥片

岩を側壁に使用し、 床石に凝灰岩質砂岩を使用した、 前室、 中室、 奥室の三室から成る複 雑 な 構造で

ある。 目 沼第3号古墳の石室は、 正方形に近い長方形で、 奥壁は二段 目 の石組みに、 石室主 軸 に 直交

してU 字形の溝を彫り、 板状の石を立てて奥壁としている。 （ 注I4) 

この他に、 石室が露出して形状の判明す る 古墳がある。

上里町浅間山古墳 は 、 石室南半が崩壊して お り 、 奥部のみ 露出している。奥壁には最大縦 4 0cm、

横60cmの大形 の 石材を使用し、 切組積 が認 め ら れ る。奥壁 か ら東壁に移行す る コ ー ナ ー あ た り か ら

は、 互 目 積、 石材 も 小さくなる。天井部に近 い壁上部 は、 内而 削 り の カ ー ブ か急と な り 、 そ の 上へ加

工のない角 閃 石安山岩 が横に1~ 2列組みあ けら れ 、 更に その 上 や 、 間に、 御 手 長山古墳石室内に混

入して い た細長い河原 石と同 じ よ う な 石材を積み 、 天井 石 が設け ら れ て い る 。天井石に は 片 岩を利 用

し、 石室背後の後込め は 不 明 瞭で あ る。
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東谷 古墳は、 奥壁と側壁の一部のみ露 出しているが、 奥壁に数枚の片岩を利用 し た互目積で 、 奥壁

の片岩 に 、 側壁の角 閃 石 安山岩を加工し、 かませている。片岩の奥壁か ら 両側壁 に 移る部分の石材は

横断面が凹 レ ン ズ状に加工され、 数個の石材で隅 丸を形成している。天井石に接する奥壁最上段の片

岩は木 口に組まれ、 側壁とと も に直接天井石が設け ら れて い る。石室背後には後込め礫が認め ら れる。

岡部町八 幡塚古墳は、 墳丘の一部が残存し、 古墳址の記念碑が建立されて い るが 『埼玉県史 第一

巻』 （注15) に概要と、 写真が収録されている。これによれ ば側壁は角 閃 石 安 山 岩の互目積で 、 奥

壁の一部 に 片岩 （ ？ ） を利用 して いる。現在 も 周辺に角 閃 石 安山岩が散乱している。

その他の例は、 墳丘周辺に角 閃 石 安山岩 削り石が存在することか ら 、 角 閃 石 安 山 岩 使 用 石室と推定

される も のであるが、 中世に板石塔婆の基台 や五輪塔に使 用されること も あり、 即断は危険である。

（注16) 

以 上角 閃 石 安山岩を使 用した石室につ いて見てきたが、 利根川流域にのみ分 布しているとはい え 。

武蔵国と上野国では、 い ろ い ろ な相違点があること も わ か っ た。 （当時の国境につ いては不 明である

が。 ） まず月 ］ 材に つ いては 、 角 閃 石安山岩 と他石を混積した も のは武蔵国にはみあた ら ない。次に

入手が容 易であること も あるが、 奥壁、 あるいは奥壁の一部を片岩で構成する例は武蔵国に限 ぎ ら れ

て い るよ う である。平面 プラ ン の上か ら は、 上野国に胴張りを も つ も のは少なく、 武蔵国では逆に 、

長 方 形 プラ ン の石室は全く無く、 ほとん どが狭長な ゆるい胴張りを も っている。上野国で胴張りを も

つ 古墳は、 境町雷電神社古墳 （注 1 7 ) 、 上毛古墳綜覧宮郷村第 8 号墳 （注 I 8 ) が判明しているの

みである。

石室 と 墳丘の築造 に つ い て

すでに本論のなかで述べたつ も りであるが、 築造の過程をまとめてみたい。

選地 や設計基準 に つ いては及 ぶべきも ないが、 すでに設計の段階で、 一連の工程は、 綿密な計画が

たて ら れて い た も のと考 え ら れる。

掘り方の段階で 、 石室構造を意識した作業が行な わ れて い る。掘り方の東、 西、 南、 北のたちあが

りは無造作であるが、 石室の壁となる部分は、 実にきれいに、 平面的には舌状、 断面的には台形に掘

り残して い る。掘り方は東西 1 0 • 6 m 、 南北 8 · 7 m の範囲に及び石室の 残存部以南につ いては、

破 損と 、 当初の掘り方調査意識の欠除か ら 把握することはできなかった。

掘り方の次の版築は、 砂礫をまぜ合せ固くつ きかため ら れて い る。 その互層は側壁下で50 ~ 6 0
cmにおよび、 ある も のは砂礫のみで層をなしている。特に根石は礫層の上に設置されており、 掘り方

の範囲内に版築が行な わ れ その断面は凸 レ ン ズ 状となる。

このよ う に掘り方と版築を重 ねて石室の基盤とした調査例は皆無に ひとしい。大型古墳の調査例が

少ないこと も あるが、 墳丘築造方法のよく似ている塚本山古墳群 1 2号墳 （注 1 9 ) で も 掘り方は

あって も 版築の工程は無 い よ う である 。

青柳古墳群 （注 20 )  黒田古墳群 （注 2 1 )  鹿島古墳群 （注 2 2) の近か ら ずと も 、 御手長山

古墳と そ う 離れていないと思 わ れる時期の古墳は、 小規模、 しか も 破 損が著しく、 掘り方 、 版築の検

出がむずかしい ことは無理か ら ぬことである が、 塚本山古墳群は比較的、 掘り方が残存していた。

7世 紀前半に位置づけ ら れている1号墳、 6世紀代の可能性を も つ 同15号墳に掘り方は認め ら れ
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ず、 7世紀中葉に位置づけられる同12号墳は掘り方のみ認められ、 塚本山古墳群で み る限 り 、 7世

紀 中 葉以 降に比定され る古墳にのみ、 掘り方があり、 掘り方底部に直接石室の築造が、 なされている

ようである。

7世紀中葉以前にさかのぱり得ない （注23 ) とされる塚合古墳群41号墳では、 同 じ 角 閃石安山

岩の石室をもつが、 基盤上 （黒色土） に ロ ー ム を厚さ 8~ ] 0cm張り、 石室を築造し、 掘り方や版築

は認められないようである。大型古墳に属する行田市の八 幡山古墳は、 既に石室を残すのみで墳丘は

ないが、 復原工事に伴う石室実測調査によって、 複雑な石室構造と版築が認められた。この八 幡山古

墳の版築は、 基盤としての版築のみな ら ず、 床面下にも石室と同様な石組みがなされ、 その石組みに

併行した版築が行な わ れている。 （注24 )  

御手長山古墳のように掘り方と版築による基盤づくりを、 時期決定の メ ルクマ ー ル と するのではな

く、 む し ろ 被葬者の 身 分 、 階層による墳丘の構築方法の差と考えたい。いずれにしてもこの種の古墳

の復原的築造方法の究 明という研究意識をもった調査例によって論ずるより他はな い と考える。

石室の構築は墳丘と密接な関係がある。石室の石組みに併行して墳丘が築造され、 天井が設けられ、

石室が完成した段階で 直径17m、 高さ4 ·4mほ どの小円 墳となる。

断面観察によると、 根石が版築上面の礫層に設置されると、 その石材の上端まで後込めの砂礫を盛

りあげる。 その砂礫 の上で次に組みあ げる石材の加工がなされ組みあげられる。更に後込めの砂礫を

盛りあ げるという工程のくりかえしである。 その工程が2~3度 くりかえされ る と墳丘の盛り土が行

なわ れ、 2~ 3層の礫 培 のまとまりと、 盛り土とは互層となる。 その礫層は石室背後より1 • 5 m程

裾にむかって延び2mに及ぶものもある。 その砂ii業層の先端には握拳大から幼児頭大の礫を配 列し、

くずれ止めとしている。砂礫層と互層になる盛り土は比較的層が薄す く 、 丁寧な築造 か行 な わ れてい

たものと考えられる。

平面的にみると、 石室の石組みの組み順によ っ て盛り土の状況も変化すると考えられる。石室の恢

面をみると根石 よ り上3~ 5 段 目 に 、 も ち 送りの カ ー プの微妙に変化する部分があるが、 ここに重要

な手がかりがあると考えられる。この部 分以下の石組みは、 根石より ］ 段づつ側壁、 奥壁とも組みあ

げられた 、 通 し目に近い互 日 積で両 脇の石材と柚の 日 地が、 ほぼ平らであり、 この微妙に変化する部

分以上の石組みは、 切組積を併用 した互目積となり、 羨道方 向 へ 傾斜した目地である。特に西璧の奥

壁寄りに顕著で 、 石室後込 め の角 閃 石安山岩 削り屑層によ っ ても確認された。

石室内面からの歓察によ っ て第7図に示した番号は、 石組みの順序を考慮して付定 したものである

が、 これによっても奥壁から左右両壁へ積み分けられていることが判り得えよう。

下部の石組みの背後の角 閃石安山岩 削り屑層が横の 目 地に沿 っ て存在するのかの平面的確認は、 で

きな か ったが、 側壁 を 一 ・周して組みあげられたものと考 え られ、 石室の石組みを構築する上での作業

上の区切りであった可能性がある。

このように 、 も ち 送りの微妙に変化する部 分までは、 1段づつ組みあげられ、 後込 め の砂ii業も同 じ

ように、 そして 墳丘も一層づつ築造さ れ 、 その後は奥璧から羨道方向への石組みと、 後込 め の砂礫の

盛りあげ 、 墳丘の盛 り 土 がなされ、 第1段附の小 円 墳状となる。この段階で、 石室天井 、 羨道天井も

設けられ、 主体部は全て完成していたものと考えら れ る。
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小型古墳であれ ば、 この第1段階の墳丘のみで充分であるが、 更に大型古墳とする た めに盛り土が

行なわ れる。墳丘東側においては、 同 じ ような丁 寧なつきかためによって墳丘が築造され、 その層は

概して薄すく、 厚さ4~5cmのものもある。墳丘西側においては第1段階の墳丘の上に厚く盛り土を

行なった後、 水平の盛り土が行なわれ、 標高61m あたりからは逆に主体部へ む かって傾斜する層と

なる。

東、 西側では裾 を 失い、 充分な把握はできなかったが、 北側については、 明きらかに葺石を意識し

た盛り土がなされる。第1段階の墳丘完成後、 葺石を構築する位置と、 第1段階の墳丘斜面を最高位

とした 凹レ ン ズ状の層位となり、 上段葺石のある標高60m あたりからは、 主体部へ傾斜した層とな

る。葺石を構築する位置は、 第2段階の盛り土を開始する以前に、 すでに計画されていた ものと考え

られる。

葺石の構築に際しては、 後込め礫が施された可能性もあるが、 充分な調査はできなかった。更に、

上段葺石と盛り土との前後関係について も 、 調査ができなかった。

上段葺石より北の墳丘の盛り土 （ 第3段階の墳丘） については第2段階墳丘が全て完成してから築

造され た もの か、 併行して築造されたかは判明しなかった。

以上の過程 を整理してみると次のようになる。

第1段階 第2段階 第3段階

石室構築

掘り方

版 築 区Zコ

石 組 四

天 井

墳丘築造

上段葺石

下段葺石

御手長山古墳では、 墳丘は 第1段階 から第 3 段階までの築造がみら れ たが、 塚本山 ］ 2号墳では、

2段階の築造 がみられ、 富 岡5号墳 （注25) でも、 同 じ ような築造方法をとったものであ ろ う。

出土遺物に つ い て

石室内 の遺物は、 投乱を受けて煩位置 に 存在したものは少なく、 散乱状態で出土した。

まず装 身具であるが、 玉類は1個が石製 丸玉の他、 ガラ ス 製 丸玉、 小王であった。銅芯金張りの耳

環 か4対 の 他装 身 具はなく、 この組み合せは御手長山古墳西の坊主山古墳で も 同様であり、 周辺古墳

の削平の際 に も、 勾王や切 子王、 管王な との報を聞いていない。武 器、 武具 に つ いては、 大 刀、 鉄鏃

な ど儀器的性格 はなく、 実戦 川の遺物のみである。特筆するべきは銀製 り）［金物の出土である。弾金物

は出土例が非 常 に 少なく、 岡部町八 幡塚古墳 （注26) 八 幡観音塚古墳 （注27) 行 田 八 幡山古

墳 （注2 8 ) な ど に 例があり、 八 幡観音塚古墳出 上のもの に 極似している。さら に 木更津金鈴塚古墳
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か ら も出土して お り 、 そ の地方を代表するような大型古墳から 出土すること は 、 その関連を求める意

味で興味ある問 題であ ろ う。

馬具は、 鮫具、 飾金具、 そ して轡な どの断片と考えられる破片が出土して い るが、 埼王県内におい

て 馬具出土の主要古墳は 2 1 例が知られて い る。 （注 2 9 )  5 世紀後半 か ら 6 世紀初頭 に 位置づけ

ら れ る 行 田稲荷山古墳出土例 を初現とし 、 7 世紀初頭から副葬が減少して ゆ く （注 3 0 ) 過程上に御

手長山古墳は位置すると考えられる。

埴輪は調査前に出土したものを含め、 家型埴輪、 人物埴輪、 馬な どの形象埴輪や 、 円筒埴輪、 朝顧

型円筒埴輪が認められ、 豊富な種類をも っ てい たと考えられる。墳丘は、 埴輪の 訓査にと っ て、 打撃

的とも言える破損で あ っ たが、 家型埴輪が、 石室直上の攪乱層中より出土したことは、 原位置が墳項

部にあ っ たと考えられる。墳項部に家型埴輪を配置する例は、 すでに5世紀代に位置する 白 石稲荷山

古墳に あ り （注 3 1 ) 東榔 、 西榔 上より 8 戸の家型埴輪が調査されて い る。赤堀荼 臼山古墳で も 、 同

様な調査例がある。 （注 3 2 ) 
御手長山古墳出土の家型埴輪にみられる2本の柱と、 その上端に設けられた、 四方へ垂 れ下 っ た座

蒲団状のものは、 奇異な感 じ さえするが、 接合に無理はなく、 その例は、 他に見ることがで き な い 。

塚本山 1 5号墳 （注 3 3 ) 出土家型埴輪の柱先端は、 煙突状に切れて い るが、 家星の構造からみて

も当古墳出土のものは 、 煙突とは考えられな い 。 む し ろ 「うだつ」 が棟につき出し、 その 間 囲に も 、

屋根と同 じ ように葺きあげ 、 四方へ垂れ下 っ た座蒲団状の も のを雨水よけとして設けた も のであ ろ う

と考えられる。

竪穴住居を、 どの程度まで写実化して い るのか、 また柱、 うだ つな どの構造 の復原が、 ど こ まで可

能かと い う点に 問 題 が残り そ うである。接地部分の平面は正 方 形に近 い 長 方形であり、 竪穴住居 址の

平面に似ており、 妻の部 分 に出入口、 も う一方に 硲を設けるとすれ ば、 まずは無理 のない 構造であ ろ

゜
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ノ

円筒埴 輪は、 家型埴輪を出土した攪乱層内や 、 葺石付近 、 周堀内 より出 土して い る か、 凸 帯 か退化

し、 断面は三角 状となる も のが 目 立ち 、 造り も 粗雑な も のが 多 い い 。各埴 輪の ハケ目 や 凸 帯 、 色調等

斉一性は少なく、 バラ エ テ イ に富んで い る。 外面基部に叩を施し 、 ハ ケ日 を消して い る も の も あ り、

全般的に埴輪の末期的様相を示して い る。 （注 3 4 )  
編年的位置

以上特に 角 閃 石安山岩を使 用した石室を中心として述べてきたが、 利根I l l 流域にの み 分 布し、 月］ 材

を削ると い う技術の上からは、 自然石乱石積から裁石切組積へ発展する過 渡期にあたる も のであ ろ う

と考えられる。

石材が容易に入手でき、 しかも加工が容易な角 閃 石 安山岩によ っ て削りの技払をみせ 、 互 目 積から

切組積へと、 そ して更に 巨石を使 用した載石切組積へと技術発展した も のであ ろ う か、 同 じ 角 閃 石安

山岩を利用した分布圏にも多少の相違点があることに気付く。

入手し得る石材の地域性から も 、 た だ 単に平面 プラ ン を追うことのみでは危険性をと も なうことに

もな ろ う。また角 閃石安山岩を使 用して い る古墳、 ある い は使 月 ］ して い な い 古墳を も 含 め て、 掘り方

から墳丘の完成に いたる一連の築造過程の復原的究明が、 はとん ど な されて い な い 現状にあ っ て、 そ
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の変遷過程を論ずるこ と は、 非 常にむずかしいといわ ね ばな ら ない。

奥壁に片岩な どの鏡石を利用する宮登古墳や東谷古墳と今 回調査した、 御手長山古墳や浅間山古墳

のように鏡石をもたない古墳では、 築造上に大きな差異があるといわ ね ばな ら ない。

現在の石工にも、 それ ぞれ用 材、 用途による専業化が あ り、 それ ら の専業集 団の技術につ い ても考

慮しなけれ ば な ら ないが、 あ えて 武蔵国の古墳 に 限り、 時期的変遷 を 考えるな ら ば、 浅間山古墳、 御

手長山古墳は、 ほぼ同時期 に併存し、 一部にみ ら れた切組積の技法は片岩を奥壁に利用する宮登古墳、

平塚古墳な どに生 か さ れ、 東谷古墳の精巧さ を 加え、 7世紀後半に位置づけ ら れる （注35 ) 行 田 市

八 幡山古墳で、 その構造と築造技術は極地にいたるものであ ろ う。

上野国の古墳では、 御 手 長山古墳の 技法と、 平面 プランは宮郷 8号墳で極似しており、 更に綿貫観

音塚古墳、 塩原塚古墳とは胴張り、 壁 コ ー ナ ー の相異点を除け ば非常に近似した技法である。

こ こ で御手長山古墳の編年的位置を考えるとき、 遺物の上か ら は、 家型埴輪をもち、 円筒埴輪は、

末期的様相を示し、 馬具 は減少する傾向にあり、 石室築造の技法を考えあわ せて、 その築造は7世紀

初頭に位置づけたい。石室内部より出土の耳環か ら 4体の追葬が考え ら れ、 性別不明の青年期の人骨

を含 め 、 7世紀中葉頃 ま で墳 墓としての機能をもっていたと考えたい。

御手長山古墳でみ ら れた築造技術は、 同 じ 角 閃 石安山岩使用の分布圏のなかでも、 用材や技術によ

る限定された、 狭い地域のなかの地域性に左右されて築造されたと考え ら れ、 それ ら が宝塔山古墳、

蛇穴山古墳のよ う な、 巨石で裁石切組積へ、 そして ま たある も のは行田八 幡山古墳のように片岩を両

側壁に併用 するとい う 複雑、 かつ 精巧な築造 技術へと発展したものであ ろ う 。

こ れ ら は ま た、 今後復原的調査意識をもった発掘調査によって究 明されな け れ ばな ら ない。
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御手長 山 古墳 石 室奥壁状況

御手長 山 古墳 石 室東壁状況
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御 手 長 山 古墳 墳丘断面 状況 3 （ 北裾 ）
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御手長 山 古墳 葺石状況

御 手 長 山 古墳 上段葺石
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御手長山古墳 お よ び封土 に

埋葬 さ れ た 人 骨群 に つ い て

1 . は じ め に

本人骨群は埼玉県本庄市大字小島字上前原1697-2に所在する御手長山古墳を発掘調査した際に出土

したものである。個体数はおお む ね5個体を数え、 これらの出土地点による 内 訳は、 墳丘項付近より

出土の保存不良のほぼ2個体、 石室のほぼ南西にあたる墳丘の裾より出土の比較的保存良好のおお む

ね2個体、 さらに本来の石室内出土の少 量の骨粉と歯を残す1個体である。便 宜上、 人骨には上述の

出土地点順に1~5号の通し番号を付けた。なお、 同一地点出土のものでは保存の良い方から番号を

ふった。従って 、 墳丘項出土のものは第1、 第2号人 骨、 墳丘の裾にあたる地点出土のものは第 3 、

第4号人骨、 石室内のものは第5号人骨、となる。

第1、 第2号 人骨には平 安時代末期から鎌倉時代にかけて 流通したとされる北宋銭が、 さらに第 3

人骨には江戸時代 に 鋳造された寛永通宝と カワラケが伴出して いる。従って ここでは、 第1、 第2号

人 骨は平安ないしは鎌倉時代に、 第 3 号人骨は江戸時代に属するものと考えた。また、 第4号人骨に

は埋葬時期を推定させる伴出物はな く 、 時代は不明であるが、 一応、 第 3 号人 骨の近 く に出土して お

り、 保存状態も同程度であることから江戸時代の人骨に準 じ て 扱うことにした。

計測および観察の方法はM artin- S aller の 人 類学教科書 （19 57, 1959) に従った。 第2号人 骨頭蓋

の特徴について は鈴木ら ( 1956) による中世 人 骨の成績と比較した。また、 計測の可能な第 3 、 第4

号 人 骨の計測値の大小を論 じ る際 には、 原則として 河越ら ( 1962 ) 、 加藤 ( 1960 ) の湯島無縁坂出土

の江戸 時代 人 骨と寺沢ら ( 1966 ) の台東区下車坂町出土の江戸時代人骨について の成績を比較資料と

した。

本人骨群の調査研究を許可された埼玉県本庄市教育委員会をは じ め、 発掘関係の諸氏に深 く 感謝す

る。

2 . 人 骨の 出土状況

ここでは出土地点 ごと に 人 骨の出土状況を述べるこ と にする。

I . 墳丘項 よ り 出土 し た 人 骨 （ 第 1 号 ， 第 2 号 人 骨）

墳丘頂の表土下約2m50cmの深さより出土した2個体分の人骨で、 保存状態は極めて 悪 く 、 骨格の

大部分が消失して いるために埋葬様式の詳細 に ついて はよ く わ からない。

第1号 人骨では、 頭蓋は右側頭部を床面におき、 顔面部は右側下方を向いて いる。一方、 下肢骨は

破損が強 く 不明確ではあるが、 両側ともほぼ平 行に重なり合って おり、 大腿骨は体軸と想定される線

よりほぼ60度 右側に傾斜し、 さらに、 胚骨はこの大腿骨の間に約30度の角 度をつ く り屈曲して いる。
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他の部分が残って い な い ので詳し い 点は不明であ る が、 ここで は下肢左右屈 曲位 と だけ述べておこう。

第2号人骨は下肢骨のみしか残存せず、 かつ腐食がかな り つよ い ので左右の判定も困難なほ どであ

る 。両側とも膝関節 を 強 く屈 曲させて い る ことのほかは詳しい ことはわからな い。

II . 墳丘の裾 よ り 出土 し た 人 骨 （ 第 3 号 ， 第 4 号人骨）

両人骨は墳丘の裾にあた る 地点より互 い に接近して出土しており、 保存状態は他の地点出土の人骨

に比べて良好と い え よ う。

第3号人骨では墓拡は円形に掘ってあり、 埋葬様式は典型的な屈葬であ る 。頭蓋は顔面部を胸郭に

強く押しあてて い る が、 その正中軸は本来の体軸から約60度前後左側にづれて い る 。上肢は右側は肩

関節で多少 外転と回 内がともな い 、 さらに肘関節は屈曲しており、 手の先端は胸郭と頭蓋の間にはさ

まれて い る 。体幹は床面に平行にあ る 。一方、 下肢骨は両側とも左右対称的な姿勢をとり、 股関節は

多少 外転をともな い、 大腿骨を強く屈して ひき上げ、 さらに膝関節を屈曲させて い る 。この結果、 両

膝関節を結ぶ線上に頭蓋が位置す る ことになり、 特に、 左の膝関節 と 頭蓋の頭頂部は接触して い る 。

このような姿勢をと る には改葬とも考えられな い し、 意識的に遺体を固定す る こと以 外には考えられ

ない 。すなわち、 棺内に埋葬した疑 い もあり、 縄のようなもので遺体をしっかりと緊縛して、 形を整

えたのちに墓拡内に埋納した可能性もあ る 。

第4号人骨の出土状況につ い ては不明であ る 。

rn ． 石室内 よ り 出土 し た 入 骨 （ 第 5 号人 骨 ）

本来の石室内より出土した人骨で、 少 量 の骨粉と歯のみしか残存しな い。従って、 埋葬様式やその

他につ い ては不明であ る 。

3 . 人 骨の特徴

第 1 号人骨

この人骨は表面 が強く腐 食、 剥離し、 内部には深く植物の根毛が侵入して い る 。 そのため、 消失し

て い る 部分が多く、 人骨の特徴につ い て知り得 る とこ ろ は多くな い 。

頭蓋は顔面頭蓋の大部分が欠 損し、 さらに 外板の広範な剥離がみられ る 。側面からみた前頭匡 廓線

の膨隆と傾斜は強く、 また 乳様突起は破損してはっきりしな い とこ ろ もあ る が、 大きくはな い 。以 上

の所見から女性骨と考え る 。脱落歯が2本確認でき、 咬 耗度はM artin の0~1度と軽度であ る が、

主要頭蓋縫合の癒着 がかなり進んで い る ことから熟年期に属す る ものと考えた い。

頭蓋の上面観はおそらく類円形で、 後面観は砲弾状で あ った ろ う。また、 頭蓋長幅示数は推定では

短頭型を示す。外耳孔は左右ともだ円形で、 外耳道骨種はみられな い 。下顎骨は下顎体の一部を残す

が、 観察 がまったくできな い ほ ど腐 食が強く、 他に、 寛骨、 大腿骨および胚骨の いずれも一部 が確認

でき る が、 それらの特徴につ い ては不明であ る 。
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第 2 号人 骨

人 骨の 多 く の部分 が消失して おり 、 寛骨 、 大腿 骨 およ び胚骨 が確認されるのみである。 い ず れも 、

骨表面 が強 く 剥離し 、 骨内には 多量の植物の根 毛 が侵入して いる。 従って 、 それらの特徴につ いては

皆 目 不明である。 ただ断定はしかねる が、 寛骨の大坐骨切 痕は 広 いようでもあり 、 成 人期の女性骨で

ある可能性が大き い。

第 3 号人 骨

本遺跡 出土 人 骨 中 、 保存状態はもっとも 良 好である。 頭蓋は 右の側頭部と底部 およ び下顎 骨の 下顎

枝の一 部に破損をみる が骨質は 厚 く 、 しっかりして いる。 体幹骨 、 体肢骨は破損するもの が多 い。

眉 間 隆起 およ び眉 上 弓の発達 が良 い。 また 、 外後頭隆起は 比較的強 く 突 出し 、 乳様突起も大き い。

一方 、 前頭匡廓線の膨隆は 弱 く 、 前頭結節 およ び頭頂結節も弱 い。 寛骨の大坐骨切 痕はせま い。 以上

の 特徴から男性骨である。 次に 、 頭蓋の主要縫合の癒着度は B roca の1度で 、 歯の咬 耗度は M artin

の1~3度である。 このことから 熟年期に 属する人骨と考えた い。

まず、 頭蓋に つ いてみると 、 上面観は 卵 円 形で 、 後面観は 砲弾形を 呈して いる。 頭蓋長 幅示数は 短

頭型 に 近 い 中 頭型を示す。 側頭線は 弱 いようである が、 乳突上稜の発達 ぱ比較的強 い。 側頭窓は広 く 、

プテ リ オ ン部の 陥 凹は浅い。 頬骨 弓は直線 的で 厚 い。 外耳孔は 左 がだ 円形、 右 が円 形で外耳道骨腫は

みら れな い。 ラ ム ダ縫合には大小3個の縫合骨 がみら れる。

顔面 頭蓋は脳頭蓋に 比べて大き いの が特徴 的である。 推定値である が、 Kollmann の上 顔面 示数は

上顛面 高 型を示し、 同 じ く Vikhowの 上 顔 面 示数 は 上顔面低型を示す。このことからもこの 人 骨の 中 顔

幅 がかな り 大き いこと がわかる。 眼窯 示数は 眼窯 高 型を 示す。 また 眼窯 口 水平 傾斜角は大き く 、 眼嵩

の 「 目 じり」 が下 が っ て いる。 鼻示数は 鼻 中 型を示し 、 梨状孔の下縁型は 前鼻窟を 呈する。 全側面 角

は顎 中 型を示す。 歯 槽側面 角は 歯槽過前反 型で 、 強度の 「反っ歯 」 で あることを示す。 上顎歯槽示数

は 上顎歯槽 中 型を 口 蓋示数は 口 蓋狭型を 示す。

下額 骨は 全体 的 に 大 き く 、 高さ に 対し 幅 が広 いため に安定感 がある。 下顎体は 厚 く 、 下 顎 隆 起 が左

第1小 臼歯下 に 軽度な がら認められる。 筋の付着部は 全体的に 粗精である。 オ ト ガイ 隆起、 オ ト ガイ

結節と も に 弱 い。 オ ト ガイ 孔は 第2小 臼 歯と 第1 大 臼 歯下に位置する。 オ ト ガイ 高は 江戸時 代 男 性と

し て は小さい方 に 属 し 、 下 顎 体 高は 中 等度である。 下顎 角 幅 はかなり 大 き いようである が、 筋突起幅

は 小さ く 、 このことから下顎 角は外側方へ 強 く 張 り 出して いるの がわかる。 下顎体長は小さい。 下顎

枝 高 、 筋突起高はと も に 小 さ く 、 逆 に下額枝 幅は 大き い。 従 っ て、 下顎枝示数は極端 に 大きな値を 示

すこと になる。 筋突起は 鈍 く 、 厚 い。 下顎 突起は 太 く 、 下顎 頭 も 大型で 、 その長 軸に沿 って 軽 い 一稜

を 形成 する。 下額切 痕は 大き く 、 浅 い。 下 顎 枝 角はかな り 小さい。

な お 、 咬合様式は 「ハ サ ミ 」 状を呈する。 上顎右と下顎左の いず れ も 第3大 臼 歯 には鯖 歯 が認めら

れる。

頚蓋右側 に 前頭骨から頭頂骨 にか けて 大 欠 損部 がある。 その 周縁は 凸凹 が強 く 、 隆起 およ び陥没 が

ある。 これは 雨 水 による破拓と も 考 え ら れる が、 1n［か 骨病変を思わせる 欠 担のようで もある。 その詳
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細につい ては こ こ ではふ れ な い こ とにする。

体幹骨は破損が強い。 仙骨片には第1仙椎と思われる椎体が下位の枡骨枡体と不完 全 に 遊離 し てい

るのがみら れ 、 腰仙移行椎を示すものであ ろ う。 さ らに、 破片と変形で明確では な い が、 恐ら く 鎖骨

と思われる部位に高度 の 骨増殖があ り 、 キ セ ロ グ ラ フ ィ ー による所見から典型的 な 変形治癒骨折のあ

った こ とが明らかと な っ た （ 第 1 図、 第 2 図 ） 。

次いで、 体肢骨では、 上腕骨は大 き い 方では な い。 骨幹横断示数からみ て骨幹の扁平度は小 さ いと

い え よう。 オ尭骨、 尺骨と も に 「 き ゃ し ゃ 」 で、 破損 し てはっ き り し な い が、 た ぶ ん 短い方であ ろ う。

こ れ らの骨間縁は弱い。 寛骨は寛骨臼を含 も 腸骨と坐骨の一部が残ってお り 、 大 き く 、 頑丈である。

寛骨臼も大 き く 、 前述した ように大坐骨切 痕はせ ま い。 大腿 骨は短 く 、 細い。 粗線の発逹は比較的 良

いが、 骨幹の彎 曲は弱 く 、 柱状大腿 骨では な い。 ま た 、 中央横断示数は江戸 時代 人 男性 と し ては 中 等

度で、 骨幹は前後に扁平である （第 3 図） 。 上骨幹横断示数は超広型を示す。 胚骨では、 そ の最 大長

は大 き い方であるが、 中央骨幹周は小 さ い。 前後彎 曲は弱 く 、 捻転 も 弱 い ようである。 前縁は鈍 く 、

直線的である。 骨間縁、 ピ ラ メ 筋線は比較的強 い。 後面の上部には縦走する弱 い 一稜をみるが、 ほ ぼ

骨幹中央部で 自 然 に 消失する。 中央横断示数はや や 大 き く 、 横断面は鈍円 三角 形を呈する （第 3 図） 。

ま た 、 胚示数 ( M anouverir とVerneon ) は厚胚 を示す。 誹 骨は細 い ようであるが、 詳 し い 特徴は破

損のた めによ く わか ら な い。

大腿 骨と胚骨の最大長は推定値であるが、 こ れ を ピ ア ソ ン の式 にあてはめて身長を推定 し てみると

157 .3cmと な る。

な お、 こ の人骨の後 頗部には留歯類による 「かじ り あと」 が認めら れる。 ま た 、 大腿 骨の骨幹 に も

類似の条溝がみ ら れるが、 体肢骨の場合、 骨表面が腐 食 し て お り 、 はっ き り と 「かじ り あと」 と判定

する こ とは困難で あ る。

第 4 号人骨

保存I犬態は そ れ ほ ど 良好とはい え な い 。 す な わ ち 、 骨の表面が全体 的 に腐 食 し てお り 、 脳頭蓋 には

土圧のためと思 わ れる軽度の変形がみとめら れ る。 頭蓋は頭蓋底と左側頭部の大部分が、 さ ら に 下顎

骨の左下顎枝の全部が破損 し ている。 ま た 、 体幹骨、 体肢骨 も 種 々 の程度で破損 し て お り 、 詳細 な 特

徴の知 り 得 な いものが 多 い。

頭蓋は全体的に小 さ く 、 「 き ゃ し ゃ 」 で、 前 頭骨の彎 曲が強 い。 眉 間 およ び こ れ に 続 く 眉上弓は 弱

く 、 さ らに外後頭隆起の 突 出 も 弱 い。 乳様突起は そ の根部が外側方へ 多 少膨隆 し てい るが、 大 き い 方

では な い。 寛骨の大坐 骨切 痕は広 い。 こ れ らの特徴から女性 骨である。 頭蓋の主要縫合は そ れ ほ ど進

んでいるとは思われ な い が、 歯の咬 耗度はM artin の 1 ~ 3 度 を示す。 こ れ らの こ と か ら熟年期の も

のと考 え た い。

頭蓋をみると、 そ の上面観は卵 円形で、 後面観は砲弾形である。 頭蓋長幅示数は中頭型を示す。 側

頭線、 乳突上稜は弱い。 外耳孔はだ 円 形で、 外耳道 骨種はみ ら れ な い。 下顎窟 は深 い 。 顔は一 見 す る

と面長にみ え るが、 Virchow の上顔面示数は推定値で上顔面 低型を示 し 、 多 少 「寸づ ま り 」 の傾向 を

有する。 鼻示数は鼻低型を示すが、 眼窃 示数は眼窯 高型で幾分眼窟 が大 き く み え る。 梨状孔の下縁型
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は小児型 を 呈する。 眼嵩 □ 水平傾斜角の推定値は大 き く 、 眼窯の 「 目 じり」 が下がってみ え る。 歯槽

側面角 も 実測で き な いが、 歯槽突起の前突が強 い ようであり、 「反 つ 歯」 の傾向 を有して い る。 ま た 、

上顎歯槽示数は上顎歯槽広型 を 、 口 蓋示数は 口 蓋長型 を 示す。

下顎骨は低 く かつ 狭 いが、 筋の付着部は比較的粗造 で ある。 オ ト ガ イ 高と下顎体高は同じ値をと る

が、 いわゆる 「 ゆりいす」 型では な い。 下顎体高厚示数は大 き く 、 「 き ゃ し ゃ 」 な 下顎骨の わ りには

下顎体がかなり厚い。 下顎隆起はみ ら れ な い。 下顎枝示数は大 き く 、 こ の こ とから下顎枝は相対 的に

広 く 、 低い ことがわかる。 下顎枝 角 は江戸時代 人 女 性と し ては中等度 であ ろ う。 オ ト ガ イ 孔は第 2 小

臼歯下に位置する。

上顎切歯は磨耗 し ては っ き り し な い が、 「 シ ャ ベ ル 」 型のようである。 咬 合様 式は 「ハ サ ミ 」 状 を

呈する。 ま た、 上顎 左 第 2 大 臼 歯 に は鯖 歯 か認めら れる。

体幹骨、 1本肢骨は一般 に 「 き ゃ し ゃ 」 である。 上腕骨は破損 し ているが、 細 く 短 いよ う であ る 。

肘頭窟 はかなり深 い。 骨幹中央部はか な り扁平 に 傾 く 。 筋付着 部の様子は腐食のためよ く わか ら な い。

杭骨、 尺骨 も と も に 短小であるが杭骨の税骨粗面の膨隆は比較的強 い。 ま た、 尺骨上骨幹の前後の扁

平度 はかなり弱 い。

次 い で 、 下肢骨 を みると、 寛骨は左の寛骨 臼 と そ の周辺部が残 っ ており、 上述した ご と く そ の 特徴

は女性的 で あ る。 自 由下肢骨は い ず れ も 細 く 、 短い。 大腿骨の骨幹の前彎は多 少 強 い ようであるが、

骨幹中央部は前後 に 扁平で （ 第3図 ） 、 粗線の発達 も 悪 い。 す な わ ち 、 柱状大腿 骨で は な い。 ま た、

上骨幹横断示数は超広 型 を 示 し 、 上骨幹 も かな り前後に扁平である。 胚骨では、 ヒ ラ メ 筋線 が稜 状に

発達 する。 前縁は直線的 で鈍 く 、 後面 に 第 4 稜 はみ ら れ ず 、 中央横断而は鈍円 三角 形 を 呈する （第3

図 ） 。 ま た 、 軽示数 ( M anourerir とVernean ) は厚胚 を 示す。 排骨は前縁、 骨 間 縁 および内側稜と

も に 鈍 い が、 詳 し い 特徴は破損のためよ く わ から な い。

な お 、 推定値ではあるが、 左の棟骨最大長から ピ ア ソ ン の 式 に 従 っ て身長 を 算 出してみると、 147

. 7cmと なる。

第 5 号 人 骨

保存状態は極めて悪 く 、 少量の骨粉と歯のみ を 残す。 残存歯はい ずれ も 永久歯 で 、 上顎左の第 2 大

臼 歯 、 右の犬歯 およ び第 2 大 臼 歯 、 下顎 左の第 2 小 臼 歯と第 1 大 臼歯および右の第 2 大 臼 歯と思 わ れ

る合計6本 で 、 重複歯 も な く お そ ら く 同一 個体の も ので あ ろ う。 咬耗度は M artin の0~ 2 度と軽度

で 、 青年期 に属する も のと考 え ら れ る。 性別は不明 で あ る。

4 . 考察

御手長山古墳および封土より出土 し た 人骨は お お む ね 5 個 体 分 で 、 そ のう ち 本来の石室内より出土

し たのは性別 不明の青年期の も のと思われる 1 個体 分 である。 残りは墳丘頂の表土下より成人期女性

人骨と思われる 2 個体 、 さ ら に墳丘の裾 に あ た る地点より成 人 期の男性と女性人骨各 1 個体計 2 個体

が出土 し た。 墳丘頂出土の人骨 に は平安時代 末期から鎌倉時代 に かけて流通 し たと さ れる北宋銭が、
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墳丘の裾 出土の人骨には江戸時代に鋳造 さ れた寛永通宝とカ ワ ラ ケ が伴出 さ れてお り 、 こ の こ と か ら 、

こ れら2地点 出土の人骨は そ れ ぞ れ平安 な い し 鎌倉時代および江戸 時代に埋葬 さ れ たと考 え る こ とが

で き る。 つ ま り、 本古墳築造以後 こ の周辺は古 く から墓地と し て利用 さ れていた こ とが わ かる。

石室内よ り 出土 し た人骨は そ の大半が消失 し 、 少 饂の骨片と6本の歯のみ し か残って い な い。 歯を

観察 し た限 り では、 こ れらは同一 個体に属する可能性が強い。 こ のよ う に人骨の大部分が消失 し て し

ま った こ とは、 長い間の風化によると考 え ら れる。

人骨の出土状況から埋葬様式について考 え てみると、 平安 な い し 鎌倉 時代に属すると考 え ら れる人

骨では、 少 な く と も 下肢は左右屈 曲 位をとるが、 人骨の大部分が消失 し てい るため こ れ 以上の こ とは

わから な い。 一一 方 、 比較的保存が良 く 、 出土状況がよ く わ かる江戸時代男性人骨では、 典型的 な 屈 砕

であ り 、 こ れは人 為 的に埋葬時の姿勢を整 え た可能性が大 き い。

次に、 人骨の特徴につ い て概観 し てみる。 録倉 時代に入ると、 頭蓋は長 頭型に傾 く も のが 多 く な る

こ とはよ く 知られた事実 であるが、 平安末期か ら 鎌倉時代に属する女性骨で、 頭蓋の残存 し てい る l

例では、 逆に短頭型に傾 い て い る。 江戸時代の2個体はと も に 中 頭型を示す。 ち な みに、 こ の時代で

は中 頭型を示す も のが 多 い。 ま た 、 こ の2個体の人 骨は歯槽突起の前突が強 く 、 い わ ゆる 「反っ歯」

である。 さ らに、 Virchow の上顔面示数は上顔面 低型を示 し 、 顔は 「寸づ ま り 」 の傾向 が あ る。 多

分 、 江戸時代 人と し ては一般的 な 顔であった ろ う 。 下肢骨をみて も 、 大腿骨の中央骨幹が前後に扁平

で 、 怪骨の中央横断面が三角 形を呈 し て いる な ど 、 こ れ ら は近 代 的 な 形 質である。 ま た 、 身長につい

てみると、 男性骨で157 . 3cm 、 女性骨で147 . 7cmと推定 さ れる。 平 本 ( 1972 ) は身長の時代 的 変 化につ

いて検討 し 、 身長は古墳時代以後徐 々 に低下 し 、 江戸時代か ら 近代初期で最低に な ると述へて い る か、

本例での推定 身長は江戸時代人としてほ ぼ平均的 な 値 を 示すとい ってよい。

病的 な 所見と し て、 江戸時代に属する男 性 （ 第3号 人 骨） の頭蓋には右側の前頭骨か ら 頭頂骨に か

け ての大 欠損部が あ り 、 そ の周縁は凸凹が強 く 、 隆起および陥没が認め ら れる。 何 ら かの病変を疑 わ

せる か、 雨 水 な どによる破損と も 考 え ら れる。 古病理学 的にみて興味 あ ると こ ろ で あ る が、 こ こ では

詳 し い 論 及はひか え て お く 。 さ ら に、 同一 個体 で 、 恐 ら く 鎖骨と思 わ れる部位に顕著 な 骨増 殖を伴 う

変形治癒骨折が認 め ら れ 、 こ れはキ セ ロ グ ラ フ ィ ー の所見によ っ て も 確認 さ れた。

5 . 要約

] . i卸手 長 山 古墳 および封土 か ら 出土 し た 人骨 は お お も ね 5個体 分 で あ る。

2. う ち 、 本来の古墳石 室 内よ り 出土 し た 人 骨は性別 不 明の青年期に属すると思 わ れ る 1 個体分で

ある。 他はい ず れ も 成 人期の人 骨 で 、 墳丘項地点の2個体 分と墳丘の裾 に あ たる地点よ り 出土の2個

体分である。

3. 墳丘頂地点 出土の人骨は平 安 な い し 鎌倉時代に、 墳丘の裾地点 出 士の人 骨は江戸 時代に属する。

4 . 保存状態は江戸 時代に属する人骨を除 い て極 め て悪 い。

5. 出土状況の明確 な 江戸時代 人 男 性の埋葬様式は典型的 な 屈 葬で あ る。

6. 頭蓋長 幅示数は平 安 な い し 鎌倉時代の 1 個体で短頭型 、 江戸時代の2個体 で 中 頭型を示 す。
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7. 江戸時代人に属する 人骨の顔 は 「反 っ 歯」 で 、 「寸づまり」 の傾向があった。これは 江戸時代

の一 般的な特徴とい え る。咬 合型 は 「ハ サ ミ 」 状である。体肢骨 も 近代的な特徴を有し、 「きゃ し ゃ

」 で、 大腿 骨上骨幹の横断示 数 は 超広型を、 胚骨の胚示数 は 厚 胚を示す。

8. 江戸時代に属する男性お よ び 、 女性 人 骨の推定 身長 は 、 それ ぞれ157 . 3cm、 147 .7cm で江戸時代

人と し て は 、 と も に平均的である。

9 . 江戸時代の男性 人骨の下顎骨に は下顎 隆起がみられる。頭蓋の右側部には病変を疑わ せる欠 損

部が認め られるが、 これ は 物理 ， 化学的要因によると も 考 え られる。また 、 鎖骨と思われる部位に典

型 的 な 変形治癒骨折が認 め られ、 キ 七 ロ グラ フ ィ ー に よ る所見から も 確認された。
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第 1 表 頭蓋の 主要 な 計測値

第 3 号 人 骨 第 4 号 人 骨
（ 男 性 ） （ 女 性 ）

1 脳頭蓋最大長 1 75 174 （ 推 ）

8 脳頭薔最大幅 1 39 130 （ 推 ）

， 最小前頭幅 90 85 

1 1  両 耳幅 1 30 

20 耳 ブ レ グマ高 1 16 108 （推） （R )

321 1 1 前頭傾斜角 52 

41 側顔長 73 73 （推） （R )

43 上頗幅 1 01 （ 推 ） 97 

i 43( 1 1 内眼窓頻幅 93 90 

44 両眼窓幅 97 94 

45 頬骨弓幅 1 37 （ 推 ）

46 中顔幅 113 （ 推 ） 92 （ 推 ）

48 上顔高 76 66 

51 眼窯幅 42 41 

52 眼窯高 37 35 

54 恥 幅 26 24 

55 鼻 高 54 47 

60 上類歯槽長 56 44 

61 上顎歯槽幅 62 56 

62 口 蓋長 47 42 （ 推 ）

63 口 蓋幅 32 （ 推 ） 34 

65( 1 ） 筋突起幅 94 

66 下顎 角 幅 1 08 （ 推 ）

68 下顎骨長 71 （ 推 ）

69 オ ト ガ イ 高 32 29 

69( 1 I 下顎体高

69(3 1  下顎 体 厚

70 下顎枝嵩

70( 1 1 筋突起高

71 下顎技幅

72 全 側面 角

73 鼻側而 角

74 歯槽側面 角

75 鼻骨側面 角

78( 2 1  眼窯 口 水平 傾斜角

79 F顎枝角

79 ( la ) 下顎側面角

1 /8 頭蓋長 幅示数

頭著長20/1 耳 ブ レ グマ 高 示数
頭蓋幅20/8 耳 ブ レ グマ 高 示数

頭蓋 モ ド ウ1 +8+20/3 ル ス （ 変 ）

48/45 上 頻示数
（ コ ル マ ン ）

上顔 示薮48/46 （ ウ イ ル ピ ョ ウ ）

52/51 眼窟 示数

54/55 鼻示数

61 /60 上顎歯槽示数

63/62 口 蓋示数

68/66 （ 大森氏 ）下瓢角 に
お け る 幅長 不数

69( 3 1/691 1 I 下顎体 高 厚
示数

71 /70 下顎枝 示数

第 3 号人 骨 第 4 号 人 骨
（ 男 性 ） （ 女 性 ）

29 29 

16 13  

60 53 ( R ) 

63 

40 29 ( R )  

81 

87 

67 

64 （ 推 ）

1 8  14 （ 推 ）

113  128  ( R ) 

81 71 

79. 4 74. 7 （ 推 ）

66. 3

83. 5

143. 3

55. 5 （ 推 ）

67. 3 （ 推 ） 71 . 7 （ 推 ）

88. 1 85. 4 

48. 1 51 . 1 

1 10. 7 1 27 . 3 

68. 1 （ 推 ） 81 . 0 （ 推 ）

67. 5 （ 推 ）

55. 1 44. 8

66. 7 54 . 7 ( R ) 

（ 注 ） 計測項 目 の番号はM artin に よ る 。 左右 あ る も の は左側 を 計測 し 、 破損 し て い る も の は右側 ( R )
を 計測 し た 。 （ 推） は推定値で あ る こ と を 示す。 単位は長 さ がmm、 角 度 が度。



第 2 表 体肢骨の 計測値

第 3 号人 骨 （ 男性） 第 4 号人骨 （ 女 性 ）

上腕骨
5 中央最大幅 2 0 1 9 
6 中央最小 幅 1 6 1 4 
7 a 中央周 5 9 5 2 

6 / 5 骨幹横断示数 8 0 .  0 7 3 .  7 

杭 骨
1 椀骨最大長 1 8 9 （ 推 ）

尺 骨
1 尺骨最大 長 1 9 8 （ 推）
11  尺骨前後径 1 2 1 0 
12 尺骨横径 1 6 1 4 

11 /12 骨幹横断示数 7 5 .  0 7 1 .  4 

大腿骨 （ 右 側 ）
1 大腿 骨最大長 4 0 3 （ 推）
6 骨幹中央矢状径 2 4 2 1 
7 骨幹中央横径 2 7 2 2 
8 骨幹中央周 8 0 6 8 
， 骨幹上横径 3 1 2 7 
10 骨幹上矢状径 2 3 1 8 

6 / 7 骨幹中央横断示数 8 8 .  9 9 5 .  5 
10/ 9 上骨幹横断示数 7 4 .  2 6 6 .  7 

胚 骨 （ 右 側 ）
l a  胚骨最大長 3 3 4 （推）
8 中央最大径 2 6 2 1 
8 a 栄養孔 の 高 さ に お け る 最大径 3 1 2 4 
， 中央横径 2 1 1 8 
9 a 栄養孔の 高 さ に お け る 横径 2 3 1 8 
10 骨幹周 7 2 6 1 

9 / 8 中央横断示数 8 0 .  8 8 5 .  7 
9a/8a 胚示数 7 4 .  2 7 5 .  0 

（ 注） 計測項 目の番号は M ar tin による。 原則として左側を計測した が、 右側の場合は欄上に （ 右 側 ）
と 明記した。 （ 推 ） は 推定値であることを示す。 計測値の単位はmm。 骨端部 が破損 して いるも の

に つ いては 、 計測部位を推測に よ り 決定 した。



第 1 図 鎖骨の 変形治癒骨折 第 2 図 同左 の キ セ ロ グ ラ フ ィ ー 像
（ 第 3 号人骨、 男性、 熟年 ） 明 ら か な 変形治癒骨折 が確認で き る 。

大腿 骨 （ 右 ） 胚骨 （ 左 ）

第 3 号 人 骨 （ 男 性 ）

大゚腿 骨 （ 右 ） 胚骨 （ 右 ）

第 4 号 人 骨 （ 女性）

第 3 図 第 3 号 、 第 4 号 人 骨 （ 江戸 時代 ） の 大腿 骨 お よ び
経骨骨幹の 中央横断面 （ 実物大 ）
と も に 大腿 骨の 骨幹中央部 は 前後 に 扁平 で 、 胚骨の 骨幹 は
後面 に 一稜 がみ ら れ ず 、 中央横断面 は 鈍円 三角 形 を 呈す る 。
図 の 上方 が前面 を 示す 。



第 4 図 第 3 号 人 骨 （ 江戸 時代 、 男 性 、 熟年 ） 頭蓋の 前 面 観

第 5 図 第 3 号 人 骨頭蓋の 左側面観



第 6 図 第 4 号人骨 （ 江戸 時代、 女性、 熟年 ） 頭蓋 の 前 面 観

第 7 図 第 4 号人骨の右側面観 （ 注） 土圧 による頭蓋の一部変形のため本写真で は
下顎頭 力顎関節窟 に正 し く 納 ま っ て い な い 。



第 8 図 御 手長 山 古墳 1 号 人 骨 出土状 況

第 9 図 御 手 長 山 古墳 2 号 人 骨出 土状況

‘ ^~ 

第 1 0 図 御 手長山 古墳 3 号 人 骨出 土 状況
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写真 図 版 2

A 平行 ニ コ ル

B 十字 ニ コ ル





写真図 版 4

A 平 行 ニ コ ル

B 十字 ニ コ ル



写真図版 5

A 平行 ニ コ ル

r
し

r 、

B 十字 ニ コ ル



御手長山古墳の 石 室 に

使用 さ れ て い る 石 材 に つ い て

埼玉県教育局 文化財保護課

本 間 岳 史
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御手長山古墳の石 室 に 使用
さ れ て い る 石 材 に つ い て

1 . 古墳の立地

御手長山古墳は、 国鉄高崎線本庄駅北西2 . 45km、 標高約60mの台地上 に 位置する。この台地は本庄

台地と呼 ばれ、 地質学的 に は立川面 に対比されて い る。台地は北東 に 向かって次第 に標高を減 じ 、 元

小山川 によって北東縁を限られる。元小山川の北東側は、 標高45~50mの沖積低地となる。

2 . 調査の概要
今回の石材調査では、 石室床面より上 に積み上げられて い る奥壁及び側壁を構成する岩石約 140 個

につ い て、 現地で 肉 眼観察を行い、 また、 この う ち代表的と思われる岩石5種 （註I ) を選 んで薄片

を作製し、 偏光顕微鏡 に よる観察を行った。

奥壁及び側壁を構成する岩石は、 直径15~25cm、 長さ30~50cm程度の丸味を帯びた安山岩礫である。

奥壁上部 には特 に 大きな礫が用 い られており、 直径50cm に達するものもみられる。 い ずれも多孔質で

軟か い。これらの礫は、 石室の内側 に面した部分は平面 に 近く削られており、 表面 に は ノ ミ 状の削り

跡が残って いる。礫の間隙 には、 結 晶 片岩類の岩 片等を埋めて補強してあるが、 石室の重み により、

垂直方向 に 引 張性の割れ目を生 じ て い る礫 が い くつか認められる。

これらの岩石は、 90 ％ 以上 （礫の個数比） が淡灰色の角 閃 石安山岩質の軽石である。この岩石は、

角 閃 石の斑 晶が肉 眼的 に 容易 に 確められるものであり、 県下で現在石室を復原作業中の 「八 幡山古墳

」 （ 行 田市） の側壁 に用 い られて い る安山岩と、 同相 ・ 同質である。この ほか、 奥壁西 コ ー ナ ー 上部

や西壁の一部等 に、 黒色ないし暗灰色の輝石安山岩質の溶岩礫、 赤褐 色の輝石安山岩質の岩滓 （ス コ

リ ア ） が散見される。側壁上部の持送りの強 い 部分 に 使わ れたと思わ れる岩石は、 河原石と推定され

る細長 い 亜円礫 （直径10~20cm、 長さ30~60cm ) を用 い て い る。石質は、 閃緑岩 ・ 安山岩質溶岩 ・ 硬

砂岩 • 砂岩 ・ 石英塊等多様であるが、 い ず れも堅硬な岩石である。

3 石 材の種類 と 特徴
調査時点で石室床面上 に 露出して い た岩 石は、 合計141 個 （No.104~109, 128~262 ) で、 内訳は、 黒

色複輝石安山岩質溶岩が 8個 （No.13 5, 177,  1 9 2, 1 96, 22 1 ,  238, 245, 260 ) 、 暗灰色複耀石安山岩

質溶岩が1個 （No.25 6 ) 、 赤褐色普通輝石安山岩質岩 滓 （ス コ リ ア ） が1個 (No.24 4 ) 、 残りの131 個が

淡灰色角 閃石安山岩質軽石であった。

その後、 床面をさら に 掘り下げた結果、 新た に121 個の岩石が露出し、 No.46が赤褐 色普通輝石安山岩

質岩滓 （ス コ リ ア ） である ほ かは、 すべて淡灰色角 閃石安山岩質軽石であることがわ かった。 し た

がって 、 総計26 2個の岩石の う ち、 淡灰色角 閃 石安山岩質軽石が251 個で全体の95 . 8 % を 占 め、 黒色複

輝石安山岩質溶岩 が 8 個で3 . 0% 、 暗灰色複輝石安山岩質溶岩が1個で0 . 4% 、 赤褐 色普通輝石安山岩

質岩滓 （ス コ リ ア ） が2個で0 . 8% と い う 結果 に なった。
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以下、 それぞれの岩石の特徴につ い て述べる。

御手長 山古墳石室石組み番 号付定 図

( I ) 淡灰色角 閃石安 山岩質軽石 （図版l 及び2参照）

ア 肉 眼的特徴

軽石は、 角 閃 石の斑 晶を特徴的に含 むもので、 発泡が顕著である。気 孔は、 つぶされてレンズ状を

呈するものもある。 い ずれも軽量で軟かく、 加工が容易である。これらの軽石には、 発泡が顕著でき

わ めて軽い もの （図版I) と、 若干発泡が悪く、 やや重 い もの （図版2) とがあり、 また直径0 . 5 ~

1 cm 程度の安山岩 の亜角 礫をわ ずかに包含するものも一部みられる。淡緑色を呈し、 変 質して い る と

思わ れるものもい くつか認められるが、 総 じ て い ずれも新鮮で、 淡灰色を呈する。角 閃 石の斑 晶は、

長径 3 加 前後のものが多 いが、 大きな結 晶 は長径 1 cmに達するものも認 められる。

イ 顕微鏡的特徴

鏡下では、 斑状組織 ・ 軽石状組織を呈し、 発泡が顕著に認められる。気孔は直径0 . 05"1/m 前後のもの

が多い 。斑 品は、 斜長石、 角 閃石、 紫蘇 輝石、 普通輝石、 磁鉄鉱からなる。鼠比は、 およ そ次のとお

りである。

斜長石＞角 閃 石＞紫蘇 輝石 こ 普通輝石 ＞ 磁鉄鉱

（角 閃 石 ： 紫蘇 輝石 ： 普通輝石=c 7 : 3 : 2 )

斜長石は、 自形～ 半 自 形の中性長石な い し曹灰長石で、 虫 喰 い 状の結 晶が多く、 穴の部分や結 晶の

周縁部な ど が緑泥石によって交代され始めて い るものがみられる。 ア ルバ イ ト双 晶、 カ ー ルス バ ー ド

双晶、 カ ルバ イ ト ・ カ ー ルス バ ー ド複合双 晶 、 累 帯構造が認められる。鏡下で最大の結晶は、 径2 . 1
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X l . 6 m/mである。角 閃石は、 自形～半 自形で褐 緑色を呈し、 内部に斜長石や磁鉄鉱の小結晶を包含す

るもの がある。また、 カー ルス バ ー ド 双 晶 、 バ ベ ノ 双 晶 、 弱い累 帯構造の認めら れるもの がある。

鏡下で 最大の結 晶は、 径5 . 0 X l . 6"Ym である。紫蘇 輝石は、 自形～半 自形で、 割れ目を生 じ てい るもの

が多い。鏡下で最大の結 晶は、 径2 . 2 X l . 1'%,である。普通輝石は半 自形で、 やはり割れ目を生 じ て い

るもの が多 く 、 大きな結 晶には内部に斜長石 ・ 磁鉄鉱 ・ 角 閃 石の小結晶 等を包含するもの がある。鏡

下で最大の結晶は、 径2 . 4 X l . 2喘である。

石基は多孔質で、 火山 ガラス ＞ 斜長石 ＞ 磁鉄鉱 ＞ 紫蘇 輝石等からなる。斜長石は 、 長径0 . 03 "Ym 程度

の針状 結 晶 が多い。 磁鉄鉱は、 直径0 . 01 叫m 程度のもの が非 常に多い。

(2) 黒 色複輝石安 山岩質溶岩 （図版3参照）

ア 肉 眼的特徴

黒色で硬 く 、 有色鉱物は判別しに く い。わ ずかに 、 径 2 X 2 3/m 程度の耀石の結 晶 が認められる。斜

長石は一 面に認められ 、 径 2 X 2 "Ym 程度の結晶 が多い。発泡孔 （気孔） は不規則 にあいている。

イ 顕微鏡的特徴

鏡下では、 岩滓質 ・ 斑 状組織を 呈し、 一 面に小さな発泡孔 （気 孔） を生 じ ているの が認められる。

気 孔は 直径0 . 1 "Ym 前 後のもの が多い。斑 晶は、 斜長石 が圧倒的に多 く 、 次いで普通輝石、 紫蘇輝石、

磁鉄鉱からなる。量比は、 およ そ次のとおりである。

斜長石＞普通輝石こ 紫蘇 輝石 ＞ 磁鉄鉱

（普通輝石 ： 紫蘇 痺石=c 4 : 3 )
斜長石は、 自形～半 自形の曹灰長石で、 虫喰い状の結 晶 が多 く 、 穴の部分には緑泥石 ができて いる。

ア ルバ イ ト双 晶 、 カ ー ルス バ ー ド 双 晶 、 ア ル バ イ ト ・ カ ー ルスバ ー ド複合双 晶 、 累 帯構造 が認められ

る。鏡下で最大の結 晶は、 径 l . 6 X l . 2m/mである。普通輝石は、 半 自形の短柱状ないし柱状結 晶で、 チ

タ ンを 含 むと思わ れるもの がわ ずかにみられる。内部に斜長石の小結晶を包含す る ものや、 周囲に

磁鉱鉱を伴っているもの、 バベノ 双 晶を示すもの等 が認められる。鏡下で最大の結 晶は、 径 0 . 6 X O .

6 mImである。紫蘇 輝石は 、 自形性 が強 く 、 短柱状の結 晶 が多い。鏡下で最大の結晶は、 径1 . 0 X O .  4

3/m である。

石基は非常に多孔質で褐色を呈し、 火山 ガラス ＞ 斜長石 ＞ 紫蘇 輝石 ＞ 普通輝石 ＞ 磁鉄鉱等からなる。

(3) 暗灰色複輝石安山岩質溶岩 （図版4参照）

ア 肉 眼的特徴

暗灰色で硬 く 、 径 2 X 3 叩m 程度の輝石の結 晶 が認められる。斜長石の結晶は一面に認められ、 径 3

X 3 '%,に達するもの がある。発泡孔 （気 孔） は、 つぶされてレン ズ状にのび、 配 列に方向性 がみら

れる。

イ 顕微鏡的 特徴

鏡下では、 斑状組織を呈 し 、 不規則な形の発泡孔 （ 気 孔） が若干認められる。斑 晶は、 斜長石 が圧

倒的に多 く 、 次いで普通輝石 、 紫蘇輝石、 磁鉄鉱からなる。鼠比 は 、 およ そ次のとおりである。

斜長石＞普通輝石 ＞ 紫蘇輝石 ＞ 磁鉄鉱

（普通輝石 ： 紫蘇輝石=c 2 : 1 )
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斜長 石は、 自形性 がきわ め て 強い曹灰長石ないし亜灰長石 からなり、 虫喰い状のものには緑泥石に

よる交代が認められる。径 0 . 2~0 .4m/m程度の結 晶が多く、 視野に一面に存在する。鏡下で最大の結 晶

は、 径 l .4X l .zm/mである。 ア ルバ イ ト双 晶、 カ ー ルス バ ー ド 双 晶、 ア ル バ イ ト ・ カ ー ルス バ ー ド複合

双 晶 、 累 帯構造が認められる。普通輝石は、 半 自形～ 自形で、 割れ目を生 じ た結晶が多く、 斜長石中

に一部とりこまれて い るものもある。チ タ ン を含 むと思わ れ る ものが、 10％強認められる。 バ ベ ノ 双

品、 カ ー ルスバ ー ド貰入双 晶を示すものが認められる。鏡下で最 大の結晶は、 径 l . 2 X O . 8m/mである。

紫 蘇輝石は、 自形で短柱状のものが多く、 結 品 は、 径0 . 2 X 0 . 1% 程度で小さい。X 字状の カ ー ルスバ

ー ド貰入双 晶を示すものが認められる。

石基は、 淡褐 色 ～褐色を呈し、 火山 ガラス ＞ 斜長石 ＞ 磁鉄鉱 ＞ 普通師石等からなる。斜長石は、 長

径 0 . 03m/m前後の針状結 晶がびっしりできている。磁鉄鉱は、 直径0 .01mIm程度の 丸味を帯びたものが多

し ） 。

(4) 赤褐色 普通輝石安 山岩質岩滓 （図版5参照）

ア 肉 眼的特徴

きわ めて多孔質 （一面に大きな発泡孔を生 じ 、 カ ル メ 焼き状） で硬く、 気孔の内部は赤褐 色 ～ 黄土

色を呈し、 全体としては赤味を帯びた雑色を呈する。斑 晶は大きく、 径 4 X 4 "Ymの斜長石の結 晶や径

5 X 4 'o/m の輝石の結 晶が認められる。

イ 顕微鏡的特徴

鏡下では、 斑 状組織 ・ 岩 滓状組織を呈し、 発泡 が顕著に認められる。気孔は丸味を帯びてお り 、 直

径 1 m/m以上のものも多い。斑 晶は、 斜長石が圧 倒的に多く、 斑 晶の80~90% を 占 める。次いで、 普通

輝石 ・ 紫蘇輝石がみら れる。量比は、 およ そ次のとおりである。

斜長 石＞普通輝石＞紫 蘇輝石

（普通輝石 ： 紫蘇 輝石 与 4 : 1 )  

斜長石は、 自形～ 半 自形の中性長石で、 3 ~ 5 結 晶が十字 形ないし放射状に集合し、 全体として 丸

味を 帯びた集合結 晶 を つくっているものが多い。 虫 喰い状の結 晶は少なく、 緑泥石による交代もわ ず

かである。 カ ー ルスバ ー ド 双 晶が多く、 ア ル バ イ ト ・ カ ー ルス パ ー ド複合双 晶、 累 帯構造 が認められ

る。 ア ル バ イ ト双 晶は、 比較的少ない。集合結 晶は、 径 2 X 2 mIm程度のものがかなりみられる。普通

輝石は、 半 自形～他 形で、 径0 . l X O . 05'o/m以下の小さな結 晶が多い。バ ベ ノ 双 品を示す ものが認められ

る。鏡下で最大の結 晶は、 径 l .O X l . O'o/mである。紫蘇 輝石は、 ごく小さく （最大の結 晶で、 径l . O X O .

3 加） 、 他形を示すものが多い。

石基は、 長径0 . 02~o . osm/m 程度の 自形性の強い斜長石 （方形ないし短柱状） や、 半 自形で丸味を帯

びた普通輝石等によって、 モ ザ イ ク 状に埋められており、 結 晶質である。鼠比は、 斜長石 ＞ 普通薙石

＞ 磁鉄鉱＞紫蘇輝石で、 こ れらの結 晶の間隙は変質鉱物 によって汚染され、 暗色を呈する。発泡はき

わ めて顕著で、 岩滓状を呈する。気 孔は円形～ 不定形で、 配列 には方向性はみられない。

4 . 石 材 の 供給源につ い て

前述したように、 御手長山古墳の石室を構成する岩石は、 側壁上部に使われたらしい河原石と、 間
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隙を埋めているごく小さな結 晶片岩片を除くと、 いずれも安山岩質の火山噴出物 （軽石、 ス コ リ ア 、

溶岩） からなる。こ れらの岩石は、 ほとん ど変質しておらず、 新鮮であるので 、 明らかに 第 四 紀火山

の産物である が、 県内に 第 四 紀の火山が存在しないことを考えると、 その供給源 は 、 県外に求めなけ

ればな らない。

近隣県で第四紀に角 閃 石～ 輝石安山岩質の活動があった火山は、 榛名 ・ 赤城 ・ 浅間な どの諸火山で

ある。これらの火山のうち、 角 閃石安山岩質軽石の著しい噴出のあったものは、 榛名山で、 6世紀末

のニ ッ 岳の噴火による軽石流と降下軽石の噴 出が知られている。この活動は、 榛 名 山の最も新しい活

動で、 粘りけの強い中性～ 酸性のマグマ は、 大爆発をおこすに十分なエ ネ ルギ ー を もっていたに違い

ない。以下、 榛名火山の生い立ちを簡単にた ど ってみよう。

榛名火山の活動は、 今から約40万年前に始まり、 成層火山の形成期、 陥没と カ ル デラの形成期、 中

央 火 口 丘 • 寄生火山の形成期を経て、 現在の山体がつくられたと推定されている （註2 ) 。

成層火山の形成期には、 多量の火山灰や軽石の噴出と溶岩の流 出とがくり返さ れ 、 高い コ ニ ー デ状

の山体がつくられた。当時の榛名山は、 今は見ることのできない美しい姿を呈していたに違いない。

しかし、 この優美な姿も長くは続かず、 マグマ の上昇の際に多数発生した高角 の割れ 目 に そって、 た

び重なるエ ネ ルギ ー の放出によって圧力が低下した山体 の中央部 が何度か陥没をおこし、 カ ル デラ が

形成された。この結果、 外輪山として残された成層火山の名残が、 三 ツ 峰、 掃部ケ岳、 居鞍岳等の山

々である。これらの山体を形づくる岩石は 、 比較的粘性の低い輝石安山岩質の噴出物である。石室の

一部にみられる輝石安山岩質のス コ リ ア や溶岩は 、 お そらく、 これらの岩石に 由 来するものであ ろ う。

その後、 噴火の中心が次第に東方へ移動するにしたがい、 粘性の高いマグマの活動 がとってかわり、

祖馬山 、 水沢山といった溶岩円頂丘 （寄生火山） が姿を現わし、 カ ルデラ中央部でも、 榛名富士や蛇

ケ岳が形成された。この活動は、 ひきつづき東方 でも、 降下軽石→軽石流→溶岩 噴出の順序で激 し く

おこり、 その結果、 ニ ッ 岳の溶岩円頂丘が形成された。上空に噴き上げられた軽石は、 折からの偏西

風によって北東方向へ運 ばれ、 尾瀬や日光にまで達した。一方軽石流は、 榛名火山の東斜面を放射状

に流れ下り、 利根川支流 の 吾 妻川まで達したのである。

御手長山古墳の石室をつくる角 閃 石安山岩質の軽石は、 おそらく、 このニ ッ 岳の軽石流や降下軽石

（ごく火口付近の） のものを用いていると思わ れる （註3 ) 。 紡錘状の軽石は、 採取 ・ 運搬 ・ 加工 ・

築造に都合 がよかったのであ ろ う。しかし逆に 、 長い年月の間には、 石室 自身の重みにより割れ 目 が

次第に発生してきて い る ように、 強度の点では、 溶岩や花尚岩類、 あるいは古生層 起源の堆積岩類等

より劣るのである。すなわち 、 遠距離の運搬労力や加工の手間さえいとわなけれ ば、 後者の方が石材

としてす ぐ れているといえるのである。この辺の考察になると、 筆者の能力の及 ばない内容となるの

で立ち入ったことは言えないが、 このことは、 被葬者の地位を推察する ひとつの資料にはなるかもし

れない。いずれにし ろ 、 今後の発掘調査等により、 本庄、 深谷 、 熊谷、 あるいは加須、 羽生といった 、

古利根川流域の古墳の石材の資料 が集積されてくれ ば、 この辺の事情は、 かなり解明できるに違いな

し ‘ °
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5 . お わ り に

埼玉県下の古墳の石室の石材について論じたものに 、 柳田 ( 1967 ) 「埼玉における古墳の諸様相」

が あ り、 古墳を築成する際、 そ の場所に近いと こ ろ の材料を利用した場合が多いとの指摘が な さ れ て

いる。 こ れによると、 利根川や古利根川流域の古墳は安山岩類、 荒川上流や小川町付近の古墳は緑泥

片岩類、 荒川中 ～ 下流域 や元荒川流域の古墳は凝灰岩類を そ れ ぞ れ用いていると さ れている。 こ の こ

とは、 埼玉県の地質分 布と群馬県の地質分布、 ま た河川による侵食 ・ 運搬 ・ 堆積作用の結果をよ く 反

映したものとい え る 。

しかし、 県下の個々の古墳の石材について論じたものは、 こ れ ま で例が少 な いので あ る 。 石材の供

給源の追究は、 古墳築造の年代 や工法、 被葬者の地位等の解明につ な がる重要 な 問 題 を かか え ている

のにもかかわ ら ず、 考古学と地質学の ど ち らの分野からも な お ざりに さ れて き た感が強い。 科学的 究

明は、 ど ち らの分野も相当腰をす え て かかる必要が あ ろ うが、 少 な く とも、 地質学の分野でやら な け

れ ば な ら な い こ とは、 地 質図に基づいて原産 地を推定し、 現物同志 （石室の岩石と露頭） を照合して

検証する こ とであ るので、 デ ー タ の集積を待って、 稿を改めたいと考 え ている。

最後に、 石材鑑定の機会と便宜をはかっていた だ いた本庄市教育委員会をはじめ、 発掘関係者の方

々 に深 く 感謝する。
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石室使 用 岩 石 の

偏光顕微鏡写真 に つ い て

石室の奥壁及び側壁を構成する岩石約 140個 （調査時点で石室床面上に露出していた礫） のうちか

ら、 代表的と思わ れ る 岩石5種を選んで薄片を作製し、 偏光顕微鏡による観察を行った。

図版 ］ ～5は、 これらの岩 石の顕微鏡写真である。 それ ぞれ上図が平行ニ コ ル、 下図が十字 ニ コ ル

の状態で撮影したものである。

凡 例 H o 角 閃 石

H y 紫蘇輝石

A u 普通輝石

M g 磁 鉄 鉱

p I 斜 長 石

V e 発 泡 孔 （気 孔）

図 版 ］ 淡灰色角 閃石安山岩 質軽石

斑状組織 ・ 軽石状組職を呈する。右上に大きく張り出ている鉱物は、 よく勢開の発達

した普通輝石で、 半 自形を呈し、 内部に角 閃 石 ・ 斜長石 ・ 磁鉄鉱の結 晶を包含している。

中央部の無色鉱物は斜長石で、 自 形 ～ 半 自 形を呈し、 普通輝石の内部に割り込むように

結 晶している。小さな暗点は緑泥石である。十字 ニ コ ルでは、 カ ー ル ス バ ー ド 双 品、 累

帯構造が認められる。角 閃石は、 同様に普通輝石の内部に割り込むように結 晶しており、

樹 緑色を呈する。内部に斜長石の小結品を包合 している。

石基部分は ガラス 質で発泡が著しく、 いわ ゆ る軽石状組織を呈する。

図 版2 淡灰色角 閃石安山岩 質軽石

斑状組織 ・ 軽石状組織を呈し、 基本的には図版 ］ の岩石と同相 ・ 同質である。左右 か

ら張り出た勢開の発達した大きな鉱物は角 閃 石で、 術 緑色で 自 形性が強く、 内部に 白 形

の斜長石をいくつか包含している。斜長石は 自 形性の強いものが 多いが、 右下のものは

他形で、 内部に緑泥石の結 品を生 じ ている。十字 ニ コ ル では、 ア ル バ イ ト双 晶 、 累 帯構

造が認められる。

石基部分は ガラス 質で発泡が著しいが、 図版 ］ の岩 石より発氾孔 （気孔） が小さい。



図 版3 黒色複蝉石安山岩 質溶岩 （ 岩 滓 質）

斑 状組織 を 呈する。 右上及び左下 の 勢 開 の み え る鉱物は普通輝石で、 周 囲に磁鉄鉱の

結 晶 を 伴 っ ている。 普通輝石は 自 形～ 半 自 形で、 一部内部に斜長石の小結 晶 を 包含して

いる。 右下方に み ら れる斜長石は、 緑泥石によって汚濁 さ れている。

石基は ガ ラ ス 質で褐 色 を 呈し、 発 泡が著し い。 発泡孔 （ 気 孔） は、 直径 0 . l m/m 前後

の も の が一 面にで き ており、 ス コ リ ア 状に な っている。

図 版 4 暗灰色複輝石 安山岩 質溶岩

斑 状組織 を 呈する。 中央部及び右縁の 鉱物は普通薙石で、 周縁部に磁鉄鉱 の 小結 晶を

伴って い る。 十字 ニ コ ルでは、 中央部の も のに カ ー ル ス バー ド貫入双 晶、 右縁の も のに

バベ ノ 双 晶 が認めら れる。 左縁に み ら れ る鉱物は紫蘇輝石で、 自 形性が強い。 斜長石は

内部に緑泥石 の 結 品 を 生じて い る も の があり、 十字 ニ コ ル では、 右 上端 の も のに カ ー ル

ス バ ー ド 双 晶 、 中央部の も のに ア ル バ イ ト ・ カ ー ル ス バ ー ド複合双 晶 が認められる。

石 基は、 若干発 泡した ガ ラ ス 及び小 さ な 針状の斜長石等から な り、 淡褐 色 ～褐色を呈

する。

図 版5 赤褐 色普通痺石安山岩 質岩 滓 （ ス コ リ ア ）

斑 状組織 ・ 岩 滓状組織 を 呈する。 左上の 大 き な 鉱物は斜長石 の集合結 晶で、 十字 ニ コ

ル では、 カ ー ル ス バ ー ド 双 晶 ・ 同貫入 双 晶 が認めら れる。 斜長石は半 自 形～ 自 形で、 カ
ー ル ス バ ー ド 双 晶 を示す も の が多い。 普通輝石は半 自 形～他形で、 周縁部に磁鉄鉱 の 結

晶 を 伴 っ て い る 。

石基は、 自 形性 の 強 い 斜長石 や 半 自 形 の 普通輝石 の 結 晶等でモ ザ イ ク 状に埋められ て

おり、 結 晶 質である。 こ れ らの 結 晶 の ま わりは変 質鉱物によって汚染 さ れ、 全体的に暗

褐 色 を 呈する。 発 泡は顕著で、 発泡孔 （ 気孔） も 大 き く 、 直径 0 . 5m/m 前後 の も の が多

く み ら れ る。
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写真図 版 4

A 平 行 ニ コ ル

B 十字 ニ コ ル



写真図版 5

A 平行 ニ コ ル
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B 十 字 ニ コ ル



あ と が き

当本庄市では、 県下でも早 く から学術調査を行 な って き た が、 そ の後の乱開

発に対応する ことがで き ず、 今 回調査 し た 、 御手長山古墳の破損につ な が っ て

し ま った。

調宜 中 、 近隣住民始め、 遊び場と し て育 っ た 老若男 女の御手長山を偲ぶ姿を

連 日 、 目 に し た。 日 に 日 に掘 り 返 え さ れて ゆ く 姿 に涙を う かべる 人 さ え い た。

幾 多の成果を納めた 反 面 、 心のよ り ど こ ろ でも あ っ た埋蔵文 化財の保護、 保 存

の意義を、 い やとい う ほ ど感じ さ せ た 訓査で あ っ た。

破損事故の事後処理、 発掘準備 、 訓査、 整理 、 報 告 書 刊 行の一連の事業の な

かで 、 県文化財保護課課長はじめ職負 ― · 同 、 県立 さ き た ま 資料館長はじ め 職 員
ー同、 本庄市史編集室ー同、 そ の他、 ほ ん と う に 多 く の方々の絶大 な る御支援

をい た だ い た。

特に、 本来 な ら担当者で あ る小 川 良祐氏 によ っ て報告 さ れるべ き と こ ろ 千載

一遇の機会を、 未熟 な 私 に 与 え て く だ さ れ 、 微 に 入 り 細 に 入る指導助言で 、 稲

荷山古墳出土鉄剣 、 金石 文 発 見 で忙 し い 公 務の聞をぬ っ て報侶 害刊 行 に 、 こ ぎ

つ けて く だ さ った。 伏 し て ま だ 余 り あ る光栄とい わ ね は な ら な い。

更には新潟大学医学部 第一 解剖学教室、 小片保教授他教室の皆様 、 県文 化財

保護課、 本 間岳史氏には公 務 多 端の折 り に も かか わ らず、 無理 な 日 程で 、 鑑定

と原稿を寄せてい た だ い た。

発掘調査では不休の連続、 整理 、 報告 書の刊 行では加 え て不 眠の連 続で 、 未

熟 な う え 、 時 間 に 限 ぎら れ た 状況の な かでの調責、 報告で あ り 、 多 く の皆様の

御支援に答 え られ たとは言 え な い。

不勉強 ゆ え 、 述べ足 り な かっ た 分につ い ては椴 会を改める こ と も 考 え る が、

今回の調査を真剣に受 けとめ、 今後の糧とする こ とを誓 っ て、 もすひとい た し

ま す。

最後に、 最終原稿 引 き 渡 し 後 、 1週 間で刊 行するとい う 時 間単位の厳 し い 日

程の な かで 、 報告書の印刷 に あ た ら れ た 本庄孔版社、 野原康正氏 に 対 し て深 く

感謝の意を捧 げた い と思 い ま す。 （長谷川 勇 ）
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